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第 １ 号 （ ３月 ８日） 
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平成２９年第１回西原村議会定例会会議録 

 

 

平成２９年３月８日、平成２９年第１回西原村議会定例会が西原村役場に招

集された。 

 

 

 平成２９年３月８日（水曜日） 議事日程第１号 

 

日程第 １  会議録署名議員の指名について 

 

日程第 ２  会期の決定について 

 

日程第 ３  村長提案理由説明（施政方針、議案第２号～第２３号、同意第

１号） 

 

日程第 ４  休会の件について 
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１、応招議員    （１０名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、不応招議員    （なし） 
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３、出席議員    （１０名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

４、欠席議員    （なし） 

 

 

 

 

５、職務のため出席した職員は次のとおりである。 

 

 

議会事務局長    吉 田 光 範 君 

議会事務局書記   坂 園 まゆみ 君 
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６、地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名

は次のとおりである。 

 

 

村  長    日 置 和 彦 君 

副 村 長    内 田 安 弘 君 

教 育 長    曽 我 敏 秀 君 

総務課長    西 山 春 作 君 

企画商工課長  髙 本 孝 嗣 君 

教育課長    塚 元 利 文 君 

会計管理者   中 村 義 光 君 

税務課長    佐 藤 光 弘 君 

産業課長    海 東 義 朗 君 

住民課長    藤 吉 昌 也 君 

保育園長    園 田 久美代 君 
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午前１０時００分   開会・開議 

 

 

○議長（宮田勝則君）おはようございます。 

  本日は全員出席であります。 

  第１回の定例会が招集されましたところ、定足数に達しておりますので、

平成29年第１回西原村議会定例会を開会します。 

  ただいまから本日の会議を開きます。本日の会議は、お手元に配付の議事

日程第１号のとおり行います。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、９番議員、桂悦朗君、

１番議員、堀田直孝君を指名します。 

  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

  お諮りします。今期定例会の会期は、３月１日に行われました議会運営委

員会で本日８日より15日までの８日間と決定しておりますが、ご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、よって会期は、本日８日より15日まで

の８日間と決定いたしました。 

  日程第３、村長に提案理由の説明を求めます。 

（村長 日置和彦君 登壇 説明） 

○村長（日置和彦君）おはようございます。 

  平成29年第１回西原村議会定例会の招集をお願いしましたところ、議員各

位におかれましては、公私ともに大変ご多忙の中、全員のご出席を賜り、厚

く感謝申し上げます。 

  昨年４月14日、16日に発生しました熊本地震により、西原村にも未曾有の

大災害となりました。災害関連死を含め７名の方が犠牲となられ、56名が負

傷されました。また、住家の全半壊も1,356棟となり、村全体の56％が大き

な被害を受けております。現在、解体工事も進めていますが、進捗率は２月

末までで78.4％で、1,570棟の申請に対し1,231棟が完了しているところであ

ります。 

  避難所は11月18日に閉鎖させていただきまして、現在は小森仮設団地とみ

なし仮設住宅に村民の約２割に当たる1,254名の方が仮設住宅での生活を余

儀なくされています。それぞれが宅地の擁壁、石積みの崩落、住家の倒壊等

で被災された方ばかりであります。今後の宅地の再生、住家の再建あるいは

農業施設の再建などで大変先行きを心配されていると思われます。 

  村としましても、宅地、住家の再生、再建、また農家の再生に向け、最適

な災害関連事業の取り組みを模索しながら補助金、交付金、県の復興基金の
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要望、確保に向け日々努力しているところであります。 

  国の補助対象であります地域防災がけ崩れ対策事業、大規模盛土滑動崩落

防止事業、同じく拡充事業、また、小規模住宅地区改良事業や都市防災推進

事業、その他の事業を含め、地域に合った、かつ負担割合の少ない事業の選

択を精査しながら進めてまいります。 

  熊本地震における特例措置として510億円が復興基金として県に措置され

ています。平成29年度は、４月に配分ルールの検討がなされますので、順調

に進めば６月定例会で予算の提案ができるものと思います。 

  今定例会は、平成29年度の当初予算が主な議題となっております。また、

一般質問と重複するところがありますが、私の平成29年度における思いを少

しだけ語らせていただきます。 

  まず、災害公営住宅の件でありますが、仮設住宅に入居されている方でひ

とり暮らし、二人暮らし、そして高齢者の方が約半数入居されています。今

後の生活プランあるいは資金力で住宅再建が困難な方もおられます。入居者

を対象にアンケート調査を実施しましたところ、災害公営住宅に入居希望者

が約80世帯でありました。仮設住宅の入居期限が一応２年となっております

ので、早急に建設する必要があります。新年度予算において公営住宅関係で

委託料、工事請負費の予算を計上させていただいております。公営住宅建設

のめどがつけば、仮設住宅の入居者の方々がしばらくは安心して入居してい

ただけるものと思っております。 

  公共土木災害につきましては、被害総額約15億円ほどになっておりまして、

現在、入札額は約10億円であります。 

  農地等災害被害は約７億5,000万円であり、入札済額として２億円弱であ

ります。入札状況は、現在のところ不調不落が１件ありましたが、再度入札

をしていただき、まずは全て順調に落札をしていただいています。しかし、

今後は、災害公共工事を含め宅地の再生事業等、さらには住宅や農業用倉庫

建設等が控えており、建築業者、土木業者の不足が懸念されています。でき

る限り不調不落がないよう村外業者を含め対応してまいりたいと考えていま

す。 

  平成29年度は、地震関連事業が大部分を占めております。平成28年度補正

予算後の総額も157億円となっており、平成29年度当初予算におきましても

110億円を超え、対前年度比2.74倍となっています。熊本地震による復旧事

業で超大型予算編成となっており、今後の村の財政を圧迫することも避けて

通れない状況となっております。しかしながら、被災者の方々のことを考え

れば、村として支援するのは今を生きる我々の責務であり、努めであると考

えています。 

  今後、しばらくは単独事業を控え、極力無駄を省き、補助金、交付金、復

興基金の財源確保に努め、被災者に寄り添った支援に力を入れていかなくて
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はならないと強く思っているところであります。 

  災害大国と言われる日本、平成29年度も地震、風水害が発生しないとは限

りませんが、まずは熊本地震からの復旧・復興に全力を傾注し、一日も早く

もとの生活が取り戻せるよう努めてまいりたいと考えています。 

  復興計画につきましては、復興計画策定委員会から報告を受けております

ので、本日後ほど議員の皆様に内容をお示しして、了解をいただきましたな

らば今年度末には計画を発表させていただくならばと考えているところであ

ります。 

  ６年間で復興するという計画で、大きく分けますならば、２年間で復旧、

次の２年間を復興期間として、最後の２年間は復興と連動した創造的、発展

的な村づくりを目指すならばと計画しております。 

  議員各位におかれましては、復興をなし遂げる目標の達成のため、大事な

６年間となると思われます。ともに目指すのは創造的完全復興であります。

お互い知恵と汗を流し、6,800余名の村民が幸せを実感できるよう、一体と

なって村づくりに協力とご指導を賜りますよう、切にお願い申し上げます。

また、職員も情報を共有し、時には課を超えて災害復興に取り組まなければ

ならないと考えています。まさしく議会、執行部、そして今を生きる者とし

て、今の村政を預かる我々の務めであり、使命であると考えます。どうかよ

ろしくお願い申し上げ、提案理由の説明を申し上げます。 

  それでは、提案理由の説明をさせていただきます。 

  議案第２号、西原村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定につ

いてご説明申し上げます。 

  今回の熊本地震の復旧・復興における職員不足への対応をも考慮し、地方

公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律及び地方公務員法の規定

に基づき、西原村一般職の職員の任期を定めた採用及び任期を定めて採用さ

れた職員の給与の特例に関する事項を定めるため、必要な事項を定める条例

の制定を行うものでございます。詳細につきましては、総務課長よりご説明

申し上げます。 

  議案第３号、西原村村費負担教職員の採用等に関する条例の制定について

ご説明申し上げます。 

  西原村が目指している「生涯元気な西原づくり」の実現のため、西原村立

小・中学校に通う児童・生徒の学力向上等を目的として、村費により教職員

の採用を行うため本条例の制定を行うものでございます。なお、詳細につき

ましては、教育課長よりご説明申し上げます。 

  議案第４号、西原村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてご説明申し上げます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は

家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律の公布に伴
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い、関係条例の規定を改正するものでございます。詳細につきましては、総

務課長よりご説明申し上げます。 

  議案第５号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてご説明申し上げます。 

  こちらも地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等

育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律の

公布に伴い、関係条例の規定を改正する必要がございます。詳細につきまし

ては、総務課長よりご説明申し上げます。 

  議案第６号、西原村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてご説明申し上げます。 

  熊本県人事委員会の職員の給与等に関する勧告に鑑み、職員の扶養手当等

の改定を行うため、関係条例の規定を改正する必要がございます。詳細につ

きましては、総務課長よりご説明申し上げます。 

  議案第７号、技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改

正する条例の制定についてご説明いたします。 

  こちらも地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等

育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律の

公布に伴い、関係条例の規定を改正する必要がございます。詳細につきまし

ては、総務課長よりご説明いたします。 

  議案第８号、西原村税条例の一部を改正する条例の制定についてご説明い

たします。 

  地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、西原村税条例の一部を改

正する必要がございます。詳細につきましては、税務課長よりご説明いたし

ます。 

  議案第９号、指定管理者の指定（西原村青少年の森）についてご説明いた

します。 

  西原村青少年の森の設置及び管理に関する条例第４条の規定に基づき、西

原村青少年の森指定管理者を指定するに当たり、地方自治法第244条の２第

６項の規定により、あらかじめ議会の議決を得る必要があるためのご提案で

ございます。詳細につきましては、企画商工課長よりご説明いたします。 

  議案第10号、平成28年度西原村一般会計補正予算（第10号）についてご説

明いたします。 

  補正予算（第10号）は、歳入歳出それぞれ５億9,131万1,000円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ157億2,973万1,000円とするもので

ございます。 

  歳入歳出の主なものを申し上げますと、歳入では村税414万5,000円の減額

補正、村民税2,093万円の増額、固定資産税1,845万4,000円の減額等でござ

います。地方消費税交付金1,050万円の増額補正、地方交付税１億9,000万円



－9－ 

の減額補正、分担金及び負担金1,699万4,000円の減額補正、国庫支出金１億

3,515万円の減額補正、県支出金３億2,711万円の減額補正、寄附金２億

7,086万6,000円の増額補正、繰入金4,508万3,000円の増額補正でございます。

村債２億4,023万8,000円の減額補正でございます。 

  歳出におきましては、総務費３億48万5,000円の増額補正、民生費5,956万

7,000円の減額補正、衛生費３億4,074万9,000円の減額補正、農林水産業費

３億7,920万6,000円の増額補正、土木費８億1,477万3,000円の減額補正、教

育費1,831万1,000円の減額補正、災害復旧費4,039万5,000円の減額補正等で

ございます。詳細につきましては、総務課長よりご説明いたします。 

  議案第11号、平成28年度西原村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

についてご説明申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

2,496万1,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ10億

8,900万円と定めるものでございます。 

  主な内容を申し上げますと、歳入で国庫支出金2,927万円の減額補正、療

養給付費等交付金2,787万3,000円の増額補正、共同事業交付金2,776万1,000

円の減額補正、繰入金は法定外繰入金1,000万円の減額を含む1,176万3,000

円の減額補正でございます。 

  歳出におきましては、共同事業拠出金1,028万円の減額補正、諸支出金

1,699万円の増額補正、予備費2,894万3,000円の減額補正でございます。詳

細につきましては、住民課長よりご説明いたします。 

  議案第12号、平成28年度西原村介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いてご説明申し上げます。 

  今回の補正予算は、規定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

2,071万9,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億

7,962万3,000円と定めるものでございます。 

  主な内容を申し上げますと、歳入で、国庫支出金1,553万9,000円の減額補

正、支払基金交付金819万円の減額補正、県支出金1,179万9,000円の減額補

正、繰入金1,609万7,000円の増額補正でございます。 

  歳出におきましては、保険給付費1,261万8,000円の増額補正、地域支援事

業費125万2,000円の減額補正、予備費3,184万5,000円の減額補正でございま

す。詳細につきましては、住民課長よりご説明いたします。 

  議案第13号、平成28年度西原村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）についてご説明いたします。 

  今回の補正予算は、規定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

1,644万9,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億

3,824万2,000円と定めるものでございます。 

  主な内容を申し上げますと、歳入で熊本地震による減免申請等により、後
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期高齢者医療保険料1,567万2,000円の減額補正であります。 

  歳出におきましては、後期高齢者医療広域連合納付金1,624万2,000円の減

額及び予備費20万7,000円の減額補正でございます。詳細につきましては、

住民課長よりご説明いたします。 

  議案第14号、平成28年度西原村中央簡易水道事業特別会計補正予算（第６

号）についてご説明申し上げます。 

  今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４億1,436

万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億8,018万7,000円

と定めるものでございます。 

  主な内容について申し上げますと、歳入では国庫補助金、災害復旧費補助

金として３億5,265万6,000円の減額補正、その際地方公営企業災害復旧事業

債として１億6,360万円の減額補正。 

  歳出で、今回の熊本地震によります水道施設の災害査定も終了いたしまし

たので、災害復旧費、工事請負費として３億7,618万円の減額補正を行って

おります。詳細につきましては、産業課長よりご説明申し上げます。 

  議案第15号、平成28年度西原村工業用水道事業会計補正予算（第２号）に

ついてご説明申し上げます。 

  今回の補正予算は、規定の収益的収入支出の総額をそれぞれ1,592万3,000

円と定めるものでございます。 

  主な内容といたしましては、収益的収入の営業収益、給水収益176万円及

び営業外収益、雑収益108万円の減額補正を行っております。 

  次に、収益的支出として、営業費用総係費113万1,000円及び予備費に152

万円の減額補正を行っております。詳細につきましては、産業課長よりご説

明いたします。 

  議案第16号、平成29年度西原村一般会計予算についてご説明いたします。 

  平成29年度西原村一般会計予算を、歳入歳出それぞれ110億1,787万2,000

円と定めるものでございます。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、村税が前年度より１億2,981万

8,000円減額の６億3,983万4,000円、地方譲与税3,500万円、地方消費税交付

金１億1,000万円、ゴルフ場利用税交付金2,200万円、地方交付税におきまし

ては、普通交付税３億6,400万円の増、特別交付税４億6,700万円の増により、

前年度より８億3,100万円増の19億3,900万円、分担金及び負担金は前年度よ

り1,307万4,000円減の5,954万円、国庫支出金におきましては、災害復旧費

国庫負担金が３億1,333万3,000円の増、衛生費国庫補助金５億4,560万2,000

円の増、土木費国庫補助金24億9,900万円増により、前年度より33億1,278万

2,000円増額の38億9,174万3,000円、県支出金は、民生費県負担金6,814万

2,000円増、民生費県補助金5,003万円増、農林水産業費県補助金４億4,538

万1,000円増、災害復旧費県補助金４億9,012万5,000円増、土木費県補助金
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１億5,594万1,000円増等により、12億877万円増額の14億8,128万3,000円、

財産収入3,246万8,000円、繰入金につきましては、財政調整基金で２億

3,000万円、災害復興基金２億円等で合計４億3,000万2,000円となっており

ます。繰越金は8,000万円、諸収入は4,293万1,000円でございます。 

  村債につきましては、臨時財政対策債１億1,200万円、公共事業等債6,930

万円、災害復旧事業債11億9,190万円、歳入欠かん等債５億3,480万円、公営

住宅建設事業債３億2,000万円で合計の22億2,800万円となっております。 

  歳出についてご説明いたします。 

  議会費につきましては、前年度より237万3,000円減の7,318万4,000円、総

務費につきましては、前年度より19億1,578万5,000円増の28億8,743万8,000

円、民生費につきましては、１億6,710万1,000円増の10億8,409万5,000円、

衛生費につきましては、11億1,184万6,000円増の14億7,416万4,000円、農林

水産業費につきましては、４億9,559万6,000円増の８億2,815万5,000円、商

工費60万3,000円減の1,383万1,000円、土木費24億7,028万7,000円増の26億

6,530万7,000円、消防費につきましては、４億9,444万1,000円減の１億

6,844万7,000円、教育費2,418万6,000円減の１億9,537万7,000円、災害復旧

費10億4,362万8,000円増の10億4,363万3,000円、公債費３億1,899万6,000円

増の５億7,812万4,000円となっております。 

  本年度の予算は、主に平成28年熊本地震に対応するため、大幅な増額予算

となっております。本年度も引き続き熊本地震に対応する財源の確保等に努

め、効率的な財政運営及び財政基盤の安定化に努めてまいる所存でございま

す。詳細につきましては総務課長よりご説明いたします。 

  議案第17号、平成29年度西原村国民健康保険特別会計予算についてご説明

いたします。 

  平成29年度西原村国民健康保険特別会計予算の総額を歳入歳出それぞれ10

億1,838万8,000円と定めるものでございます。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、国民健康保険税１億5,905万円、

国庫支出金２億5,092万1,000円、療養給付費等交付金2,113万4,000円、前期

高齢者交付金２億7,780万4,000円、県支出金4,895万6,000円、共同事業交付

金２億245万7,000円、繰入金5,745万4,000円などとなっております。 

  歳出におきましては、保険給付費５億9,895万5,000円、後期高齢者支援金

9,920万円、介護納付金4,293万3,000円、共同事業拠出金２億5,429万7,000

円となっております。 

  詳細につきましては、住民課長よりご説明いたします。 

  議案第18号、平成29年度西原村介護保険特別会計予算についてご説明いた

します。 

  平成29年度西原村介護保険特別会計予算の総額を歳入歳出それぞれ６億

6,539万1,000円と定めるものでございます。 
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  主な内容を申し上げますと、歳入では、保険料１億1,665万7,000円、国庫

支出金１億7,623万1,000円、支払金交付金１億7,739万7,000円、県支出金

9,674万7,000円、繰入金9,835万1,000円などとなっております。 

  歳出におきましては、保険料給付費６億2,484万円、地域支援事業費2,482

万8,000円などで、保険給付費は歳出予算の93.9％を占めております。 

  詳細につきましては、住民課長よりご説明いたします。 

  続きまして、議案第19号、平成29年度西原村後期高齢者医療特別会計予算

についてご説明いたします。 

  平成29年度西原村後期高齢者医療特別会計予算の総額を歳入歳出それぞれ

１億5,804万8,000円と定めるものでございます。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、後期高齢者医療保険4,509万4,000

円、一般会計繰入金１億1,179万5,000円等となっております。 

  歳出におきましては、後期高齢者医療広域連合納付金が１億5,606万6,000

円、歳出予算の98.7％を占めております。 

  詳細につきましては、住民課長よりご説明いたします。 

  議案第20号、平成29年度西原村中央簡易水道事業特別会計予算についてご

説明いたします。 

  平成29年度西原村中央簡易水道事業特別会計予算の総額を歳入歳出それぞ

れ8,440万7,000円と定めるものでございます。 

  主な内容を申し上げますと、歳入といたしましては、給水収益5,700万

1,000円、その他営業収益341万円、繰越金の874万円、村債、災害復旧事業

債1,500万円でございます。 

  歳出といたしましては、業務費2,757万3,000円、災害復旧費3,000万円、

企業債償還金1,924万9,000円、予備費506万円となっております。 

  詳細につきましては、産業課長よりご説明いたします。 

  議案第21号、平成29年度西原村工業用水道事業会計予算についてご説明い

たします。 

  平成29年度西原村工業用水道事業会計予算を収益的収入支出それぞれ

1,598万円と定めるものでございます。 

  主な内容といたしましては、給水事業所８カ所に対する営業収益913万

6,000円、営業外収益684万3,000円でございます。 

  支出につきましては、営業費用1,333万3,000円、営業外費用45万円、予備

費419万6,000円となっております。 

  詳細につきましては、産業課長よりご説明いたします。 

  議案第22号、工事請負変更契約の締結についてご説明申し上げます。 

  平成28年10月の第４回臨時会におきまして議決をいただきました田中高遊

線道路災害復旧工事につきましては、契約の変更が必要となりましたので、

地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取
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得または処分に関する条例第２号の規定により議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

  詳細につきましては、産業課長よりご説明いたします。 

  議案第23号、工事請負変更契約の締結についてご説明いたします。 

  議案第23号も議案第22号と同じく田中高遊線の道路災害復旧工事に関する

もので、こちらも契約の変更が必要になりましたので、議会の議決を求める

ものでございます。 

  詳細につきましては、産業課長よりご説明いたします。 

  続きまして、同意第１号、西原村監査委員の選任について同意を求めるこ

とについてご説明申し上げます。 

  監査委員河上勝彦氏が平成29年３月31日に任期満了となるため、再度選任

いたしたく、議会の同意をお願いするものでございます。 

  詳細につきましては、総務課長よりご説明申し上げます。 

  以上、今定例会に提案しておりました議案22件、同意１件、合計23件につ

きましては、議員各位におかれましては、慎重審議の上、ご議決、ご同意を

賜りますようお願い申し上げ、提案理由とさせていただきます。大変お世話

になります。 

  以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）以上で、村長の提案理由の説明は終わりました。 

  日程第４、休会の件についてを議題とします。 

  お諮りします。明日９日から12日までの本議会を休会にしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、明日９日から12日までの本議会を休会

します。 

  以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

  本日はこれをもって散会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、次の会議は13日午前10時より議事日程

第２号のとおり行います。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

 

 

午前１０時３５分   散 会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 号 （ ３月１３日） 
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平成２９年第１回西原村議会定例会会議録 

 

 

平成２９年３月１３日、平成２９年第１回西原村議会定例会が西原村役場に

招集された。 

 

 

 平成２９年３月１３日（月曜日） 議事日程第２号 

 

日程第 １  一般質問 

 

日程第 ２  議案第２号 西原村一般職の任期付職員の採用等に関する条例 

             の制定について 

 

日程第 ３  議案第３号 西原村村費負担教職員の採用等に関する条例の制 

             定について 

 

日程第 ４  議案第４号 西原村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一 

             部を改正する条例の制定について 

 

日程第 ５  議案第５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する 

             条例の制定について 

 

日程第 ６  議案第６号 西原村一般職の職員の給与に関する条例の一部を 

             改正する条例の制定について 

 

日程第 ７  議案第７号 技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例 

             の一部を改正する条例の制定について 

 



－16－ 

１、応招議員    （１０名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、不応招議員    （なし） 
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３、出席議員    （９名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

４、欠席議員    （１名） 

 

 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

 

 

 

 

５、職務のため出席した職員は次のとおりである。 

 

 

議会事務局長    吉 田 光 範 君 

議会事務局書記   坂 園 まゆみ 君 
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６、地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名

は次のとおりである。 

 

 

村  長    日 置 和 彦 君 

副 村 長    内 田 安 弘 君 

教 育 長    曽 我 敏 秀 君 

総務課長    西 山 春 作 君 

企画商工課長  髙 本 孝 嗣 君 

教育課長    塚 元 利 文 君 

会計管理者   中 村 義 光 君 

税務課長    佐 藤 光 弘 君 

産業課長    海 東 義 朗 君 

住民課長    藤 吉 昌 也 君 

保育園長    園 田 久美代 君 
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午前１０時００分   開議 

 

 

○議長（宮田勝則君）おはようございます。 

  本日は坂本議員から欠席届が出ております。 

  第１回の定例会が招集されましたところ、定足数に達しておりますので、

本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付の議事日程第２号のとおり行います。 

  日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問については、３月１日に行われました議会運営委員会の中で、発

言時間はおのおの50分以内と決定しておりますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、50分以内と決定します。 

  受領番号１番、８番議員、林田直行君、件数２件、発言を許します。 

（８番議員 林田直行君 登壇 質問） 

○８番議員（林田直行君）８番議員、林田でございます。 

  通告しておりました２件について質問をいたします。 

  まず、初めでございます。県道熊本高森線俵山バイパスについてでござい

ます。 

  まず、１点目、４月16日の熊本地震で大きな被害を受けて不通となってお

りました県道熊本高森線俵山トンネルのバイパスのルートは、国土交通省に

よりまして直轄工事が行われ、昨年12月24日に俵山トンネル、また旧道、村

道の一部を利用しまして被災箇所を迂回しまして、西原村、南阿蘇村を結ぶ

約10㎞が暫定的に再開いたしました。開通によりまして、以前のグリーンロ

ードよりも20分の時間の短縮ができ、冬季の安全確保や物流の円滑化、観光

の振興などに大きな効果を示すことができていると思います。 

  しかしながら、俵山大橋や桑鶴大橋、大切畑大橋などの復旧工事はまだ終

わっておりません。完全なる全面開通は、いつになるかわかりません。国土

交通省の報告によれば、その開通の結果、１カ月後の１日の交通量は、地震

前、震災前の6,500台から8,500台と３割増加となっているということです。

こうした交通増加に伴いまして、大変利用はなりますが、この迂回路でござ

いますので、全面の完全なる復旧はいつになるか、村長、お伺いいたします。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

（村長 日置和彦君 登壇 答弁） 

○村長（日置和彦君）お答えさせていただきます。 

  県道熊本高森線俵山バイパスについてということで、１点目が、現在、村

道の一部を迂回して暫定開通したが、全面開通の見通しはいつごろかという

お尋ねであると思います。 



－20－ 

  県道熊本高森線は、熊本地震によりまして、風当地区から俵山トンネルま

での区間において橋梁が６橋全て被災をしております。そのほか道路路面の

亀裂、路肩の崩落等の甚大な被害を受けているところでございます。被災直

後から、国土交通省の直轄代行事業によりまして復旧工事が行われておりま

すが、現在、名ヶ迫交差点から村道万徳宮山線を利用し、大峯地区から先は、

出の口地区、袴野地区の地権者26名の方々の協力により農地、山林を借地を

いたして、仮設道路が新設をされております。俵山トンネルまでの桑鶴大橋

の村道、村道俵山峠線も改良されまして、議員が今申されましたように、平

成28年12月24日、南阿蘇村までの暫定ルートが開通をしておるところでござ

います。 

  残された本線道路も、国土交通省により直轄代行事業が行われております

が、風当集落・袴野入り口交差点については、延長265ｍの大切畑大橋の橋

脚の補修、補強工事が行われ、大切畑ダム前にあります延長35ｍの大切畑ダ

ム橋についても復旧工事中で、まだ未発表でありますが、早ければ平成30年

春ごろには開通できるのではないかというふうなことをお聞きしております。

これは未発表でありますので、決定ではございません。 

  その先に、また延長160ｍの桑鶴大橋、延長128ｍの扇の坂橋、延長43ｍの

すすきの原橋、最後に俵山トンネル手前の延長140ｍの俵山大橋の４橋につ

いても、現在、災害復旧工事が行われております。それぞれの橋は構造も違

いまして難工事でありますが、特に俵山大橋につきましては一番大きな被災

を受けており、時間を要するというふうに聞いております。 

  国土交通省、それぞれの区間の道路の災害復旧担当業者、橋梁の災害復旧

担当業者、それぞれの方々が最新技術を駆使して、少しでも早く開通させた

いというふうに思って頑張っておられるところでございます。しかしながら、

この全線開通の時期につきましては、国土交通省九州地方整備局と熊本地震

災害対策推進室に確認をいたしましたが、現時点では不明ということで明言

をされておりません。いつになるかまだ今のところはっきりしていないとい

うことでございます。村といたしましても、萌の里初め沿線の店舗の活性化、

観光客の誘致のためにも、早期の全線開通を要望してまいりたいというふう

に考えております。 

  そういうことでありますので、今のところは、いつ元の道路の全線開通に

なるかは、まだまだ見通しが立っていないという状況でございます。以上で

す。 

○議長（宮田勝則君）２回目、続けてください。 

○８番議員（林田直行君）２点目でございますが、これは出の口・大峯地区に

おいては、以前より児童の通行の安全面ということで横断歩道の設置を要望

されておりました。しかしながら、交通量が少ないということで設置を見送

られておりました。また、昨年におきましても地元住民の方が秋に現場を見



－21－ 

せてもらって、どうかそういう横断歩道などの設置はできないかということ

で強く要望されたことも、村長さんも実際、要望に立ち会われまして感じら

れたことと思います。実際、今、暫定開通しまして、あそこに朝夕行ってみ

ますと、大変交通量が多くございまして、小学校あたりの通学が道路を渡る

ということで大変苦労している状態でございます。 

  現在、出の口・大峯・宮山地区から、山西小学校の児童ではございますが、

27名通学しておりまして、住民の方も往来に対しまして大変苦労をされてお

ります。地区住民の安全策としまして、大峯地区に横断歩道を設けていただ

き、出の口と大規模林道あたりには、ボタン式の信号機でもよございますが、

設置はできないかと思っております。 

  先ほど村長さんから、大切畑ダム橋ができれば、大峯地区というか出の口

地区あたりの通行も減るんではないかと考えております。そういう30年の春

とお聞きしましたが、その間も大変、交通量が非常に先ほど申しましたよう

に増加しておりますので、どうかそれを県あたりにご要望いただくならと思

っておりますが、そのところどう村長はお考えでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）先ほど30年の春と言いましたのは、大切畑ダムまでのこ

とでありまして、その先はまだ未決定ということでございますので、申しつ

けておきますけれども。今、議員のご質問でありますけれども、出の口・大

峯地区は、車の通行増加により、歩行者、特に児童の通学などの横断が大変

危険であるということで、横断歩道、信号機は設置できないかという内容の

質問でありますが、ご存じのとおり、ご質問のあった出の口・大峯地区の村

道は、熊本地震の発生後、県道熊本線の道路や橋梁、トンネルに多大な損傷

があったため、その復旧工事関係者の大型ダンプや工事関係車両が頻繁に往

復する状況でございました。また、先ほど申しましたように、昨年12月24日

からは、俵山トンネルルートを活用した熊本高森線の迂回ルートが開通した

ことに伴いまして、南阿蘇村への交通量が急激に増加しております。道路の

横断はもとより、とても危険な状況となっていることは、私も認識をしてい

るところでございます。 

  このような中、大峯、宮山、出の口の児童は約30名近くおります。通学に

おける安全確保のためにも、保護者の方が今現在は送迎を行われております

が、横断歩道の設置は、通学路の安全の確保のため、交通事故の防止策とし

て、交通環境の危険性の解消を図るため、また、交通弱者の安全確保対策と

して、これはまた必要不可欠であるということは認識をしております。 

  このような認識のもと、大津署へは既に数回の要望を行って、先ほど言わ

れたように現地も見ていただいているところでございます。しかしながら、

地元から要望が上がっている場所でありますが、横断歩道を設置した場合、

その横断歩道が見えにくいなど地形的に設置が厳しい場所と指摘が上がって
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おります。 

  あの場所は、ちょっと上って、ちょうど一番高いところに横断歩道をつけ

なくちゃならないということで、その横断歩道が見えにくいということで、

そういったことを指摘を受けております。信号機の設置もという話でござい

ますけれども、県道熊本高森線の本線のルートが今度、全線開通したときに

は、この場所の交通量は激減するんじゃなかろうかなというふうに思われま

すので、信号機につきましては、そういったときに交通量が減ったときに車

が通行しなくても信号待ちしなきゃならないということも考えられます。と

いうことで、かえって地元の皆さんの通行に支障を来す状態になることも危

惧しているところでございます。車が１台も来ないのに信号が赤だったら止

まらなければならないということで、そういったことも考えられるというこ

とであります。 

  しかし、現在の迂回道路としての車の通行量を鑑みますと、子どもの通学

路として大変危険であることは十分理解をしております。今後も横断歩道の

設置については、交通量の多い今だからこそ、そして議員が常に設置の要望

されておられましたので、先月の16日も再度、大津警察署及び県にお願いを

したところでございます。大津署のほうも必要性は理解をしていただいてお

ります。横断歩道の設置は、この前、可能性が高いという、設置はできるだ

ろうということで先週、連絡をいただいたところであります。まだこれは決

定ではございませんので、そこら辺はご理解いただきたいというふうに思い

ます。 

  今回また質問をいただきましたので、再度、子どもたちのためにも要望し、

可能性ではなく確約をいただきに再度行きたいというふうに思っております。

地元議員として、子どもたちの安全安心な通学を願う思いが多分かなうんで

はなかろうかなというふうに思っております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）３回目、続けてください。 

○８番議員（林田直行君）横断歩道設置については可能性が高いということで、

もうあと一押し村長にはお願いいたします。 

  続きまして、３点目でございます。名ヶ迫から出の口の区間におきまして

は、先ほど申されましたように交通量が多くなり、車が災害復旧のままであ

り傾斜もあり大変危険な状態であります。先ほど村長さんが申されましたよ

うに、交通量が大変多うございまして、大型の作業用工事車両、バス、それ

に木材の運搬車などが頻繁に通行しております。前回の地区の要望によりま

して、応急的に歩道や落石があるところの落石受けといいますか、そういう

土のう積みは整備されましたが、車道においてはまだ整備ができておりませ

ん。いざ運転を誤ったりスピードを出したりしますと大きな事故につながる

かと考えております。 

  国土交通省の先ほどの報告によりましても一部村道を迂回していることか
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ら、急勾配、急カーブ箇所などは、依然、課題が残っているというのは報告

があっております。事故が起きては遅うございますので、早目の改修要望を

できますよう村長にまたお願いをいたしたいと思いますが、ご答弁をお願い

いたします。 

○議長（宮田勝則君）村長、自席より結構ですので。 

○村長（日置和彦君）名ヶ迫から出の口の区間は、車道が災害復旧のままの傾

斜があり、大型車両が多く通行しているため大変危険であると、早急な路面

改修はできないかということでございます。 

  お尋ねの区間、まさしくそのとおりでございます。村道万徳宮山線の一部

で、震災直後から南阿蘇村への唯一の道路として、秋田灰床線・グリーンロ

ードとともに県と協定を結びまして、県道熊本高森線として利用されている

道路でございます。先ほど申しましたように、昨年の12月24日の仮設の工事

用道路の完成によりまして、交通量が大幅に増加をしております。 

  ご指摘の区間は、子どもの通学路でもございます、先ほど申しましたよう

に、村としても早くから心配しておった区間でもございます。この区間は、

大峯山の断層が通っておって、道路路面は多くの亀裂や段差が生じ、大きく

被災したところでもございます。被災したこの道路の路面は、応急処置にて

復旧し、その上にオーバーレイといいますが、舗装の上に舗装をかぶせると、

オーバーレイ舗装をかけた結果、結局、道路の下側、山でない反対のほうの

歩道との歩車道境界ブロックがございます。これが役に立っていない状況で

もございます。通学路としては危険だということで、そういったことで私の

ほうも県にお願いし、すぐ歩道に三角コーンを並べ、応急の対策をした後、

県、国土交通省にもお願いし、落石防止用の、先ほど言われましたように大

型の土のうとともに、歩道の縁石にポストコーンというか赤いポールを設置

していただいたところでございます。 

  議員のご指摘のように、工事用の大型車両や、そして木材を積んだ大型ト

レーラー等も含めて大変交通量がふえております。道路の横断勾配が本当は

右カーブなら左のほうが高くなって遠心力がございますので、そういった横

断の断面をつくらなくちゃなりませんけれども、まだそれもできていないと

いうことで、急カーブのところは逆に車がはみ出はしないかというところも

心配をしております。そういったことで危険な道路ということで、袴野地区

あたりは、子どもの通学については送迎をされておられるということでござ

います。 

  先日、阿蘇地域振興局にこの件について要望を行いまして、県から返って

きた言葉が、社会資本整備交付金を活用して、歩道を含めた道路復旧工事を

行うということで検討に入っているということを回答をいただきました。そ

ういうことでありますので、平成29年度には、その道路も災害復旧工事をし

ていただけるものというふうに思っております。村といたしても、子どもが
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安全に通学できるよう、今後も早期の工事着工について、さらに県に要望し

ていきたいというふうに思っておりますので、子どもたちも親御さんが送迎

をしていただいて、安心安全な道路の横断と歩道の設置、これをしていただ

くならばというふうに思っていますので、いましばらくお待ちいただければ

というふうに思います。 

○議長（宮田勝則君）１件目については、まとめますか。まとめてください。 

○８番議員（林田直行君）先ほど車道の復旧も平成29年度の事業でできるとい

うような回答もいただきましたので、ひとまず安心しているところではござ

います。この俵山トンネルルートは、先ほど申されましたように、あと何年

かかるかわかりませんが、開通まで何年になるか、完全なる開通はわかりま

せんが、まだその間は、ここの道を迂回しながら機能を果たしていかなけれ

ばならないと考えております。 

  南阿蘇村から国道57号線に通ずる長陽大橋もことしの７月か８月ごろには

開通する見込みであると聞いております。そうなれば、幾分かあっちのルー

トに抜けて交通量も減るかとは思っておりますが、これから春の行楽シーズ

ンとなりまして、交通の増加がより見込まれ、また、渋滞も懸念されるとこ

ろでございます。今後、住民のより以上の安心安全の生活ができますように、

村長からもまたより一層の要望をお願いしたいと思います。 

  そして続きまして、第２件目に移りたいと思っております。 

  第２件目でございますが、これは大切畑ダムについてでございます。大切

畑ダムは、江戸時代の布田手永の惣庄屋の矢野甚兵衛氏により安政２年から

６年をかけて築造されたものでございまして、改修が県によって昭和45年か

ら50年に行われました。高さが皆さんご承知のように23ｍでアースダムとな

っておりまして、大体、かん水面積が９haとなっており、総貯水量が85万

1,000㎥、有効貯水量が72万㎥になっていると伺っております。 

  そうした中、大切畑ダムの給水は、西原村が田んぼで71ha、畑が108ha、

計の179haに給水をし、益城町におきましては、畑で135haで、大切畑ダムの

給水が合わせて310haの供水というか水をやっているというような状況でご

ざいます。また、深迫ダムにおきましても水を送りまして、これには菊陽町

が403haの畑を潤しているような状況でございます。また、地区におきまし

ても、水路を利用しまして防火用水としての機能を果たしているのが大切畑

ダムの現状でございます。 

  しかしながら、今回の熊本地震で分水施設が破壊しまして大量の漏水をし

たのは、ご承知のとおりでございます。現在は水を安定して流下させておら

れますが、この大切畑ダムの地震の後の調査では、ダム堤体のひび割れや洪

水吐きといいますか水のオーバーするところが、亀裂などによりまして被害

が報告されております。また、このダムは、先ほど言われましたように、東

西に布田川断層が走っておりまして、復旧については、この地表地震断層と
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の関係で現在３つの工法が考えられ、協議中と聞いております。また、着工

を2018年度に行うと見込まれているとお聞きしておりますが、完成の見込み

はいつごろになるか、村長にお伺いいたします。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 

○村長（日置和彦君）大切畑ダムについてでございます。村内外の農家におい

て絶対必要なダムであると、復旧完成の見通しはあるのかという内容の質問

でございます。 

  大切畑ダムにつきましては、熊本県におきまして、京都大学名誉教授を委

員長とする５名によります技術検討専門会議が５月31日に設置されまして、

５月、８月、10月、12月の４回の専門会議が開催され、大切畑ダムの復旧工

法の検討を進められておりました。12月21日開催の第４回の技術検討専門会

議におきまして、熊本県から、先ほど申されましたように３つの復旧案が提

示をされ、各案の技術的課題や留意事項等について審議が行われました。 

  検討案といたしましては、地表地震断層との関係、２番目に施設の復旧概

要、３番目に必要貯水容量の確保、４番目に設計施工、５番目に建設コスト、

６番目に技術的評価の観点から３つのダム堤体復旧工法案が検討されました。 

  その第１案が、原位置での復旧案については、地表地震断層がダム堤体を

横切ることとなり、これに対する確実な工法が確立されていない現状では困

難というふうにされました。 

  第２案が右岸堤体移動案で、堤体にコンクリート擁壁を建設し、堤敷の地

表断層を回避する案でございます。先ほど申されましたように、断層が通っ

ているということで、その地表断層を回避する案で、堤体は地表地震断層を

介するようになっておりますが、今回確認された地表断層帯の北側は、これ

までの断層活動による影響を強く受けておるという指摘がなされております。 

  第３案につきましては、既に新聞報道等でご存じかと思いますが、堤体上

流移動案でございまして、堤体を上流に移動するという案でございますが、

ダム軸を上流に移動して、堤敷の地表地震断層を回避する案でございます。

この第３案につきましては、地表地震断層の南側、要するに上流側でありま

すけれども、これまで断層活動に影響は見られないということでの第３案が

出されたということでございます。断層を避けて上流側への移動と、要する

に南側ですね、移動となれば、ため池周辺の山林及び農地等を掘削し、貯水

容量の確保が必要となってまいります。 

  県におかれましては、現在、第２案、第３案について検討されております

が、西原村としましても、貯水量の確保とともに鳥子川下流集落の今後の安

全安心を考慮した案で復旧をお願いしているところでございます。というこ

とで、鳥子地区の区長、大切畑の区長へは技術検討専門会議の検討内容につ

いて、２月28日夜に小園公民館にて説明会を実施していただいたところであ

ります。説明会の中では、地元としては、下流に安全な工法で復旧をお願い
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するという意見が出ておりました。今後も関係地域への説明会の開催をお願

いしております。 

  お尋ねの復旧完成の見通しはあるのかということでありますが、述べまし

たとおり、県においても技術検討専門会議で会議され、災害査定を踏まえ、

農林水産省との協議もなされております。平成29年度に設計のためのボーリ

ング調査、ダムの容量決定のための農用地転用状況調査等も予定されており

ます。もし第３案での工事となれば、ダムが上流側、南側に移動するような

形となり、完成までには相当な時間を要すると思われ、熊本県としても早期

完成を目指すものの、現時点では完成時期は明言がされておりません。 

  なお、深迫ダムへの幹線水路の復旧は、熊本県において既に終わっており

まして、現在は深迫ダムへの通水は可能となっております。西原村管内での

畑かん支線の補修も、熊本県、小森土地改良区によりまして随時、破損箇所

を見つけ、補修を行っているところでございます。 

  先ほど議員が申されました大切畑ダムのいきさつというか流れというか、

について、若干、私のほうからも話をさせていただきますならば、もともと

ダムができるまでは、鳥子川の上流として下流域に流れていたことは、これ

は自然的、地形的にも当然であったと思われます。ただ、堰をとめて、先ほ

ど申されましたように、江戸時代、矢野甚兵衛氏により築造されたというこ

とで、そのたまった水は小森土地改良区の水であり、双方の権利として、小

森東の一部ですね、これは一部というと風当とか大切畑地区と鳥子地区と小

森西地区の小森土地改良組合に分水して流しているのが今の現状でございま

す。 

  また、空港ができるときに深迫ダムに送水して、菊陽町、益城町の要する

に空港西の畑地かん慨用として利用しておりますが、ただ、深迫ダムに送水

するのは、西原村が利用しない冬場等に限り送水しているのが現状でもござ

います。議員が申されますように、大切畑ダムは村内外に広域的に水によっ

て潤いを与え、農業にとって重要なダムであるということは、ご存じのとお

りというふうに思います。西原村にとっても、このダムの水は、農業再生の

生命線と言っても過言ではなかろうかなというふうに思います。私の考えで

ありますけれども、平成29年度から完成まで４年から５年ほどの期間を要す

るのではないかと、個人的にはそう思っているところでございます。以上で

す。 

○議長（宮田勝則君）２回目、続けてください。 

○８番議員（林田直行君）ただいまいろんな工法をとられて協議されていて、

村長の考えでは四、五年はかかるんじゃないかというようなことでございま

す。現在、西原村におきましても、大切畑ダム関係の水路や、その下の小森

のため池などの改修が進められております。先ほど申されましたように、畑

かん施設あたりは大分改修ができているというようなことでございますが、
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水田におきましては、まだそういった感じで改修が思うようにできていない

状況だなということを思っております。 

  ここ数年、給水ができなければ、その流域の水田あたりは荒廃もしくは耕

作放棄を、高齢化も進んでおりますが、されるんじゃないかと思っておりま

す。西原村の水田面積は、大切畑ダム関係は別としまして、水田面積が約

300haありまして、昨年の生産目標といいますか水稲の生産目標が減反あた

りので植えられるのがその半分弱の140haでございました。 

  しかし、昨年の地震によりまして、実際に水稲を作付されましたのは69ha、

70haぐらい、半分の作付だったかと思っております。その以外には、大体、

水が来ればＷＣＳ、野菜・大豆・飼料作などと考えられておりました。あと

は自己保全管理といった状況で進められているのが実態だったと思います。

昨年はＷＣＳを予定されておりました方も給水ができないということで、Ｗ

ＣＳから飼料作物に変えられたという農家が大分あったかと、昨年の報告か

らはうかがえる状態でございます。 

  ことしも経営所得安定対策の実施によりまして、生産調整の集落説明がき

ょうからですかね、始まります。農家は何を植えていいのやら、水のかから

ないところの農家は考えられております。農家によって今後、より以上の収

益を上げられる作物は何かないのかという農家が大半でございます。 

  今回の経営所得安定対策の中で、ＷＣＳは８万円、麦・大麦・飼料作は３

万5,000円というふうなことで、水稲植えつけは7,500円というような状況で

ございますが、それと西原村には産地資金交付金というようなことで、里芋

が１万8,000円、その他野菜で１万2,000円というような交付金が入ってまい

っております。こういった裏づけのもとに皆さんは今後実施されるわけでは

ございますが、村におきまして、何かこういう農家の収入に携わる計画とい

いますか、県、ＪＡあたりを巻き込んだ営農計画はできないかと思っており

ますが、その点、お尋ねいたします。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 

○村長（日置和彦君）先ほど言いそびれたことは、４年か５年ほどかかるだろ

うということを申し上げましたが、その間、ダムには水がためることができ

ない、入ってくる水はどこにか流さなくちゃならないということで、工事期

間中、上から流れたその水の利用ですね。県の試算によれば50％の水田ぐら

いは植えられるんじゃなかろうかなと、それを直接ためないで、要はどうい

った工法かわかりませんけれども、私はパイプで樋門のところに持ってきて、

マブを通して流すということになりはしないかなというふうに思っておりま

すので、その水の利用で田んぼは全然、四、五年間植えられないんじゃなく

して少しは植えられる、50％という話を水の量を計算すれば、それぐらいは

植えられるだろうという話を聞いておりますので、さっきの質問の中で申し

添えておきます。 
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  大切畑ダム下流の水田につきましては、熊本地震以降、ダムの被災、ある

いは上井手・下井出水路の被災、そしてまた下小森のため池の被災等があり

ました。布田川山腹の崩落によりまして、布田のため池への水路及び布田の

ため池も被災があっておりまして、また、ほかに地域においても多くの水路

等の被災があっておりまして、昨年は水を使った営農ができない状況でござ

いました。また、地震後の６月20日、梅雨前線豪雨によりまして、多くの農

地、農道、水路がさらに被災を受けまして、作付ができない農地も多数あっ

たと。議員が先ほど申されましたように、約半分の水田でしか植えられなか

ったということでございます。 

  震災直後は、農家の方々も役場も道路や水道等のライフラインの確保や避

難所運営等を優先せざるを得なかったため、農地等の復旧や営農の今後の問

題については、取り組みがおくれておったということは否めないというふう

に思っております。 

  このような状況の中、７月下旬になりまして、水稲の作付及びＷＣＳ作付

が不可能となった農地に対して、水がなくても作付ができる大麦若葉の契約

作付の説明会を、製薬会社の工場長を呼んで８月１日の午前、午後の２回実

施をいたしました。出席数は少のうございまして、十数名の出席でありまし

た。現在、数名の方が大麦若葉の作付をされておりまして、本年も取り組み

たいと思っております。また、周囲へも広めたいということでありました。

しかし、多数の農地が未耕作で放置されましたので、中山間地直接支払い交

付金事業に取り組んでおられる地区におきましては、昨年９月に農地の適正

管理についての通知を送付いたしました。中山間地交付金を最大限活用して

いただき、今回被災した農地で作付ができなかった状況であっても適正な管

理を実施し、来年度以降も農地の利用が可能となるよう適正な維持管理をし

ていただき、継続して交付金をもらえるようお願いしたところでございます。 

  また、農業復興ボランティア百笑応援団のコーディネーターにより、公益

社団法人オイスカにより、数カ所の地域で耕作放棄地解消の取り組みとして、

耕作が放棄された農地や農道、水路、畦畔等の草刈りを行っております。中

には、オイスカと共同で中山間地域の農道、水路の草刈りを実施された地区

もあります。少しずつではありますが、荒廃した田畑がきれいになりつつあ

りますので、平成29年度につきましても、荒廃地が出ないよう依頼をしてい

きたいというふうに考えております。 

  そしてまた、農業収益を上げる営農計画の進め方につきましては、先月の

27日に阿蘇地域振興局、ＪＡ阿蘇西原支所と役場によりまして、被災田営農

支援関係者連絡協議会を開催し、平成29年度の収益性のある植えつけ作物の

検討を行いました、３月中旬から始まります集落座談会における経営安定対

策にかかわる検討事項として、野菜を植えつけられるところ以外のところは

大麦若葉の作付、大豆、ソバの作付をされるところについては、その収穫機
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械及び乾燥施設、販売先の確保の課題について検討いたしました。次年度は、

最低でも水が来た時に水田作付ができるように、地力増進のためにすき込み

用にレンゲ、菜種、イタリアン等の作付を行っていければというふうに今考

えているところでございます。 

  いかんせん水が来なければ水田が植えつけられないということで、水田に

かわる作付も、村に合った作物は何がいいかということも検討しながら進め

ていきたいというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）３回目。 

○８番議員（林田直行君）具体的に今ＪＡあたり県あたりと会議を開きながら

対策を練っているということでございますので、安心しておるところでござ

います。 

  しかしながら、この地震とは関連もありますが、必然的、今後の西原村に

おきましても高齢化が進みまして、水田や畑もでございますが、作付ができ

ない農地が出てくるものと思っております。担い手が余り望めない中でござ

いますので、地域ビジョンといいますか、先ほど申されましたように、中山

間の組織などを利用されまして、何か集落営農といいますか、地域の集団で

できるような組織活動といいますか、そうした活動づくりといいますか、整

備を村あたりがもう少し音頭をとっていただいて、何か地域全体の営農がで

きるといいますか、菊陽町や大津町あたりは、もう大規模的な営農集団とい

うことでやっておられます。西原村におきましても、さっき言った小さな集

団ではありますが、そういうあたりで何か計画を推し進めていただくならと

思いまして、最後のまとめといたします。村長、それについてよろしくお願

いします。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）議員が申されますように、確かに私もまだまだ農業は村

の基幹産業というふうな捉え方をしております。しかしながら、今回の地震

におきまして、農地、農道、いろんなところに大きな被害が発生をしており

ます。今後、農業の作物だけではなくして、それを利用した６次産業とかい

ったことも視野に入れながら検討していかなきゃならないというふうに思っ

ております。 

  今月の４日から20日まで、熊本市で「西原村復興フェアｉｎまちなか」と

いうことを実施しております。これも西原村の農産物を提供して、そのレス

トランでまた、農産物も販売はもちろんしておりますけれども、その隣のレ

ストランで西原村の農産物を使った料理を提供していただいております。私

も４日の日、行ってまいりまして、大きなにぎわいがあって、レストランの

ほうは余り売れてオーダーストップというようなこともあったというふうに

聞いております。どうか議員の皆さん方もぜひ顔を出して１回行っていただ

ければありがたいと思います。 
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  やはり農産物をつくるだけでなくして販売加工といったことも含めて農業

の活性化を図るならばというふうに思っておりますので、どうか今後ともご

理解をいただきたいと、そしてまたご指導いただきたいというふうに思いま

す。以上です。 

○議長（宮田勝則君）林田議員、よございますか。 

○８番議員（林田直行君）これで私の一般質問を終わります。 

○議長（宮田勝則君）受領番号２番、１番議員、堀田直孝君、件数２件、発言

を許します。 

（１番議員 堀田直孝君 登壇 質問） 

○１番議員（堀田直孝君）１番議員、堀田です。一般質問通告書に従い、お伺

いしたいと思います。 

  まず、１点目でございますが、熊本地震に伴う住民からの申請状況につい

てということでございます。今回の熊本地震におきまして、県内におきまし

て50名の方のとうとい命が落とされ、本村におきましては残念なことに５名

の方が亡くなられました。また、その震災に伴う災害関連死の認定を受けら

れた方が先日までに県内で149名。内訳としましては、認定の多い順に言い

ますと、熊本市62名、阿蘇市16名、益城町14名、宇土市と南阿蘇村が７名、

宇城市、合志市、御船町が６名、菊陽町５名、大津町４名、甲佐・高森町が

３名、嘉島町、西原村が２名、氷川町１名となっており、地震で直接亡くな

られた方の約３倍の方が災害関連死として認定を受けておられます。 

  本村では震災から先月末までに約60名の方が亡くなられたと思いますが、

この数字を見たところ、布田川断層直下の自治体としてかなりのダメージを

受けましたが、他の市町村に比べ、災害関連死の認定が非常に少ないと私は

思いますが、村長はこのことに対してどう思われますか、お伺いしたいと思

います。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 

（村長 日置和彦君 登壇 答弁） 

○村長（日置和彦君）お答えをさせていただきます。 

  今回の地震については、議員もご承知のとおり、過去にない未曽有の大災

害というふうになっております。４月14日、本村においては震度６弱の地震

が発生し、今後、震度５程度の余震が発生するだろうと言われておった中、

16日の夜中１時25分、本震が後で発生するという想定外の地震が起こりまし

た。多くの村民の方々は、本震後、逃げ惑い、現実とかけ離れた揺れにより

安全な場所を求めて避難をされたことと思います。家族、親族を亡くされた

方、重傷者を初め多くの方が負傷され、また、住む家をなくされた方も全て

のことを回想しながら胸中はぽっかりと大きな穴があいた感じではなかった

のかなというふうに思っております。最愛の家族を亡くされ、その心情を察

すれば悲しみははかり知れないものであり、また、変わり果てた我が家の倒
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壊を初め、集落の無残な姿を見れば、涙を流された方も少なくなかったんで

はなかろうかなというふうに思います。 

  震災後11カ月が経過した今、涙は枯れても亡くなられた家族や住家は返っ

てきません。何と言葉をかけていいか、万感胸に迫る思いでございます。私

もそういった方々のために何かを支援しなければならない、何かを対策を講

じなきゃならないと思いを強くして、被災者支援、そして復旧に復興に向け、

進めておるところでございます。そのことは議員の皆さん方も同じ考えであ

ろうと思っているところでございます。 

  今回の熊本地震による県内の犠牲者は、３月８日現在で直接死50名、関連

死149名、大雨による２次災害死５名で合計204名となっております。当村に

おきましても関連死２名を含め７名の方が犠牲になられました。議員が申さ

れますように、震災後、村全体で病死を含め60名の方が亡くなられておりま

す。 

  他町村に比べて関連死が少ないが、どう思うかというお尋ねでありますが、

本村の場合、現在、災害関連死の方は２名となっておって、布田川断層帯で

は少ない数字でございます。私も当初は関連死の申請は多くおられるのでは

ないかと思っておりましたが、申し込みが少ないところで推移をしておりま

す。ただ、負傷者56名の方は全てが全快をされております。病気や高齢で亡

くなられた方もおられますが、各自が関連死と関係ないと判断されているも

のと思われます。しかし現在、関連死と認められている方が２名であります

が、申請をされてはどうですかとこちらから促して申請された方もおられま

す。 

  今後は、申請されても明らかにそれは無理じゃなかろうかなという場合も

ございますが、できる限り関連死の認定につきましては申請を受け付け、因

果関係につきましても医療機関等で調査実施し、西原村災害弔慰金審査委員

会で慎重に審査をしていただきたいというふうに考えております。ただ、関

連死が多いがよいことではなく少ないことに尽きますが、対象になるのであ

れば各自が相談、申請をしていただけたらと思っておりますので、議員にお

かれましても何かの情報をいただいたときには、本人様に申請を促していた

だきたいというふうに思っております。 

  なかなか情報が入ってこないところもございます。申請されればいいんで

すけれども、申請されないでおられる方もおられるんじゃなかろうかなとい

うふうに思っておりますので、そういった情報があればまた教えていただけ

ればというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）２回目、続けてください。 

○１番議員（堀田直孝君）ということで、一応、本村におきましては現在２名

の方が認定を受けられておりますが、実際のところ今現在、何名の方の申請

があり、内容としまして、何名の方が却下され、何名の方が審査待ち及び保
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留されているかお伺いしたいと思います。 

  また、先ほど本村において認定審査会を設置してあるということですが、

この構成メンバーというのはどういう方々なのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）ご質問の関連死の受け付け状況でありますけれども、３

月８日現在で６件ありました。内容といたしましては、先ほど申しましたよ

うに、認定をされた方が２名、未認定が２名、審査会に審査予定の案件が１

件、審査取り下げが１名となっております。合計６件でございます。認定者

につきましては、12月に60代の男性、２月に90代の女性を認定しております。

認定の理由といたしましては、60代の男性につきましては、ご家族の希望に

より公表はしておりません。90代の女性につきましては、入所中の施設が被

災し、別の施設に避難されましたが、体調が回復せず、４月下旬に内因性心

臓死にて死亡されました。 

  それと、審査会は県内15市町村が参加しております。合同の審査会で審査

委員は５名で、医師２名、弁護士３名の先生によって構成をされております。

以上でいいですかね。 

○議長（宮田勝則君）３回目、続けてください。 

○１番議員（堀田直孝君）この審査会のメンバーが本村では合同ということで

設置されているということでございますが、この震災関連死の判定の判断の

考え方というのがあるかと思いますが、それについての１点と、その審査会

の開催時期と回数をお聞きしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  震災の関連の認定基準につきましては、熊本県のほうから提示していただ

いております熊本震災関連死認定基準につきまして、先ほど申しました審査

員さんのほうで審議していただき、認定のほうをしていただいております。

審査会の開催につきましては合同開催ということで、スケジュールにつきま

しては県のほうから一応、スケジュールを立てていただいております。今ま

で熊本県審査会は４回あっております。８月、10月、12月、１月。当村にお

きましては２回、12月と１月に合同開催のほうに参加しております。次回開

催が一応３月予定ということで、その後のスケジュールについては、今、決

まっていない状況でございます。以上です。 

○議長（宮田勝則君）堀田議員、３回使いましたけれども、まだ。 

○１番議員（堀田直孝君）まとめます。 

○議長（宮田勝則君）もうまとめますか。 

○１番議員（堀田直孝君）はい。それでは、まとめたいと思います。 

  今回の震災におきまして、西原村で５名のとうとい命が奪われ、遺族の方

におかれましても大切な家族を失い、その悲しみ、寂しさは一生忘れること
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のできないこととなりました。また、この震災によって死期が早まった方が

本村にもまだまだいらっしゃると思います。その要因は、もう十人十色だと

思います。 

  今回この質問に至ったのは、毎日、熊日新聞で生活関連情報として、災害

ごみ、医療、給水、県内の被災状況として死亡、震災関連死、大雨による２

次災害死、負傷者、仮設住宅等の数値が必ず掲載されており、その中で震災

関連死においては、他の市町村におきましては時がたつとともに数字がふえ

る町村とふえない町村があり疑問に思いましたので、今回は本村以外の市町

村に私、出向きまして、担当者に聞き取り調査をしました。 

  ところが、市町村によって震災関連死の受け付けにばらつきがあるものを

感じました。首長が関連があれば死亡された方はできるだけ認定したいとい

う考え方をお持ちの市町村におきましては、申請があれば全て申請を受け付

け、親身に対応し、遺族に寄り添う対応をしている町村と、まさか本村では

ないと思いますが、例えば窓口においでの方に、おたくの場合は病歴がある

から無理でしょうとか最初に諦めるような誘導をしたり、広報等の周知をす

ると申請の数がふえるので、ただでさえ震災の対応に忙しい上、申請を受け

付けると面倒くさい書類をつくらなければならず、取りとめがつかないので

周知もしないと言われた自治体もありました。同じ行政が行う事務処理にば

らつきがあり驚いたところでした。 

  今後、本村においても震災関連死の申請が上がってくると思いますが、申

請される方は、震災以降にそれぞれいろんな要因により大切な家族を亡くさ

れ、深い悲しみと不安の中で申請されます。私がおりました河原避難所でも、

がんの方がおられました。この避難所というのは、非人道的な環境でありま

す。特に河原小学校は、南阿蘇村への通り道ということで、被災されて、が

ん、病気を持っておられる方、深夜まで大型車両、救援車両がけたたましく、

もう体育館のすぐ横は道でございましたので、鳴り響いて寝るにも寝れない。

赤ちゃんは泣き、子どもは騒ぐ。本当は家族の方は病院に連れて行きたい。

でもあの震災で病院の受け入れ体制ができない。そういう中で本当にその患

者、亡くなられた方は、汗をかき顔色が悪く、大丈夫かなと本当に本当に病

院にいれば死期も早めなかった方が亡くなられた。または病歴を持っていて

ボランティア活動を専念する余りに、普通であれば病歴を持っておる方は自

己で自己管理ができるんですが、自己管理もできない、そういう環境の中に

おられた、河原の避難所だけでもそういう方が何人か見受けられます。 

  ということは、西原村でこの劣悪な環境、避難所、または今の仮設、みな

し仮設、おられる方もまだ劣悪な環境におられると思います。そういう方が

いっぱいおられると思いますので、前段に述べた、西原村も遺族に寄り添っ

た対応をしていただきたいと思いまして、この質問を終わりたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 
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○議長（宮田勝則君）答弁求めますか。 

○１番議員（堀田直孝君）いや、いいです。 

○議長（宮田勝則君）じゃ、２件目、移ってください。 

○１番議員（堀田直孝君）２件目に入ります。熊本地震後の観光振興について

ということでお伺いします。 

  今回、熊本地震におきまして、西原村のシンボルであります俵山に無数の

崩落の傷跡が見られ、大変切なく寂しい気持ちになりながら毎日、俵山を見

ておりますが、先週は原野の火入れが無事に終わり、これから新緑が芽生え、

本格的な観光シーズンを迎えます。現在、本村におきまして、地震の復旧、

復興に多大なる予算の確保に奔走している中、これまでも西原村の俵山を初

めとする本村の自然環境に恵まれ、村外から観光客が落とされたお金も相当

あったと思います。 

  年間統計におきまして村外からの観光客が落とす金額は、１問目ですけれ

ども、どれだけあったのか。そこで、観光入り込み客について震災後も調査

を行われたのか。３点目、もし行われていれば、どういう客数の変動効果が

あるのか把握しているのか、この３点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）先ほどまとめで議員が申されましたように、避難所生活

から仮設住宅と流れて、避難所でもただでさえ生活しにくい環境の中で、そ

の中で病気ぎみだったりとか震災によって精神的につらい思いをされた方々、

いろいろおられると思います。当初申しましたように、そういった方々の心

情を察すれば、私どももその悲しみははかり切れないなというふうな思いで

おります。今後また関連死等のお話がありましたときには、そういったこと

で対応をしていきたいと。ただ、もう誰が見ても明らかにこれはだめだろう

ということがあれば、厳しいということはお話はさせていただくということ

で対応していきたいなというふうに思っております。 

  そして、予想は３倍ぐらいあるということでありますならば、うちは三五

15名がということになりますので、計算上は、多いがいいんじゃありません

けれども、そういったことは被災者に寄り添った形で対応するならばという

ふうに思っておりますので、ご理解いただきたいというふうに思います。 

  ２番目の本村の観光資源である俵山等の観光客の受け入れについてどのよ

うになっているのかという質問でございます。 

  我々の観光資源については、ご存じのとおり、山については俵山、冠ケ岳、

白糸の滝など自然豊かな観光資源がございます。また、萌の里、阿蘇ミルク

牧場等の観光施設も資源豊かな環境の中で村外の方々を集客する施設として、

観光振興に欠かせない大事な観光資源として位置づけております。 

  それで、今回の熊本地震後の観光振興についての本村の観光資源であるこ

の観光客の受け入れはどのようになっているかという内容の質問であります
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が、熊本地震がもたらした被害は、かつてない未曽有の大災害となって、観

光資源であります俵山を初めとする山とか、あるいは揺ヶ池、お池さん等も

甚大な被害となっております。俵山登山ルート、冠ケ岳登山ルート等の点検

は、ボランティアの方々によって点検は終えております。車が通っておりま

した林道等は数カ所、崩落地があり、当面、通行を断念せざるを得ない状況

でもございます。登山道路につきましては、少々ひび割れ程度はありますが、

登山道路、崖等の崩落するような箇所はないというふうに伺っております。 

  しかし、登山道路であります遊歩道は、ここ１年、点検のみで草刈り等の

整備を行っておりませんので、これは登山するには歩きにくいんじゃなかろ

うかなというふうに思われます。もし俵山登山を試みられる方がいらっしゃ

れば、注意を図りながら登山していただければ、俵山登山は可能であるとい

うふうに思っております。 

  また、お池さんでありますけれども、湧水池として名をはせたお池さんが

実は湧水がなく渇水状態で、雨の日以外はほとんど水かさがなくなってしま

いました。あそこは誰もが小さいときから幾度となく足を運んでおったお池

さんでございまして、池の中をのぞき込みますと、底なし沼と称されました

ように、池の奥深くから湧き出てくる湧水が底の見えないような状況をつく

っておりました。今でも青く澄んだ湧水が記憶として私どもも残っておると

ころでございます。水くみに来られる方も観光客の方々も寂しい思いを感じ

られていることというふうに思っております。 

  地震後、お池さんの水が枯れたということでございましたので、私もお池

さんのほうに一回足を運びまして中を見ましたけれども、本当に水がなく寂

しい気持ちが込み上げてまいりましたが、自然が織りなす環境と申しますか

現実として受けとめて、まさしく西原村の今後の復旧・復興に力を注がなけ

ればならないと新たに感じたところでございます。 

  ほかの観光施設もいろいろございます。ミルク牧場とか萌の里、いろいろ

ございますが、萌の里につきましては、仮店舗を復興市場として県道堂園小

森線の新所前に構えられて、多くの方々の憩いの場として開設をしておりま

す。現在は、先ほど申しましたように、昨年末に俵山トンネルが開通いたし

ましたので、今月の20日にもとの場所に萌の里が再開されるということで、

仮設店舗と合わせて２カ所での営業というふうにお聞きをしております。 

  このように、それぞれの観光明媚な場所、施設と頑張っておられますが、

ただ、西原村の風の里も一つの観光でありますけれども、キャンプ場につき

ましては、今回の熊本地震により給水ができなくなったり、あるいは事務所

等の地盤が崩れております。西原村の観光振興の一つでありますので、再建

に向けた復旧及び復興を目指すならばと考えておりまして、平成28年度の補

正予算で復旧工事の予算計上をお願いしているところでございます。 

  それから、先ほど年間統計ということで、村外からの観光客の金額はどの
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くらいかということと、入り込み客、震災後の調査はしているのかと、そし

て客数の変動は把握しているのかということでありますけれども、詳細につ

きましては、また担当課長のほうから説明をさせていただきます。以上でご

ざいます。 

○議長（宮田勝則君）詳細についてを企画商工課長、答弁をお願いします。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）ただいま堀田議員のほうからご質問がありまし

た３点について、お答えいたします。 

  まず最初に、観光客が売り上げというか落とします金でございますけれど

も、一応、統計が大体、平成27年度におきましては四半期ごと、平成28年度

におきましては年に１回と、四半期ごとは去年はございませんでした。一応、

１月から12月という四半期ごとに統計調査をやっておるわけでございまして、

平成27年度におきましては大体、売り上げといたしましては18億4,500万円

ほどございます。去年、地震がありまして、一応、統計上では10億8,300万

円ほどでございまして58％ほどが一応、落ち込んでおります。入り込み客数

につきましては、平成27年度のこれも統計の調査でございますけれども、大

体150万人ほど参っております。平成28年度につきましては75万9,000人と、

やがて9,000人ということで、こちらのほうは大体44％ほどでございます。 

  それと、お尋ねになりました特に気になられることは、俵山の方面という

ことでございまして、ここに資料といたしましては、萌の里は大体毎年公表

されているんですけれども、萌の里が平成27年度におきましては、売り上げ

としては大体４億1,400万円ほど、平成28年度におきましては１億8,000万円

ですけれども、萌の里のほうの場所で売り上げというのは、ちょっと今わか

りませんけれども、仮設店舗のほうの売り上げも入っております。今の額の

ほうでは。ただ、入り込み客数については、仮設店舗のほうと、１月から４

月までの客数といたしましては、まず馬頭山前の入り込み客数で萌の里のほ

うが大体28万人ほど入っておられます。仮設店舗を開設されまして、去年の

８月から12月までが19万8,000ということで、客数としてはそういった状況

でございまして、客数といたしましては、開設をすればまた人数的には戻っ

てこられるかなというふうに思っております。 

  売り上げにつきましては、特に物販の売り上げだけでございませんでして、

ご存じのように、あそこのエックス橋といいますか、あの橋の先のほうにゴ

ルフ場がございます。ゴルフ場の売り上げが去年の４月から皆無の状態にな

っています。グリーンヒルでございますけれども、こちらのほうにつきまし

ては、本年の４月にはオープンするだろうということで一応伺ってはおりま

すけれども、こちらは４月の地震から今までが全然もう皆無の状態というこ

とでございますので、そちらについては、やはりどうしても売り上げのほう

はなかなか厳しい状況があったということだけはお知らせをしておきます。 

  調査につきましては、先ほども申し上げましたように、通年でございます
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と四半期ごとにうちのほうから依頼をかけて調査をいたしまして、本年だけ

は年に１回ということでございまして、１月の末に一応、統計として上がっ

ておる状態です。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）２回目、続けてください。 

○１番議員（堀田直孝君）詳しい説明をいただきましたので、今後聞こうと思

ったのがなくなりましたので、まとめたいと思いますがよろしいでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）では、まとめてください。 

○１番議員（堀田直孝君）本村のまち・ひと・しごと創生西原村総合戦略の中

にも、観光資源・文化資源等豊富な地域資源として、１、見る、２、楽しむ、

３、食べる、４、伝える、５、住む、６、人の大きな項目が示され、本村の

特色である地理条件の地域特性及び観光資源、文化資源等を生かす対策を実

施していくことで、本村がさらなる交流人口の増加、ひいては移住人口がさ

らなる増加する可能性を秘めているとうたってあり、現在、震災によって人

口が減りましたが、これらの問題解消のためにも、西原村総合戦略にありま

すように、観光整備も震災復旧と重要なことだと考えます。 

  これから西原村に愛着を持って来村される観光客の方々がたくさんおられ

ると思いますが、その期待に沿うような観光行政を行うことによって、萌の

里を初めとする震災前のにぎわいを取り戻すことを願っておりますというこ

とで、まとめたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）まとめはしましたけれども、まとめについて執行部の意

見を求めますか。 

○１番議員（堀田直孝君）はい。 

○議長（宮田勝則君）それでは、村長。 

○村長（日置和彦君）先ほどの入り込み客数でありますけれども、平成27年度

は10月が一番多うございました。23万6,000人かな、ということで10月が一

番多うございましたけれども、ことしは結局、10月は９万3,000人というこ

とで、そしてまた昨年よりも、ことしの４月までは前年度をかなり上回って

推移していたということであります。おととしの平成27年度は10万人ですが、

平成28年３月は13万人と、去年はもちろんこの３月が一番多うございました。 

  ということでずっと比較しますと、３月までは平成27年度よりも平成28年

が全て多かったということで、本来ならばそのまま推移していけば、かなり

の平成28年度は入り込み客が多かったんじゃなかろうかなというふうに思っ

ております。残念なことに今回の地震がもたらすこういった被害は、直接被

害じゃなくして、こういったところにも被害が大きく出ておるということで

ございまして、一日も早い、特に今の水準は萌の里ばかりでございますので、

特に萌の里は、西原村といえば萌の里、萌の里といえば西原村というような

村を代表するような観光施設でありますので、一日も早い完全復旧・復興を

できればというふうに願っております。３月20日グランドオープンしますの
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で、その後、今は車が長陽大橋が渡れませんので、全ての南郷、南阿蘇谷は

こちらのほうに流れてきますので、今はそういった方々も萌の里に寄ってい

ただけるんじゃなかろうかなというふうに思いますので、そこら辺も含めて

我々も一日も早い復興を目指していきたいというふうに思っております。そ

して、西原村に訪れて来る観光客がもとの観光客より多いようになるように

努力をしていきたいというふうに思っています。 

  今、私、いろんなところで話す機会があるときには、この布田川断層は今

回、エネルギーを使い果たしたということでございます。大学の先生では、

もう1,000年、2,000年はないだろうという話も伺っておりますので、日本一

安全安心な村ということを話をしておりますので、ぜひ西原村においでいた

だきたい。そして西原村で家を建てていただきたい。転入者もふえるように、

そういったところも話をしていきたいというふうに思っておりますので、ど

うか今後とも議員には、ご指導いただきますようよろしくお願いいたします。 

○１番議員（堀田直孝君）じゃ、最後、またいいですかね。 

○議長（宮田勝則君）はい、どうぞ。 

○１番議員（堀田直孝君）俵山の安全確保もできまして、税収が減る中、やは

り村外からのお金を落としていただくというのも復興の一役を担うと思いま

すので、今、村長の答弁、やはり萌の里を初めとする西原村の観光がもっと

もっと入り込み客がふえる、そして西原村を気に入っていただいて定住者が

ふえるということで、いい方向に行けばと思います。ということで終わりた

いと思います。 

○議長（宮田勝則君）暫時休憩します。 

（午前１１時２５分） 

 

（午前１１時３４分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  受領番号３番、９番議員、桂悦朗君、件数１件、発言を許します。 

（９番議員 桂 悦朗君 登壇 質問） 

○９番議員（桂 悦朗君）９番議員、桂でございます。 

  通告しておりました復興計画について、村長の考えをお聞きしたいという

ふうに思います。 

  最初に、復興計画策定に関してお聞きしたいんですが、以前、最初に出さ

れているのが、座談会資料を出しておられると思います。これはいつごろか

ら、どのようなメンバー構成で作成されたのかを一つお聞きしたいというふ

うに思います。 

  また、その座談会資料をもとに、総区長さんを初め各種団体の代表者など

が参加され、復興計画策定委員会の会合を開催し、協議されております。そ

の協議の中には、十分に住民の声が反映されているのかなということを、ま
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たそれも村長のほうにお聞きしたいというふうに思っております。 

  ちなみに、益城町では、被災者の生活再建だけでなく、10年後、20年後の

町の姿を見据えまちづくりを行うと。20回以上の、そして述べ1,600人の住

民と意見交換を行い、現在はまちづくり協議会も全ての地区につくることを

働きかけているということでございます。区長さんたちとの意見交換はもち

ろん、ほかにも各種団体、また15歳から30歳代の若者世代、そして子育て世

代や、また仮設住宅入居者など、住民の声、思いを大事に、その意見を十分

反映させた復興計画を策定したということでございます。この報告は、西村

町長が熊本復興再生会議のシンポジウムの中で、基調講演で報告されました。 

  私も、この復興計画については、なかなか西原村のほうで、どのように進

んでいるかわからなかったものですから、この講演を、シンポジウムに行っ

て、どのように皆さん方が進めておられるか、少し勉強させていただきまし

た。本村の復興計画策定においては、住民との意見交換はどのように進めら

れ、その声をどのように反映されているのか、そこもお聞きしたいというふ

うに思います。 

  復興計画に際しましては、村長がこちらの復興計画の中ではじめにという

ことで文章を書いて出しておられますが、震災の経験と教訓を生かし、安

心・安全な村づくりを実現していくこと、本村をさらに発展させていくこと

こそ、与えられた責務だと考えますということを書いておられます。 

  また、災害復旧はもちろんのこと、災害公営住宅の建設、また住宅の再建

など生活の拠点づくりを最優先に、一つ先のことを考え、一歩先を行く復

旧・復興を推進していきますと。今後は、第５次西原村総合計画で掲げてい

る「すみやすいむら」、「訪れてみたいむら」、そして「みんなでつくるむ

ら」を将来像として、確実な復旧と創造的完全復興に全力を傾注いたします

ということで書いてあります。 

  創造的復興とは、現状に復帰にとどまらず、新しい地域づくり、新しい村

を創生するものであるというふうに思います。具体的にはどのように取り組

んでいかれるのか、村長にお聞きしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 

（村長 日置和彦君 登壇 答弁） 

○村長（日置和彦君）お答えをさせていただきます。 

  復興計画策定についてということで、ここに大まかに大体４つございます

けれども、順番に沿ってお話をさせていただきます。 

  まず、メンバー構成はどのようになっているかということでございますけ

れども、復興計画案につきましては、西原村復興計画策定委員会が２月20日

及び３月６日に開催され、その素案について協議が行われました。なお、策

定委員会のメンバーは、村議会議長、山西・河原区長代表、企業連絡協議会

代表、商工会の会長、農業協同組合の支所長となっております。それから、
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西原村酪農組合の組合長、森林組合の課長、消防団団長、教育委員会委員長、

西原村農業委員会の会長、全て申し上げましょうか。 

○９番議員（桂 悦朗君）大体でいいですけれども、大体何名ぐらいで。 

○村長（日置和彦君）合計24名です。そういった各機関・組織の代表の方24名

で構成をされております。 

  なお、策定委員会の委員長は委員の互選によりまして、山西地区区長代表

の曽我勝徳氏が選任をされております。構成はそのような状況でございます。 

  復興計画の完成期日はいつなのかは、８日の日に議員の皆さん方に素案を

お示ししていただきましたので、本年度内で、平成28年度内で策定を終わる

予定にしております。 

  住民意見交換会はしたのかということでございますが、これまで、昨年の

11月に、各機関・組織の代表者による復興ビジョン検討委員会を開催し、意

見交換を行っております。 

  12月には、区長会議の開催時にアンケートを依頼して、各集落内の意見・

要望等の取りまとめをお願いし、地震災害の対応に関する多くの要望をいた

だきました。 

  女性の皆さんの意見を聞くために、女性活動推進協議会、学校関係の意見

を聞くためにＰＴＡ連絡協議会、農業後継者の意見を取りまとめるために山

河塾等と、復興計画に関する座談会を開催し、意見の集約を図ったところで

ございます。 

  なお、日ごろからの村民の皆様方のご意見を反映させる方向で作業をして

おりますが、時期や場所を定めた住民説明会については、開催をしておりま

せん。 

  先ほど、益城町のほうでは住民説明会をやったという話でございますけれ

ども、西村町長の話を聞けば、座談会では復興計画の座談会の話は余り出な

いと。要するに、苦情、要望等がほとんどで、震災対応の話でいろんな話が

出たそうでございます。この復興計画の話はもう余りほとんどなかったとい

うふうなことでございまして、それを私聞いておりましたので、じゃ、そう

いった形でいろんな組織に話をしていただいて、その意見を吸い上げて進め

られるということで、全体的な意見、今回はしなかったということでござい

ます。 

  それから、どのような目的を持って創造的復興を目指すのかということで

ございますが、これからの取り組みとしましては、熊本地震で受けた被害か

らの復旧はもちろんでございますが、それでなくこれから先も、書いており

ますように「みんなが憧れ、愛されるむら」を目指すために、創造的な復興

をしていく必要がございます。 

  復旧は、本来ならば原型復旧が基本でございますけれども、原型復旧だけ

じゃなくして、創造的な復興をしていく必要があるというふうに捉えており
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ます。そして、住宅の再建、道路、水道の本格的な復旧等を早急に行わなけ

ればならない課題がたくさんあります。しかし、魅力的な村にするためには、

単に地震前の状況に復旧するだけでなく、先ほど言いましたように震災を機

に生活基盤等を見直すきっかけとなる復興を目指す必要がございます。熊本

地震による震災被害からの早期の復興を図り、住民の皆様の生活基盤となる

生活環境の整備を最重要課題として復興に取り組んでまいります。 

  やはり、人は何事をするにも住むところがなかなかない、生活の拠点、こ

れが大事だというふうに思っておりますので、まずはそこら辺をしっかりと

進めていく必要があるというふうに思っております。 

  提案理由のときに申し上げましたとおり、６年間で復興するという計画で、

まずは２年間で復旧、３年、４年目にかけてを復興期間と位置づけて、最後

の２年間で創造的復興とあわせ、発展的な村づくりを目指さすならばという

ふうに考えております。そして村民の皆さん、特に被災された方々が、震災

前よりもよくなったと言えるような復興ができればと思っておるところでご

ざいます。 

  計画を立てるだけではなく、復興につきましては、大変なエネルギーも必

要になってまいります。議会、執行部、そして地域住民と三位一体となって

取り組んでいかなければならならいというふうに思います。 

  この地震発生後、人と金が足らないと言っておりましたけれども、やはり

人材と財源確保など多方面から知恵と力をかりながら、そして思いを強く持

って進めてまいりたいと思います。 

  桂議員のほうにも、ご指導とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げたいというふうに思います。 

  創造的復興といいますのは、要するに、今まで２ｍ、３ｍの道路しかなか

ったと。救急車、緊急車両が入るにも離合もできないような状況であったと。

今だからこそできる、今は６集落の中は、あの一番ひどかった６集落の中は、

家がなくなって更地になっているところも多うございます。そういったとこ

ろを、今だからできる道路の拡張をやるならばというふうに思っております。 

  今、全体的な村の測量関係を進めておりますので、それができたときに、

どういう事業でそこを復旧していくのか、予算関係もございますので、どこ

が一番補助率が高いのか、その補助率も年度によって変わります。ことしが

高かったり来年は低かったりとしますので、そういったところ、いろんなと

ころも精査しながら進めていかなければならないというふうに思います。要

するに、財源もかなり要ります。起債もかなりふえてまいりました。平成29

年度、来年度では七十数億円の起債残高になるというふうに思っております。

いずれ返さなくちゃならない借金でもございますので、そこら辺を踏まえて、

まず親元である村が財政危機にならないよう進めていかなくちゃなりません。 

  そういったことも踏まえながら、今後皆さん方と話をしながら、そしてと
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もに協力しながら、そしてまた皆さん方のご指導いただきながら進めていき

たいというふうに思っておりますので、どうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮田勝則君）はい、２回目続けてください。 

○９番議員（桂 悦朗君）復旧・復興には多くの時間を、また費用もかかると

いうことで、村長もこちらのほうに書いておられます。労力が必要になると。

しかし、ここに書いておられるように、多くの住民の皆さんの意見を聞いて

もらう、今後そういうふうにしてやってもらって、よりよい地域づくりをや

っぱり目指してもらいたいなというふうに思います。 

  今回の委員会の中では、皆さん方各種団体の方々も話をされているという

ふうに思います。その中で、ただ説明をされただけなのかというのもあるん

ですよね。要するに、皆さん方の意見を集約したのかと。こういうことです

よという説明をされたという委員会もあったようなんで、それで今度作成さ

れているのを見たら、もうちょっと委員会の中でいろんな意見が出たのをや

っぱり集約してもらいたかったなというふうにも思っております。 

  また、議会においても、この３月８日のほうに説明がありました。しかし、

議会には復興特別委員会というのがございます。その委員長に、その前に何

も話がなかったと。私は聞きました。話ありましたかと聞いたら、いや、何

もなかったですものねということだったんですね。３月８日、今度の議会の

最初の日に説明がありました。本来であれば、特別委員会がありますので、

やっぱり議会のほうにも素案ができたときに、こういうことでやりますよと

いうことを出してもらいたかったわけですね。そういうのがちょっと違って

いるのかなというふうに思います。 

  今後は、やっぱりそういう面では、議会の皆さんにも協力をしてもらわな

くちゃなりませんので、そういう面では先にそういうものを出してもらって、

そして議会のほうでもやっぱり議論をしていくというのも大事ではないかな

というふうに思います。 

  また、先ほども言いましたけれども、シンポジウムに私出させていただい

たんですが、そのとき蒲島知事は、県政の目標に、県民の総幸福量の最大化

を掲げ、地震対応では県民の経済的豊かさ、誇り、安心安全、そして夢とい

うのを向上させるために貢献する創造的な復興を目指しているということを

報告されました。創造的復興については、大事な点はプランの目的であると

も言っておられます。単にもとの姿に戻るのではなく、できるだけ多くの住

民の皆さんがなれた土地に返り、生活をしていくことが大事ではないかなと

いうことも言っておられます。 

  そのためには、住みやすい環境づくりを最優先にしていくことが大事です

よということで、県のほうはそういうふうに考えておられますので、やはり

村としては事情をきちんと県に伝えてもらって、そしてどういうところに県

のほうに力をかしてもらえるのか、そういうことも、やはり村が一番わかっ
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ているわけですから、住民からの声を聞いて、それを上げてほしいというふ

うに思います。その点についても、村長にお聞きしたいなというふうに思い

ます。 

  また、安心安全な地域づくりであり、ひいては多くの人が住んでみたいな

というように思うような地域づくりを目指さなければならないというふうに

も思います。 

  今必要なことは、各地域の住民がもっと話し合いの場を持ち、自分たちは

どのような地域づくりを目指すのか、そのためには何が必要なのか、各集落

の皆さんで復興するための計画を立ててもらうのが一番じゃないかなという

ふうに思います。その上で、行政が県や国に対して依頼し、後押しをしても

らうと、そういうことをやってもらうということが、今から先必要になって

くるというふうに思います。 

  将来的に三つ星の評価をもらえるという、そのような村を考えておられる

ようですから、これはすばらしい将来像だというふうに思います。しかし、

短期目標として今必要なこと、全ての住民の住みかを安定させることではな

いかなと、これが一番だろうというふうに思います。それからが復興の始ま

りじゃないかなと。私たちも全壊した家屋からすれば、やっぱり自分の家が

できるのを楽しみにはしていますし、またその後大変な思いもしなくちゃな

らないんですが、でもそこが一番じゃないかなと、まずは。そこにやはり行

政としては全力を投球してもらいたいというふうに思います。 

  また、蒲島知事が言っておられたんですが、職員に対して、できないと思

うなと。どうしたらできるか考えようということですよね。だから、できな

いと思ったらもう前に進めません。どうにかすればできるじゃないかという

ことで、やはり皆さん方に話を持っていってもらいたいなというふうにも思

っております。 

  次に、２回目は、産業振興についてちょっとお聞きしたいということで、

そこに水路復旧と農業再生ということで、先ほど林田議員のほうでほとんど

答弁はされましたけれども、ちょっとお聞きしたいことを言わせていただき

たいと思います。 

  農地等災害復旧事業において、農地の復旧は平成29年度中に行うという、

これに書いてある計画があります。また、農業用水路の復旧については２年

ほどかかるんじゃないかなということでございます。 

  しかし、いつになったら米がつくれるのか、野菜がつくれるのかという農

家の不安の声も聞きますので、そして、ましてや高齢化してきております。

農業従事者の中には、農業をもうこの際やめようかなという、そういうふう

な意見を持っている方も聞きます。そのような住民の不安に対処するために

は、早く具体的な工程表をきちんと出してもらって、いつにはできますよと

いうことでやってもらいたい。どこどこの地域はいつできますよということ
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で、工程表をつくってもらいたいというふうに思います。 

  田畑の荒廃を防ぐためにも、農地、水路の整備を早期に行い、活用できる

ようにしてもらいたいと。また、風当集落から畑、名ケ迫、万徳地区に通っ

ておる水路は、生活排水も流れ込んでおります。そういうことも考えれば、

衛生面でも問題が出てくるんじゃないのかなというふうにも思いますので、

早く水を流してもらいたいという住民の方もおられます。そのようなことも

あり、早期に水路整備を求めたいというふうに思っております。 

  村長にお聞きしたいのは、これからの農業再建の支援等策の検討について

は、新たな品種や作物の支援及び販路の拡大、それと販路開拓を支援すると

いうふうになっておりますが、どのような計画を今立てておられるか、お聞

きしたいというふうに思います。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）１回目の件で創造的復興ということでありますけれども、

議員の皆さん方におかれましても、震災後こんなふうに多く来ていただきま

して、いろんな対応を一緒になって考えていただきました。 

  今回の復興計画も、いろんな各種団体の方々の意見を聞いて集約をしてき

ましたけれども、全てが財源が伴います。ほとんどの意見が財源を伴うこと

であって、全てのことをこっちが受け入れるわけにはまいらない、いかない

ところも多くございますので、この辺はご理解いただきたいというふうに思

います。 

  創造的復興は何なのかと、県に言わせれば何なのかと、なかなかどこをど

うすれば創造的復興になるかと言いますけれども、県は益城町を４車線をす

るのが創造的復興なのか、阿蘇大橋を別なところにかけかえて利便性をよく

するのが創造的復興なのか、それはまさしく創造的復興かもしれませんけれ

ども、各自治体におきましては、私どもが言う２ｍ道路を６ｍ道路にすると、

今だからできるからすると、基本は原型復旧ですよと言われます。ですね。

それを、我々は今だからできるから、創造的復興はこれですよと今言ってお

ります。 

  それについては、予算関係等もございます。それにするのには、国庫補助

が50％あっても残りの40％は町村が負担しなければならないとか、いろんな

負担率の割合もございますので、なかなか全てがいかないけれども、やはり、

今しないとできないというところもございますので、そういったところは創

造的復興に向けて進めていくと、それも全てが人と金です。それに金額をも

らいますので、それにあわせて、できる限りのことは、今しかできないこと

は今やろうと、だから、この道路は後でもできるじゃないかというところは

後回しにしながら、そういったところを進めていくならばというふうに思っ

ております。 

  農業関係の質問でございまして、農業水路と農業再生までだったですか、



－45－ 

質問は。 

  いつ農業ができるかと。田んぼも植えられないと先ほど林田議員のときも

お答えしましたけれども、これも、我々が田んぼはいつ植えられますよとい

うことをお示しするのも、県のダムの工事の関係上、いつですよという今の

ところはスケジュールも立てられません。しかし、先ほど言いましたように、

あの水をためないでもあのまま流すならば約50％の水田が植えられやしない

かという話も県から伺っております。あの水路を計算して、田んぼの面積を

計算すれば、そういったことになるという話でございますので、そういった

ことはそういったことで進めていきたいというふうに思います。 

  そして、用水路関係もでありますけれども、やはり、村内一円ありとあら

ゆるところに、水路関係、道路関係、農道関係、被災しております。それぞ

れ、議員さんにおかれましては地元をできるだけ早くしてあげたいという気

持ちも重々にわかっておりますけれども、やはり危険性、緊急性、そして道

路環境を先に進めてやらなくてはならないと。道路が通れないならば、先の

災害復旧もできませんので、そういったことも含めてやっていかなくちゃな

らないということでありますので、それも平成29年度で全てのそういった災

害の復旧工事も発注は終わりますけれども、多分にも業者不足ということで

ありますので、繰り越しになるかと思いますけれども、発注だけは平成29年

度で終わらせたいというふうに思っております。 

  そのことによって、水路の発注も終わります。田んぼの崩れも終わります。

農道も終わる。そして公共土木の道路関係も一応発注は終わるということで

進めております。自分で自負するわけじゃありませんけれども、他町村より

か比べれば、割と早く進んでいるんじゃなかろうかなというふうに思ってお

ります。村内の業者さんだけでは足りません。今は、菊池郡市、あるいは阿

蘇のほうの高森町とか、熊本市の東部とか、いろんな業者さんにも指名願い

を出していただいて、できるだけ一日も早く復興・復旧できるように努めて

いるところでもございます。 

  きょうは、ここに答弁を書いてきましたけれども、そういったことで進め

るならばというふうに思っています。農業再生も一応、先ほど言いましたよ

うに、村の基幹産業は農業でございます。しかし、農業もこれだけの打撃を

受けております。すぐさまもとに戻るということもなかなか厳しいところも

ありますけれども、今できるのは農業用倉庫、あるいは農業機械、トラクタ

ー関係、甘藷の貯蔵庫、農業の倉庫ですね。それと農機具格納庫、あるいは

豚舎、牛舎、いろんな農業には施設が要ります。農業を継続するには、これ

らの復旧がなければできません。そういったことで、そういったときにはそ

ういった補助対象の事業がございますので、それでやってするならばという

ふうに思っております。 

  そしてまた、水がない、田んぼが少ないということで、荒廃の地もふえて
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おりますので、それも荒廃しないように、先ほど言いましたように百笑応援

団とかいろんな方々に協力していただいて、農地はしっかり守らんと中山間

地の補助金も交付金も受けられませんので、そういったことをするならばと

いうふうに思っております。 

  先ほど言いました農業被災者向けの災害復旧緊急対策経営体育成支援事業

を行いまして、農家の方々から意見を聞き、約700項目の事業要望を出して

いただきましたので、それに対応しているところでございます。 

  この事業も、６月中旬には農家の方々へ事業説明会を行いまして、地区別

の個別面談会も農林水産省、熊本県の協力いただきまして、ＪＡ阿蘇西原支

所会議室や集出荷場にて実施し、約240名、事業項目700件の相談を受けてお

ります。 

  そして、また10月の中旬には、役場大会議室におきまして、第２回目の事

業申請者の個別面談会を実施し、事業申請に必要な書類の確認等を約300名、

800事業項目について行い、12月下旬に個別面談会を山河の館で行いました。

各事業の着工時期の確認、不備書類の最終確認を行ったところでございます。 

  この事業に係る事業費は、今回の３月定例会の補正予算でも要望しており

ます、平成28年度で既に着工済みの34億円、平成29年度には約60名の120項

目の約７億円を要望しておるところでもございます。 

  村の農業再生において特に急を要したのが、甘藷、村の特産品であります

甘藷の貯蔵庫の復旧でございました。 

  地震によりまして、ちょうどカライモの植えつけ時期が地震と重なって、

植えつけができるのかというような思いでありましたけれども、前年度80ha

が76haは植えることができました。若干減りましたけれども、５％ぐらい減

りましたけれども、植えることができまして、収穫までボランティアの方々

に来ていただいたと。農業ボランティアの方も2,600人来ていただきまして、

そのことによって甘藷の植えつけもできたし、取り上げもできたということ

で、我々はそれに対する貯蔵庫の復旧が急がれましたので、それもいろんな

形で、もとの形でつくるのか、２次製品を使った新工法もありましたので、

そういったこともして、復旧を優先的に実施をいたしました。何とか、甘藷

の貯蔵に間に合ったというところで、今全てが貯蔵庫に入っておるというこ

とでございます。 

  今の農業機械関係も、農業機械と倉庫の建築をされておるところもござい

ますが、経済係は毎日のようにそういったところにも検査に行っておると、

農業施設、貯蔵庫を含めて施設等にも検査に行っているところでございます。 

  それから、新聞報道にもありましたけれども、酪農家、被災した酪農家９

戸におかれましては、これもまた経営体育成事業によって全戸、９戸全てが

再建に取り組まれて、中には規模拡大まで行われる農家もあるということで

あり、大変心強く思っているところでもございます。 
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  あとは、農業、農地等の災害復旧につきましては、先ほど言いましたよう

にかなりの被害がございまして、全体的には７億5,000万円に上っておりま

す。平成29年度までは、平成28年度、２億円ほどは今発注が済んでおります

ので、平成29年度で全ての工事を発注する予定にしております。 

  そのようなことで、徐々にではありますけれども、復興計画に載せており

ますように、２年間で復旧するということで、工事の完成は２年間で終わり

ませんかもしれませんけれども、発注だけは２年間で終わらせたいというふ

うに思っております。そのことによって、村の農業の再生もできるんじゃな

かろうかなと。まずは復旧することが、作物を、何をつくるかもありますけ

れども、まずは復旧、田んぼの復旧、畑の復旧、農道の復旧、それらを急い

でやりたいというふうに思っておりますので、どうかご理解いただきたいと

思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）はい、３回目続けてください。 

○９番議員（桂 悦朗君）水路の話をしたら、防災的にも風当、畑、あちらの

ほう、要するにその水路を使って今までは防災をしていたというようなとこ

ろでありますので、今水が流れていない状況なものですから、防災上にもち

ょっと心配するところがございますので、今回は、急いでくださいというの

は大変だとわかっています。わかっていますけれども、それをやっぱり１日

でも２日でも早くやってもらえるようにしてもらいたいものというふうに思

います。 

  まだ、こちら書いとったんですが、これちょっと飛ばさせていただいて、

観光と商業についてちょっとお聞きしたいというふうに思います。 

  今回の地震で店が倒壊したり、道路が寸断されたりして、幾つかの窯元さ

ん、要するに西原村に多分５軒ぐらい来られていたですかね。そのうちのも

う３軒は何かやめられたということなんですよ。そして今１軒はもう一緒に

なって今頑張ってものづくりをされております。 

  しかし、今まで来られていたお客さんが、もう道が悪いということで来ら

れなくなったということで、営業できないような状況だからということを私

がちょっと聞いたものですから、今回その点についても質問しようかなと思

ってしています。 

  それと、飲食店の方々も、かなり影響を受けておられます。俵山方面で商

売されておった方は、ほとんどがもう商売できないような状況になっており

ますし、またこちらのほうでも、皆さん方被災されて、今休業されていると

ころもあるし、やむなく店を閉じたところもございます。移転せざるを得な

くて、移転された人もおられます。そういう中で、被災された方々に何か協

力できないかなということで、もしよければということで今回質問するんで

すが、萌の里さんが仮設から今回３月末にはもとのところに戻られると、そ

して仮設があくのであれば、そういう人たち、要するにものづくりをしてい
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る人たちに何かそこを提供できないか。そしたら、営業ができるんじゃない

かなと。 

  そうすると、それはやっぱり今まで来られておった観光にもつながってく

ると思うんですよね。その人たちの生活もですけれども、観光にもつながっ

てくる。お客様たちをやっぱり呼び戻すというのが大事なんですよね。今窯

元さんたちは、福岡か何かに行って出しておられるようです。ただ、福岡に

行かれても、熊本、西原村のほうには何の見返りもないような感じがありま

すので、そういうこともちょっと考えてもらってできないのかなと。 

  それと、やめた店でも、まだ今から先しますよというそういう飲食店もご

ざいますので、そういうのを村のホームページか商工会のホームページに、

いつぐらいからここは営業されますよというのも何か載せてもらえれば、そ

れが支援になりやしないかなということで、そういうのを検討できないかな

ということで、村長のほうにお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）先ほどの水路の話でございますけれども、防災というこ

とで、私も大変心配しておるところでございます。防災というと、消防の積

載車、雨ざらし、日ざらしと、格納庫が潰れておると。詰所もなくなってお

るという消防団もいくつもございます。積載車が雨ざらし、日ざらしになっ

ておるということで、資機材等がかなり傷んではいないかということであり

ます。 

  今復興基金で補助になりますけれども、公民館あるいは神社仏閣とか、い

ろんなところに復興基金を利用させていただきますけれども、地区によって

は、公民館どころかと、我が家はまだそのまましているのにという話も伺い

ます。しかし、消防は今火災が起きたらどうなるのかと。消火栓、防火水槽

のみしかないところもございますので、そこら辺も早くどうにかしないとい

かんというふうに考えておるところでございます。 

  水路に水が流れれば、それによって水利の確保ができますので、そういっ

たことも考えながら進めていきたいというふうに思っております。 

  それから、観光と商業についてということで、窯元や飲食店等の常連客を

呼び戻すための支援策はどのように考えているのかということでございます。 

  今回の熊本地震によりまして、建物の被害はもとより、先ほどから話があ

りましたように道路宅地、農地、山林等、多くの災害に見舞われました。今

もなお地元の人でも、それぞれの地へ足を運ぶのもなかなか困難なところも

ございます。特に布田川断層帯を初め、家屋の被害が大きく、またその地域

に足を運ぶのも、見るのも寂しい状況でございます。そういった状況であり

ますので、地域によっては、顧客の皆無、店舗の倒壊により営業閉鎖、また

移転等も考えている人もおられると伺っております。天災とはいえども、本

当に寂しい限りでございます。 
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  お尋ねの件の、窯元、飲食店の常連客を呼び戻すための支援策はどのよう

に考えているかという質問でございますが、もともとありました店舗等の地

に常連客を呼び戻すには、まず道路の復旧とあわせて、同時に店舗も当然な

がら順次復旧しなくてはなりません。ご存じのように、道路等におきまして

は、順次発注をさせていただいておりますが、これは先ほど言いましたよう

に平成29年度までかかります。単年度だけでは復旧はできませんので、また

店舗等につきましても、再開するには被害の状況によっては多大な資金と時

間を要するところでもございます。 

  何分にも個人の営業される店舗でございますので、なかなか村がどうのこ

うのじゃなくして、今現在は多くの企業は再建に向けた補助事業として商工

会を窓口とした熊本県中小企業等グループ施設等復旧整備助成事業、通称グ

ループ補助金でありますけれども、を活用させていただいており、一日も早

く復旧へと願っているところでございます。グループ補助金の申請は、現在

のところ事業所71軒の方がグループ補助金の計画認定を受けておられ、申請

者の被害総額は施設が約100億円、設備のほうが50億円となっており、現在

のところ補助申請額の実情は約20億円になっております。今申し込まれてい

る申請ですね。 

  このような状況の中で、常連客を呼び戻すのは現状では、今現在では厳し

いところがございますが、まずはこのグループ補助金という制度を利用して

いただいて、窯元、飲食店の再建が望まれるというふうに思っております。 

  先ほど堀田議員の一般質問でもお話させていただきましたが、萌の里の仮

設店舗、復興市場については、農産物の販売が第一の目的でありますが、萌

の里の復旧・復興を願われていました人々が、常連客等を呼び戻す策として

も、これを担っておるというふうに捉えております。 

  今回の地震により、地域的被害の大きい小森東にあります桑鶴地区には窯

元が多分２戸だったと思いますけれども、あって、飲食店や工房等が点在し

て、村内でも自然豊かな芸術の地域というふうに私は評価をしているところ

でもございます。今後、窯元や飲食店の常連客を呼び戻すための支援策とし

て、萌の里と同様で、仮設的な店舗等を例えば別なところに構えることも一

つの方策かもしれません、先ほど議員が言われましたように。萌の里の復興

市場でも、萌の里がもとの場所において営業を再開されます。現在の復興市

場の売り場面積の余裕が図られるかもしれません。 

  これは、地方創生加速化交付金を活用してやっておりますので、そういう

ことができるのか、もし許されるならば、認めていただけるならば、そのよ

うな場所を活用しながら、少しでも常連客が戻ってこられるような場所とし

て提供していただけるように、村としても応援をしていきたいというふうに

思っております。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）桂議員。 
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○９番議員（桂 悦朗君）まとめます。 

○議長（宮田勝則君）まとめますか。それでは、まとめてください。 

○９番議員（桂 悦朗君）今、観光と商業となるとなかなか難しい点もござい

ます。先ほど益城町の４車線化を村長言われましたけれども、益城町のほう

でも、それを創造的復興じゃないと思っているんですよね。それを目指すた

めにあそこを４車線にする。要するに、実際言うたら被害が大きかったので、

そこに道路が使えない状況になったから多分４車線にされたと、されるよう

に県と話を、県のほうから多分来られたと思うんですが、そういうふうにし

てされたと思います。 

  しかし、それから先というのは、今度商業、要するにあそこはスーパーと

か病院とかいろいろあります。そういうところがそこに、またもとに戻って

きてそこで営業してもらえれば、今度は住民もまた戻ってくるんじゃないか

なと。そういうふうにして整備して戻ってくると、多分計画の中に入れてお

られるんじゃないかなと。それが、創造的復興につながっていくというふう

に私はこの前の話では捉えましたけれども。 

  本村でも、道路が狭いところがいっぱいあります。万徳地区なんかいった

ら、要するにもう狭くて、バスが通っていたんですが、あんな狭いところバ

ス通っておったんかなというぐらいに狭いんですよね。しかし、万徳につい

ても、ほとんどが全壊状況になっている状況で、今解体されて、かなりあい

ています。今のうちであれば少し道路を広げられるかなというふうにも思っ

ておりますので、今後、そういうものもまた地域の人と話をしながら、地域

づくりをしていけたらというふうにも思っておりますので、そういう面で、

もし行政のほうから力をかしていただければ、そういうところで話をできれ

ばというふうに思っておりますので、そして、村全体が創造的に復興する、

要するに変わっていく、これはもうこの今じゃないとできないというふうに

思いますので、そちらのほうに力を入れてもらって。 

  金はかかると思います。でも、金がかかるからそれはできませんと言われ

るなら、じゃ進むのかなというのもございますので、それは皆さん方、将来

的にそれを子どもたち、孫たちに残すためには、今頑張らなくちゃならない

かなというふうに思いますので、その点では、村長にはかなりの期待をして

おりますし、それで頑張ってもらわないと西原村の復興はないというふうに

思っておりますので、はい、ごますっています。 

  そういうことで、私の質問を終わりたいというふうに思います。 

○議長（宮田勝則君）暫時休憩します。 

（午後 ０時２２分） 

 

（午後 １時２７分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 
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  受領番号４番、７番議員、山下一義君、件数２件、発言を許します。 

（７番議員 山下一義君 登壇 質問） 

○７番議員（山下一義君）７番議員、山下です。 

  宣告通知しておりました災害公営住宅建設と防災計画の見直しの２件につ

いて、村長に質問させていただきます。 

  私たちがいまだ経験したことのない未曽有の大地震から間もなく１年たと

うとしております。今回の地震で、私たちが貴重な経験を体験いたしました。

この事実を、今後の西原村の将来に向け頑張らなくてはならないと考えます。 

  また村長の方針、また経営理念であります安全、安心で災害に強い村づく

りを目指さなくてはならないと考えます。 

  それで、最初の質問は、災害公営住宅整備内容について一括して質問いた

します。 

  今や、仮設住宅等で生活を余儀なくされておられる住民の方々に、一日も

早く災害公営住宅の建設や予定地、建設戸数、入居時期、対象者などの予定

を知らせて、一日も早い安心をさせてやらなくてはならないと考えておりま

す。このことについて、村長の質疑を受けたいと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

（村長 日置和彦君 登壇 答弁） 

○村長（日置和彦君）災害公営住宅の整備についてというお尋ねでございまし

て、４つの項目の質問であるかと思います。 

  まず冒頭に、現在小森の小森団地、要するに仮設住宅、あるいはみなし仮

設住宅に入居される方々がおられますけれども、一応２年が期限となってお

ります。そういうことでありますので、できるだけ早く公営住宅の建設を示

して、入居者の方々が安心して、まずは入居していただきたいというふうに

思っております。 

  やはり入居者の方々は２年、そしてまた３年、４年おったとしてもいずれ

は出ていかなくてはなりません。しかし、入居者の方々には、宅地の再生、

住家の再建、その再建プランあるいは資金力の関係で厳しい方も少なくない

というふうに思っております。 

  あそこに入居者の方々がおられるのは、ひとり暮らし、二人暮らしあるい

は高齢者の方が約半数近くおられますので、そういった方々が先行きを大変

不安視されているというふうに思っているところでもございます。 

  その自力で再建できないならばどうするかということで、入居者の方々も、

じゃあ子どもが家を持っているので、子どもと一緒に暮らそうかと思ってお

られる方もおられると思いますけれども、果たして子どもさんから歓迎され

るのか、そこもわからないということとあわせて、だったらばアパートに住

もうかと言っても、家賃が五、六万円だったらば、年金暮らしだったら到底
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生活も厳しいだろうということで、大変悩まされるだろうというふうに思っ

ております。 

  だから、そういった方々が、例えば老夫婦がおられたとするならば、２年

たったらどうするかと、夫婦の会話の中で話されることもあるかと思います。

子どものところにも行けないと、アパートも行けないと。お金は少しあるけ

れども、どうやって病気するかわからない、どうやってけがするかわからな

い。先行きのことを考えたならば、どうしたらいいか大変悩まされるだろう

と思います。 

  地元のどこかの集落におっても、地元の運営費等も出さなくちゃいけない。

孫が来たならお小遣いもやらなくちゃならない。例えば学校に行くならば、

ランドセルの一つも買ってあげたい、祖父として、祖母として。そういった

ことも考えられて、少しは蓄えも持っておらんと先のことが心配であるとい

うことで悩まされて、中には夫婦の会話の中でそういったことを言われて、

もう俺たちの人生は終わりよという話もされるんじゃなかろうかなというふ

うに思います。 

  その会話の中で、ここでは言えないけれども、みずから我が身を絶つと。

その話はきのう、３月11日のテレビで流れておりました。東日本大震災のと

きに流れておって、自殺される方もかなりおられたと。災害公営住宅が建つ

のを待てなくて、亡くなられた方もおられたという話もテレビで流れており

ました。何かしら、私どもの村も、まさしくそのようなことが起きないよう

に心のケアに努めていかなきゃならないと強く思ったところでもございます。 

  そういったこともありますので、災害公営住宅の整備については、私は一

般の方々の宅地の再生、住家の再建とあわせて、そういった方々に災害公営

住宅を早くお示しして、安心させたいというふうに思っております。 

  お尋ねの、まずは建設予定地でございますけれども、災害公営住宅の建設

地につきましては、住宅供給に適していること、あるいは敷地や周辺のイン

フラが整備されていること、権利関係から見て取得しやすい土地であること

などを考慮する必要がございます。 

  今のところ、山西地区と河原地区にそれぞれ１カ所ずつと考えております。

山西地区は、村の土地であります種馬所周辺で建設するならばと、河原地区

は河原団地周辺に建設できないかというふうに考えているところでございま

す。 

  しかし、今後用地交渉もお願いしなくてはなりませんので、できますなら

ば議会だより「ゆうすい」には、この河原地区の村営住宅の付近と掲載する

のは控えていただければありがたいと思います。せめて山西、河原地区ぐら

いまでにしていただければというふうに思っております。 

  そういうことで、山西地区、河原地区、戸数はそれぞれ違いますけれども、

建設したいなと。それとあわせて木造の仮設住宅がございますので、それも



－53－ 

土地も森林組合に相談しなければなりませんけれども、そこら辺もできます

ならば立派な木造の仮設ができておりますので、一部リフォームして、それ

も使わせていただくならばというふうに思っております。 

  それから、戸数の件でございますけれども、応急仮設住宅やみなし仮設住

宅に入居されている方々へ、今後の住まいに関するアンケートや聞き取り調

査を行いました。その結果、80世帯の方々が災害公営住宅へ入居希望を持っ

ておられるようでございますので、現在はそれを基準に考えているところで

あります。 

  しかし、当初の住宅再建については、各集落の再生の過程やその後の状況

の変化に伴って変更も考えられると思います。また、木造仮設住宅も先ほど

申しましたように考慮し、今後、真に必要な戸数を検討してまいりたいと考

えております。なお、建設後の維持管理や補修、空き家となった場合の利用

方法、周辺地域とのコミュニティーの問題等、今後検討を要する課題も多く

あると思います。 

  そういったことで、80戸だから木造の仮設住宅と合わせて80戸つくるのか、

若干少な目につくってしないと、空き家が出たときのことを考えますと、そ

の後の維持運営管理が大変厳しいところもございますので、若干少な目にし

て、もし入居者の方々がオーバーするようなことであれば、まずアパート等

に入居していただいて、家賃の補助等をするならばというようなことも考え

ております。いずれにしましても、再度入居者の希望を確認させていただい

て戸数は決定したいというふうに思っております。 

  竣工の工期ということでございますが、要するに応急仮設住宅入居期限内

の竣工を目標としております。だから平成29年度、平成30年の７月ごろ入居

されておられますので、それが一応２年の期限となっておりますので、それ

をめどに進めていくならばというふうに思っております。しかしながら、議

員ご存じのとおり、地震後、建設需要が大きくなっておりまして、建設の建

築業者不足の関係で若干建設の竣工がおくれることも少し懸念をしておりま

すので、できる限り今平成29年の当初予算で予算を計上させていただいてお

りますので、ご審議をいただきまして、竣工をできるだけ早くできるように、

段取りをしながら進めていくならばというふうに思っております。 

  入居対象者でございますが、その趣旨から、災害により住居を滅失した方

で、自力での住居の再建が難しい被災者が対象となります。公営住宅法に基

づく国の建設費の補助を受けての建設となりますので、補助対象の要件が必

要になってまいります。その要件としては、やはり先ほど言いましたように

低所得者を優先と考えており、結果としては高齢者世帯が多くなるのではな

いかというふうに思っております。 

  それから、将来を見据えた建設を考えているのかという最後の質問であり

ますが、先ほど申しましたように災害公営住宅の入居者は高齢者が多いので
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はないかと想定しておりますので、建設後は高齢者の方々やそのコミュニテ

ィーのあり方について配慮すべきと考えております。また、将来空き家とな

った場合の有効な活用策も考慮する必要があり、今後の移住、定住や少子化

対策にも活用できる用途変更等の検討も必要となってくると思われます。 

  なお、高齢者や子育て世帯に配慮した住宅仕様、交流できる空間の形成、

交流拠点の形成も考慮する必要があるというふうに考えております。今、い

ろいろ述べましたけれども、単なる災害公営住宅として特化するだけではな

く、その後の地域の活性化にも寄与できるような災害公営住宅ができればと

いうふうに考えております。 

  多分にも、そのうち入居者の方々が、中には当面家を建てるにはお金が、

資金力が足りない、あるいは子や孫が大学に行っておるので、大学を卒業し

たら金も要らんので、それから家を建てようと。その間だけ入居しようとい

う方もおられるかもしれません。いろんな方々が想定されますので、そこら

辺は精査しながら今後検討してまいりたいというふうに思っております。以

上です。 

○議長（宮田勝則君）議員続けてください。 

○７番議員（山下一義君）今の仮設住宅に入居されている一部の人たちにお話

を聞いてみますと、やはり私が騒いでいたかもしれないけれども、隣の人か

らドンドンという、うるさいというような意思表示があったり、やはり小さ

い子どもさんがおると泣き声がうるさいというようなお話も聞きます。やは

り今の仮設住宅に住んでおられる方々は、プライバシーに気をつけながら、

不安を持ちながら仮設の生活をされておりますので、一日も早い建設をお願

いしたいと思います。 

  それでは、２問目の質問に入りたいと思います。 

  次の質問は、防災計画の見直しについてであります。 

  村は、防災時の食料、物資等の補給に、防災対策としてコンビニあるいは

量販店と協定を結んでおられます。しかし、今回の震災ではこの対策はうま

く機能できなかったと私は考えます。なぜなら、私も14日の早朝に、お店の

ほうに食料あるいは水等を買いに行きました。しかし、16日の朝は電気も停

電し、従業員の人たちも出勤できていない状況で、店のほうも災害に遭われ、

大変な事態でありました。そんな中、今回の地震において、やはりそこのコ

ンビニとかには食料を求めて大勢の人たちが待っておられました。 

  こういうことも踏まえて、今後このような事態、あらゆる災害にも対応で

きる防災計画の見直し、対策の見直しが必要と思います。 

  また、公民館が今大変な状況にあります。私たちは災害時の避難場所とし

て防災訓練を行ってきましたけれども、今後集落避難場所の整備などの防災

対策の強化をどのようにされるのか、村長の考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 
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○村長（日置和彦君）防災計画の見直しについてということでございまして、

まずは防災対策の強化と、水、食料、衣類。この２点ですかね。全部ですか。 

○７番議員（山下一義君）全部です。一括でお願いします。 

○村長（日置和彦君）今言われました量販店、そこの信号付近の量販店だろう

と思いますけれども、今回の地震が想定外の大規模な地震であったというこ

とで、量販店自体が水もとまり、電気もとまり、その対応ができなかったと

いうことで、本当の協定を結んでも、こういった大地震のときには対応がで

きなかったということで、役に立たなかったということでありますけれども、

そのほか西阿蘇酪農組合等からはパックの牛乳等もいただきまして、役場の

自動販売機も震災時には全部あけて出してよいということは協定になってい

るので、全部使わせていただきまして、あとはコンビニあたりもそれぞれ住

民の方がいち早くということで、みんな一斉に行かれて物がなくなったとい

うふうな状況でもございました。少しだけ違うところに行けばあったかなと

思いますけれども、村内のそういったお店は多分にも物がなくなってしまっ

ておったんじゃなかろうかなというふうに思っております。そういったこと

で、その協定を結んでもその効果が発揮できなかったんじゃなかろうかなと

いうふうに思っております。 

  現在、防災計画ということでありますけれども、今までの防災計画は風水

害を想定した計画でありました。その風水害に対する部分の地域防災の計画

の改定と、今後新たに地震を含めた計画の策定を行いたいというふうに考え

ております。今までの防災計画全てが想定外であったということであります

ので、今回のような大規模地震に対応するための計画として、総合的に見直

しを行ってまいりたいというふうに考えております。 

  熊本県も大幅な見直しを予定されておりますので、それも考慮しながら行

いたいというふうに思っております。その際、当然ながら課題の整理も必要

となってまいります。法令や上位計画に基づく見直し事項の整理等も必要で

あり、検討委員会や防災会議も数回開催する必要が出てくると考えておりま

す。議員もご存じのとおり、従来より実施してまいりました発災対応型防災

訓練は、今回多くの被災者を救出し、大きな成果を残したというふうに思っ

ております。このことは自他認めるところでもあります。これからも消防団

や地域の方々と一体となって連携しながら、こういったことも継続していけ

たらなというふうに思っております。 

  それから水、食料、衣類の確保ということでございますけれども、備蓄ス

ペースや備蓄可能なものを考慮しながら、できるものは村のほうも備蓄をし

てまいります。震災直後、避難所でその場をしのぐには、水と食料は絶対必

要で欠かせないものでございますので、できる範囲内で備蓄しなければなら

ないというふうに考えております。賞味期限等もございますので、それは期

限の前年度はそういった防災訓練等に使わせていただいて、新しいものを購
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入するという形で、繰り返しそういった形の訓練とあわせて備蓄をしていく

ならばというふうに考えております。 

  それから避難所体制でございますけれども、今回避難所体制につきまして

は、今回の地震での経験を教訓として、その体制についてマニュアル化や個

別避難施設のマニュアル化を検討してまいりたいというふうに思います。ハ

ード面では、学校の体育館の避難所としてよりよい利用が可能な改修を実施

していきたいというふうに思っております。このことは国のほうにも要望し

ているところでもございます。その中でトイレのバリアフリー化もございま

す。それから、空調設備もございます。すぐ改修及び設置も財政的に厳しい

と思いますが、これは今後何年かかけて検討する必要があるというふうに考

えております。 

  それから、地域コミュニティーの再構築ということでございますが、地域

のコミュニティーについては、今回の震災で大きな被害を受けた集落におい

ても、できるだけ皆さんが元の集落に帰ってくることができるような集落の

再生や地域コミュニティーの維持ができるようにと考えております。そのた

めに村の財政的な負担はありますが、地域防災がけ崩れ対策事業、要するに

地がけという事業でありますけれども、いち早く個人負担の無料化というこ

とを発表させていただきました。今、多くの自治体がそのような方向に動い

ておるということでございまして、上益城のほうもそういったことで動いて

おるというような話もお聞きしております。 

  宅地再生と集落再生に向け、急傾斜地崩壊対策事業、県事業分であります

けれども、この防災がけ崩れ対策事業、あるいは大規模盛土滑動崩落防止事

業等やそのほか財政的にも適切な事業を探しながら、補助金、交付金、そし

てより有利な起債等の財源確保のために、国や県へ要望活動を継続して行っ

ていきたいというふうに思っております。 

  被災された集落においては、今まで先祖代々その地に住み続け、集落を形

成されてこられました。そして協力し合い、生活を営んでこられました。地

域コミュニティーは、強いきずなで結ばれているというふうに思います。だ

から、今回の地震で、倒壊家屋から消防団と力をあわせて、地域の方々が力

を合わせて多くの方を救出することができたと思いますので、そういった地

域のコミュニティーは大事であるというふうに思っております。 

  集落が再生することは、地域コミュニティーの再構築につながるものと思

っております。今申しましたように、地元に帰りやすい対策を講じてまいり

たいというふうに考えております。しかしながら、集落での話し合いの結果、

集落で移転等を希望される場合には、このことについても、村としてしっか

りと支援していきたいと考えております。 

  防災計画の見直しの件でございますけれども、平成29年度予算で委託料

600万円を計上させていただいていますとおり、平成29年度中で計画を策定
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したいと考えております。それから、毎年６月に実施しております防災会議

でこの防災計画の見直しをすることは報告をさせていただきまして、この委

託をしますので、ことし、平成29年度中にそれの計画を見直して、先ほど申

しましたように単なる風水害の防災計画とあわせて、この大規模な地震災害

等に対する防災計画も含めてやっていきたいというふうに思っております。

以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）２回目、続けてください。 

○７番議員（山下一義君）まとめさせていただきます。 

  人間が生活していく上で最大重要要件は、衣、食、住が最も必要であり、

今回の地震で、特に食と住に問題がありとして今回の質問をさせていただき

ました。 

  以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（宮田勝則君）日程第２、議案第２号、西原村一般職の任期付職員の採

用等に関する条例の制定についてを議題とします。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）議案第２号についてご説明いたします。 

  西原村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について。 

  西原村一般職の任期付職員の採用等に関する条例を次のように制定するこ

ととする。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  提案理由。 

  地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律及び地方公務員法

の規定に基づき、西原村一般職の職員の任期を定めた採用及び任期を定めて

採用される職員の給与の特例に関する事項を定めるため、必要な事項を定め

る条例を制定する必要がございます。これが議案を提出する理由でございま

す。 

  ここから、皆様にお配りをしております別紙の西原村一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の概要でご説明をしたいと思います。この概要をお願

いいたします。 

  まず内容につきましてですけれども、趣旨でございますけれども、地方公

共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律及び地方公務員法の規定に

基づき、職員の任期を定めた採用及び任期を定めて採用された職員の給与の

特例に関し、必要な事項を定める必要があるというものでございます。その

ため、西原村一般職の任期付職員の採用等に関する条例を制定し、条例整備

を行うという趣旨でございます。 

  今回の熊本地震の復旧・復興における職員不足への対応等も考慮しながら、

この条例を制定するならというふうに考えております。 
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  内容につきましてですけれども、国等の関係省令の内容により条例を制定

するものでございます。地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する

法律第３条、４条、５条、６条等についてですけれども、地方公共団体の行

政運営において最適と考える任用、勤務形態、人員構成を実現するための手

段の一つでございます。本格的業務に従事する者として位置づけられており、

相応の給与や休暇等の勤務条件が適用されるほか、３年ないし５年以内とい

う複数年の任期が保障され得る制度でございます。 

  この法律の３条ですけれども、ここで職員の任期を定めた採用という部分

ですが、専門的な知識、経験等を有する者を業務に従事させる場合、条例に

定めるところにより任期を定めて採用することができるというものでござい

ます。 

  ４条ですけれども、期限を限って従事させることが公務の能率的運用を確

保するために必要な場合に、条例を定めるところにより採用することができ

るというものでございます。 

  この法律の第５条では、その短時間勤務職員を採用することができるとい

うものでございます。 

  法の第６条では、任期ですけれども、第３条で採用される職員の任期は５

年以内、第４条、第５条で採用される職員の任期は３年以内というものでご

ざいます。 

  地方公務員法につきましては、職員の給与、勤務時間等については条例で

定めるというものでございます。 

  それによりまして制定する条例ですけれども、西原村一般職の任期付職員

の採用等に関する条例ということで、趣旨については法律に基づいた条例と

いうことでございます。 

  この条例の中の第２条では、法の第３条第２項関係に相当する部分でござ

いまして、任命権者は、専門的な知識を有する者を当該専門的な知識経験が

必要とされる業務に従事させる場合、当該者を当該業務に期間を限って従事

させることが、公務の能率的運営を確保するために必要であるときは、任期

を定めて採用することができるというものでございます。 

  条例第３条につきましては、法の第４条関係に相当するものでございます

が、職員を期間を限って従事させることが公務の能率的運営を確保するため

に必要である場合には、職員の任期を定めて採用することができるというも

のでございます。 

  条例第４条につきましては、法の第５条関係によるもので、短時間勤務職

員の採用について定めるものでございます。 

  それから、オでございますけれども、第８条給与に関する特例のところで

すが、このように規定して任期を定めて採用された職員の給与月額について

は、西原村一般職の職員の給与に関する条例第３条第５項の規定を準用する
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というもので、再任用給を基本に考えております。 

  施行期日につきましては平成29年４月１日ということでございます。以上

です。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第２号、西原村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定につ

いて原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第２号は原案どおり可決されました。 

  日程第３、議案第３号、西原村村費負担教職員の採用等に関する条例の制

定についてを議題とします。 

  内容の説明を教育課長に求めます。 

（教育課長 塚元利文君 登壇 説明） 

○教育課長（塚元利文君）議案第３号について説明させていただきます。 

  議案第３号、西原村村費負担教職員の採用等に関する条例の制定について。 

  西原村村費負担教職員の採用等に関する条例を次のように制定することと

する。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  提案理由。 

  西原村が目指している「生涯元気な西原づくり」実現のため、西原村立小

中学校に通う児童生徒の学力向上等を目的として、村費による教職員の採用

を行うため本条例の制定を行うものです。これがこの議案を提出する理由で

あります。 

  西原村では教育大綱において、生涯元気な西原づくりを教育目標に上げて

います。子どもから高齢者の方まで、生涯にわたってふるさとを愛し、大切

にし、誇りに思う学習を進めているところでございます。村立の小中学校に

おきましても、子どもたちの健全な成長のため、さまざまな取り組みを行っ

ているところです。今後、学習環境の変化により、子どもたちの学力低下な

どが予想される場合において、村費により教職員を雇用することにより、子

どもたちが伸び伸びと等しく学習することができる環境の場を提供するため

この条例を提案するものであります。 
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  議員各位におかれましては、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第３号、西原村村費負担教職員の採用等に関する条例の制定について

原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第３号は原案どおり可決されました。 

  日程第４、議案第４号、西原村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）それでは、議案第４号についてご説明いたします。 

  議案第４号、西原村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について。 

  西原村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次の

ように制定することとする。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  提案理由でございますが、地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児

休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部

を改正する法律の公布に伴い、関係条例の規定を改正する必要がございます。

これが議案を提出する理由でございます。 

  ここから、皆様にお配りしております西原村勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例案の概要でご説明をさせていただきたいと思います。 

  議案番号第４号の分ですけれども、まず条例改正の趣旨でございますけれ

ども、地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児

又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律の公布

に伴いまして、関係する条例の整備を行うものでございます。 

  主な内容でございますけれども、働きながら育児や介護がしやすい環境整

備をさらに進めるため、民間及び人事院勧告等を踏まえた国家公務員に係る

規定の改正内容に準じて、地方公務員の育児支援・介護支援に係る規定の改

正を行うものでございます。 
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  地方公務員の育児休業等に関する法律関係でございますが、その中で今回

のこの勤務時間条例については、育児休業等の対象となる子の範囲の見直し

ということでございます。育児休業等の対象となる子の範囲に、特別養子縁

組の監護期間中の子及び養子縁組里親に委託されている子などを加えるとい

うものでございます。 

  それから、もう一つの法律、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行

う労働者の福祉に関する法律関係におきましては、介護休業の分割取得、介

護休業取得可能期間を３つの期間に分割して取得できることとするものでご

ざいます。 

  それからもう一つ、介護のための所定労働時間短縮措置、介護時間の新設

でございますが、介護休業とは別に、連続する３年の期間内において、介護

のため１日につき２時間の範囲内で勤務しないことができることとする制度

を設けるものでございます。 

  施行期日につきましては、平成29年４月１日から施行するということでご

ざいます。 

  説明は以上でございます。よろしくご審議お願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ８番、林田君。 

○８番議員（林田直行君）８番、林田です。 

  主な内容の２番、（２）のところの１で、分割取得となっている３つの期

間というのはどういう意味かがちょっとわかりませんので、それが一つとい

うことと、２の介護のための労働時間短縮処置ですかね。これ１日につき２

時間の範囲内で勤務しないことができるということは、６時間勤務というよ

うな格好で持っていいのかなということで、お尋ねいたします。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）今の質問ですけれども、まず３つの期間に分割して

というのは、今までは例えば１年間育児休業するとなると１回限りといいま

すか、一つの期間で終わると。今回可能となるのが、例えば１年にするとそ

れを分割して、３カ所の期間で取得することも可能だということでございま

す。それから、もう一つの１日につき２時間の範囲内でということですので、

最高２時間は休業時間として取得することは可能ということになるというこ

とでございます。 

  ちなみに介護休暇、それから介護時間については無給となっておりますの

で、給与はカットということになります。以上です。 

○議長（宮田勝則君）８番、林田君、よございますか。 

○８番議員（林田直行君）大体わかりましたが、となると１日の２時間の範囲

内ということは朝晩１時間、１時間でも大丈夫というような感じですね。今
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から介護者をするに当たったり、育児したりするときには、そういうやり方

もいいということですかね、２時間以内で。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）２時間の範囲内でしたら可能というふうな解釈をし

ております。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決いたします。 

  議案第４号、西原村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について原案どおり決することに賛成する諸君の起立を求めま

す。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第４号は原案どおり可決されました。 

  日程第５、議案第５号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）それでは、議案第５号についてご説明いたします。 

  議案第５号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について。 

  職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定す

ることとする。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  提案理由でございますが、先ほどと同じですけれども、地方公務員の育児

休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働

者の福祉に関する法律の一部を改正する法律の公布に伴い、関係する条例の

規定を改正する必要がございます。これがこの議案を提出する理由でござい

ます。 

  ここからまた、皆様にお配りしております職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例案の概要で説明をさせていただきたいと思います。 

  条例改正の趣旨につきましては、先ほどと同じ法律に基づきまして、その

関係する条例の整備を行うというものでございます。 

  主な内容のところですけれども、ここも主な内容については、先ほどの条
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例の分と同じになります。（１）ですけれども、地方公務員の育児休業等に

関する法律関係につきましては、この職員の育児休業等に関する条例のとこ

ろで、育児休業等の対象となる子の範囲の見直しでございます。育児休業等

の対象となる子の範囲に、特別養子縁組の監護期間中の子及び養子縁組里親

に委託されている子を加える、これも先ほどの分と同じでございます。 

  それから、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に

関する法律の関係については、この西原村の条例の非常勤職員の要件の緩和

の部分で、部分休業の申し出ができる非常勤職員の要件を緩和するというこ

とで、養育する子が１歳に達する日を１歳６カ月に達する日に変えるという

ものでございます。 

  それから、その他のところですけれども、西原村一般職の任期付職員の短

時間勤務職員の追加、この育児休業条例におきまして、先ほど制定可決をい

ただきました西原村一般職の任期付職員の短時間勤務職員もその対象にする

というものでございます。 

  施行期日につきましては、平成29年４月１日施行というものでございます。 

  説明は以上です。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ８番議員、林田君。 

○８番議員（林田直行君）まことにすみません。勉強不足ですみませんが、こ

れは主な内容の２番目の非常勤職員が１歳６カ月に緩和されるということで、

一般職は大体どういうふうになっておるのかお尋ねいたします。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）職員につきましては、既に１歳６カ月ということに

なっておりますので、非常勤職員も緩和して同じにするということです。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第５号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第５号は原案どおり可決されました。 

  日程第６、議案第６号、西原村一般職の職員の給与に関する条例の一部を
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改正する条例の制定についてを議題とします。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）それでは、議案第６号についてご説明いたします。 

  議案第６号、西原村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について。 

  西原村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のよう

に制定することとする。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  提案理由でございますが、熊本県人事委員会の職員の給与等に関する勧告

に鑑み、職員の扶養手当等の改正を行うため、関係条例の規定を改正する必

要がございます。これが議案を提出する理由でございます。 

  それでは、ここから皆様にお配りしております西原村一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例案の概要で説明をさせていただきます。 

  まず、条例改正の趣旨ですけれども、熊本県人事委員会の職員の給与等に

関する勧告に鑑み、職員の扶養手当等の改正を行う必要があり、関係条例で

ありますこの職員の給与条例の整備、改正を行うというものでございます。 

  内容ですけれども、主な内容は、国及び県が行う関係省令の内容に準じて、

村の条例を改正するというものでございます。今回熊本県の人事委員会にお

きましては、給与、それから給料、それから一時金につきましては、改定を

行わないということでございます。ただ、扶養手当の改正につきましては、

国の人事院と同じく改正を行うという勧告が行われております。 

  改正の内容ですけれども、扶養手当の改正がございまして、配偶者につき

ましては、現在１万3,000円の分が6,500円になるというものでございます。

それから子どもは6,500円から１万円に上がるというものでございます。 

  施行期日ですけれども、平成29年４月１日からということでございますけ

れども、経過措置がございまして、平成30年３月31日までの間に段階的に金

額を、激変緩和等もございまして、改正していくということが附則のところ

で経過措置で上げさせていただいているものでございます。 

  この表にございますとおり、平成28年度、これが現在ですけれども、この

分が平成29年度には配偶者が減額されて、子どもが増額と。父母等につきま

しては、同額ということでございます。平成30年度においては、最終的に配

偶者が6,500円、子が１万円という、段階的に改正を行っていくというもの

でございます。 

  説明は以上です。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 
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○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第６号、西原村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第６号は原案どおり可決されました。 

  日程第７、議案第７号、技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）それでは、議案第７号についてご説明いたします。 

  議案第７号、技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改

正する条例の制定について。 

  技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例を

次のように制定することとする。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  提案理由でございますけれども、こちらも地方公務員の育児休業等に関す

る法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関

する法律の一部を改正する法律の公布に伴いまして、関係条例の規定を改正

する必要がございますので、今回議案を提出させていただいております。 

  ここから、もう一枚ですね。皆様のほうに技能労務職員の給与の種類及び

基準を定める条例の一部を改正する条例案の概要というのをお配りしている

と思いますので、そちらからご説明をさせていただきます。 

  まず、内容ですけれども、趣旨につきましては先ほどからご説明をさせて

いただいている法律に基づき、関係条例の整備を行うというものでございま

す。 

  ２の主な内容の部分についても、内容については先ほどからご説明させて

いただいているとおりでございます。（１）の今回この条例に関係する部分

が西原村職員、関連する部分で介護時間の追加に関する規定で、技能労務職

の給与の種類及び基準を定める条例では、西原村勤務時間、休暇等に関する

条例の一部に関連して、この介護時間というのを給与の減額対象の中に入れ

るというものでございます。勤務時間は、その勤務しない１時間につき、勤

務１時間当たりの給与額を減額して給与を支給するというところに、この分

も加えるということで追加を行うものでございます。 
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  施行期日につきましては、平成29年４月１日から施行するというものでご

ざいます。 

  説明は以上です。ご審議よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ８番議員、林田君。 

○８番議員（林田直行君）何度もすみません。 

  ちょっとこの技能職のほうで減額対象ということでありますが、先ほど一

般職の勤務は減額はあると言ったんですか。ないというような感じで聞きま

したんです。ありですか。私の誤解でしたので。一般職も減額の対象になる

となれば納得ができましたので、どうもすみません。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第７号、技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改

正する条例の制定について原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第７号は原案どおり可決されました。 

  以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

  本日はこれをもって散会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、次の会議は14日午前10時より議事日程

第３号のとおり行います。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

 

 

午後 ２時３８分   散 会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 号 （ ３月１４日） 
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平成２９年第１回西原村議会定例会会議録 

 

 

平成２９年３月１４日、平成２９年第１回西原村議会定例会が西原村役場に

招集された。 

 

 

 平成２９年３月１４日（火曜日） 議事日程第３号 

 

日程第 １  議案第 ８号 西原村税条例の一部を改正する条例の制定につ 

              いて 

 

日程第 ２  議案第 ９号 指定管理者の指定について（西原村青少年の 

              森） 

 

日程第 ３  議案第１０号 平成２８年度西原村一般会計補正予算（第１０ 

              号）について 

 

日程第 ４  議案第１１号 平成２８年度西原村国民健康保険特別会計補正 

              予算（第３号）について 

 

日程第 ５  議案第１２号 平成２８年度西原村介護保険特別会計補正予算 

              （第３号）について 

 

日程第 ６  議案第１３号 平成２８年度西原村後期高齢者医療特別会計補 

              正予算（第３号）について 

 

日程第 ７  議案第１４号 平成２８年度西原村中央簡易水道事業特別会計 

              補正予算（第６号）について 

 

日程第 ８  議案第１５号 平成２８年度西原村工業用水道事業会計補正予 

              算（第２号）について 

 

日程第 ９  議案第１６号 平成２９年度西原村一般会計予算について 
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１、応招議員    （１０名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、不応招議員    （なし） 
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３、出席議員    （１０名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

４、欠席議員    （なし） 

 

 

 

 

 

 

 

５、職務のため出席した職員は次のとおりである。 

 

 

議会事務局長    吉 田 光 範 君 

議会事務局書記   坂 園 まゆみ 君 



－70－ 

６、地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名

は次のとおりである。 

 

 

村  長    日 置 和 彦 君 

副 村 長    内 田 安 弘 君 

教 育 長    曽 我 敏 秀 君 

総務課長    西 山 春 作 君 

企画商工課長  髙 本 孝 嗣 君 

教育課長    塚 元 利 文 君 

会計管理者   中 村 義 光 君 

税務課長    佐 藤 光 弘 君 

産業課長    海 東 義 朗 君 

住民課長    藤 吉 昌 也 君 

保育園長    園 田 久美代 君 
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午前１０時００分   開議 

 

 

○議長（宮田勝則君）おはようございます。 

  本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を

開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付の議事日程第３号のとおり行います。 

  日程第１、議案第８号、西原村税条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

  内容の説明を税務課長に求めます。 

（税務課長 佐藤光弘君 登壇 説明） 

○税務課長（佐藤光弘君）おはようございます。議案第８号についてご説明い

たします。 

  議案第８号、西原村税条例の一部を改正する条例の制定について。 

  西原村税条例の一部を改正する条例を次のように制定することとする。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  提案理由。 

  地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、西原村税条例

の一部を改正する必要があります。これが議案を提出する理由であります。 

  内容については、本日お手元に配付しております条例の概要資料をごらん

ください。 

  西原村税条例の一部改正を第１条、第２条に分け、第１条で西原村税条例

（昭和39年西原村条例第14号）の一部を改正し、第２条で西原村税条例の一

部を改正する条例（平成28年西原村条例第15号）の一部改正になっておりま

す。 

  この改正の主な内容としましては、第１条で個人住民税借入金等特別控除

の適用期限を平成33年12月31日まで延長すること、第２条で軽自動車税のグ

リーン化特例の１年延長、軽自動車税の環境性能割に係る規定の整備及び未

施行の条例の規定を整理することが主な内容です。 

  施行期日は第１条が平成29年４月１日からの施行です。 

  以上で説明を終わります。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 
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  これより本案を起立により採決します。 

  議案第８号、西原村税条例の一部を改正する条例の制定について原案どお

り決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第８号は原案どおり可決されました。 

  日程第２、議案第９号、指定管理者の指定について（西原村青少年の森）

を議題とします。 

  内容の説明を企画商工課長に求めます。 

（企画商工課長 髙本孝嗣君 登壇 説明） 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）おはようございます。議案第９号につきまして

説明いたします。 

  議案第９号、指定管理者の指定について。 

  次のように指定管理者を指定するものとする。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  施設の名称、西原村青少年の森。 

  指定管理者の所在地、阿蘇郡西原村大字小森3261番地。 

  名称及び代表者、西原村商工会会長内田敏則。 

  指定の期間、平成29年４月１日から平成34年３月31日まで。 

  提案の理由。 

  西原村青少年の森の設置及び管理に関する条例（平成17年西原村条例第６

号）第４条の規定に基づき、西原村青少年の森の指定管理者を指定するに当

たり、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第６項の規定により

議会の議決を得る必要がございます。 

  これが議案を提出する理由でございます。 

  これは、公共の施設の管理を効果的に利用を行うために、民間の能力を活

用し、住民サービスの向上、経費の節減を図ることを目的として、平成15年

６月に地方自治法の一部が改正され、同年９月から施行されたところであり

ます。これを受けまして、平成17年から県の施設、平成18年度から市町村の

施設が随時指定管理者の制度を導入している状況でございます。 

  西原村青少年の森につきましては、平成18年度から指定管理者の制度を導

入いたしまして、平成18年４月１日から西原村商工会を指定管理者に指定し、

現在まで施設の運営管理を行っていただいているところでございます。 

  ご存じのように、昨年の熊本地震により、青少年の森も未曽有の災害に遭

い、営業ができない状況にはなりましたが、電気代、電話代、浄化槽などい

ろんな維持管理費は当然ながら現在もかかっております。次年度におきまし

ても、維持管理費についてはかかってまいります。また、次年度におきまし

ては、青少年の森の再建に向けて復旧・復興を行う計画でありますので、西
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原村公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第６条で公募によ

らない指定管理者の候補者を選定ということで、現在指定しております西原

村商工会に引き続き指定管理委託をお願いするものでございます。 

  どうぞよろしくご審議方お願いいたします。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ５番議員、西口君。 

○５番議員（西口義充君）西口です。 

  前回の常任委員会の折に、企画課長からこの話はありましたけれども、指

定管理者に関しては問題ないんですけれども、今回被災を受けております。

その中で、今回指定管理者を商工会にしたいということで確認をとったのか

と聞きました。いや、まだとっておりませんというような返事でございまし

たので、その後の確認はどうなっているのか、企画課長、お願いします。 

○議長（宮田勝則君）企画商工課長。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）確認というよりも一応商工会とはずっと協議し

ながら、運営が開始するまでは維持管理として村が行うという条件の中で、

指定管理者については承諾をいただいているところでございます。ただ、再

開のめどについては、はっきりまだしておりませんけれども、そのことにつ

いては、商工会と協議しながら、再開のめどがつきました段階で維持管理に

ついてもそこで打ち切りたいというふうに思っております。以上でございま

す。 

○議長（宮田勝則君）５番、西口君。 

○５番議員（西口義充君）じゃ、はっきり商工会のほうからの引き受けますと

いうお言葉はまだ……（「いただいております」の声）いただきましたか。

確認とりましたか。（「はい、最初からいただいております」の声）いや、

この前の常任委員会の折には、そのような話ではなかったと思っているんで

す。 

○議長（宮田勝則君）ただいまの質疑は確認がとれているということですので。

（「はい」の声）ようございますね、企画課長。（「はい」の声） 

  ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第９号、指定管理者の指定について（西原村青少年の森）を原案どお

り決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第９号は原案どおり可決されました。 

  日程第３、議案第10号、平成28年度西原村一般会計補正予算（第10号）に

ついてを議題とします。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）おはようございます。それでは、議案第10号につき

ましてご説明をいたします。 

  議案第10号、平成28年度西原村一般会計補正予算（第10号）。 

  平成28年度西原村の一般会計補正予算（第10号）は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５億9,131万1,000円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ157億2,973万1,000円とす

る。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  繰越明許費。 

  第２条、地方自治法第213条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使

用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  地方債の補正。 

  第３条、地方債の追加、廃止及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  ６ページをお願いいたします。 

  第２表繰越明許費でございます。 

  款２総務費、項１総務管理費、事業名、個人番号カード関連事業53万

6,000円、地方創生拠点整備交付金事業１億1,847万4,000円、庁舎等災害復

旧事業460万円、西原村復興プラン策定事業1,330万円。 

  ４衛生費、１保健衛生費、災害廃棄物処理等事業９億9,150万1,000円。 

  ５農林水産業費、１農業費、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業

825万円、震災復旧緊急対策経営体育成支援事業25億2,428万7,000円。 

  項２林業費、公団造林育成事業855万円。 

  ７土木費、２道路橋梁費、がけ崩れ対策事業12億861万3,000円。 

  ８消防費、１消防費、デジタル防災行政無線同報系システム整備事業５億

326万3,000円、防火水槽撤去事業69万円、消火栓設置事業23万1,000円。 

  款10災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、農地等災害復旧事業４億

2,345万8,000円。 
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  項２公共土木施設災害復旧費、道路橋りょう災害復旧事業５億3,000万円、

公営住宅災害復旧事業1,813万5,000円。 

  項３文教施設災害復旧費、公立学校施設災害復旧事業3,540万7,000円、項

４その他公共施設・公用施設災害復旧費、風の里キャンプ場災害復旧事業

6,557万3,000円。 

  ７ページをお願いいたします。 

  第３表地方債補正でございます。第３表を読み上げます。 

  １、追加。 

  起債の目的、17、一般補助施設災害等事業債（地方創生拠点整備交付金事

業）です。18、公共土木施設災害復旧事業債（道路橋りょう災害復旧事業・

単独）、19、文教施設災害復旧事業債（公立学校施設災害復旧事業・単独）、

20、その他公共施設・公用施設災害復旧事業債（風の里キャンプ場災害復旧

事業）、21、その他公共施設・公用施設災害復旧事業債（その他公共・公用

施設災害復旧事業・単独修繕）、22、災害対策債（益城嘉島西原環境衛生施

設組合負担金）、限度額、上から4,530万円、3,740万円、350万円、6,550万

円、710万円、2,130万円、起債の方法、証書借入または証券発行、利率、年

3.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団

体金融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し

後の利率）、償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行

その他の場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、村財政の都

合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上げ償還もしくは低利に借

換えすることができる。 

  その下になります。 

  ２、廃止。 

  起債の目的、９、農林水産業施設災害復旧事業債（農地等災害復旧事業）、

16、公共事業等債（都市防災総合推進事業）、限度額、1,413万円、750万円。 

  ８ページをお願いいたします。 

  ３、変更でございます。 

  起債の目的、４、緊急防災・減災事業債（デジタル防災行政無線同報系シ

ステム整備事業）、５、災害援護資金貸付金（災害援護資金貸付事業）、７、

災害対策債（災害廃棄物処理等事業）、８、公共土木施設災害復旧事業債

（道路橋りょう災害復旧事業）、10、文教施設災害復旧事業債（公立学校施

設災害復旧事業）、11、その他公共施設・公用施設災害復旧事業債（庁舎等

災害復旧事業）、12、緊急防災・減災事業債（災害支援システム構築事業）、

15、公共事業等債（がけ崩れ対策事業）。 

  補正前でございます。限度額、５億320万円、1,750万円、22億7,550万円、

３億4,330万円、2,000万円、1,070万8,000円、1,900万円、５億3,320万円、

起債の方法、証書借入または証券発行、利率、年3.0％以内（ただし、利率
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見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、

利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、償還の方法、

政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権

者と協定するものによる。ただし、村財政の都合により据置期間及び償還期

限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

  右の補正後でございます。限度額、４億8,990万円、990万円、21億1,870

万円、３億2,660万円、1,740万円、1,090万円、2,550万円、３億2,480万円、

起債の方法、補正前に同じでございます。利率、補正前に同じでございます。

償還の方法、補正前に同じでございます。 

  続きまして、歳入歳出補正の主なものについてご説明いたします。 

  11ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。決算見込み等により予算の増減を行っております。 

  款１村税、項１村民税、個人、法人合わせて2,093万円の増額補正でござ

います。 

  項２固定資産税、目１固定資産税1,845万4,000円の減額補正でございます。 

  12ページをお願いいたします。 

  中ほどちょっと下になりますが、款６地方消費税交付金、項１地方消費税

交付金1,050万円の増額補正でございます。一般財源分が250万円の減額、社

会保障財源分が1,300万円の増額ということになっております。 

  13ページをお願いいたします。 

  上から２つ目ですが、款10地方交付税、項１地方交付税１億9,000万円の

減額補正でございます。経営体育成支援事業の繰り越しによる特別交付税の

減額でございます。 

  中ほどになりますが、款12分担金及び負担金、項１負担金、目４災害復旧

費負担金1,616万1,000円の減額補正、農地等災害復旧費負担金の減でござい

ます。 

  14ページをお願いいたします。 

  14ページの中ほどからですけれども、款14国庫支出金、項１国庫負担金、

一番下になりますが、目３災害復旧費国庫負担金3,305万1,000円の減額補正、

道路橋りょう災害復旧費負担金の減額等でございます。 

  15ページをお願いいたします。 

  項２国庫補助金、目２衛生費国庫補助金１億5,705万5,000円の減額補正で

ございます。災害廃棄物処理事業補助金の減額等でございます。 

  その下のほうになりますが、目６総務費国庫補助金5,042万7,000円の増額

補正でございます。地方創生拠点整備交付金の増額等でございます。 

  16ページをお願いいたします。 

  上から２つ目ですけれども、款15県支出金、項１県負担金、目１民生費県

負担金3,757万7,000円の減額補正でございます。災害救助費県負担金の減額
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等でございます。 

  17ページをお願いいたします。 

  中ほどになりますけれども、県補助金の目３農林水産費県補助金３億383

万8,000円の増額補正でございます。震災復旧緊急対策経営体育成支援事業

補助金の増額等でございます。 

  その下、目４災害復旧費県補助金2,874万7,000円の減額、農地等災害復旧

費県補助金の減額補正等でございます。 

  下のほうになりますけれども、目７土木費県補助金５億6,919万8,000円の

減額、災害関連地域防災がけ崩れ対策事業補助金の減額でございます。 

  18ページをお願いいたします。 

  中ほど下になりますが、款17寄付金、項１寄付金、目１指定寄付金２億

7,986万6,000円の増額補正でございます。災害復興復旧寄附金の増額等でご

ざいます。 

  下になります。款18繰入金、項１繰入金、基金繰入金4,508万3,000円の増

額補正でございます。財政調整基金繰入金の繰り入れのための増額でござい

ます。 

  19ページをお願いいたします。 

  中ほどからになりますが、款21村債、項１村債、目２公共事業等債２億

1,590万円の減額、がけ崩れ対策事業分の減額等でございます。 

  目４教育・福祉施設等整備事業債4,530万円の増額補正でございます。地

方創生拠点整備交付金事業分でございます。 

  一番下になりますが、目６災害復旧事業債8,026万2,000円の増額補正、道

路橋りょう災害復旧事業及び風の里キャンプ場災害復旧事業等分でございま

す。 

  20ページをお願いいたします。 

  目７歳入欠かん等債１億3,550万円の減額補正でございます。災害廃棄物

処理等事業の減額及び益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金の増額でござい

ます。 

  次に、21ページから歳出でございます。 

  歳出につきましても、不用額等の減額と、また追加を行っております。 

  23ページをお願いいたします。 

  款２総務費、項１総務管理費、目７基金費２億7,755万円の増額補正でご

ざいます。災害復興基金積立金による増額等でございます。 

  24ページをお願いいたします。 

  中ほどですけれども、目13青少年の森管理費１億1,930万1,000円の増額で

ございます。キャンプ場の管理棟新築、キャンプ場のロッジ改修工事等の増

額補正でございます。 

  一番下になりますが、目15震災対策費7,212万1,000円の減額補正でござい
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ます。地方自治法による災害派遣職員関連の減額等でございます。 

  28ページをお願いいたします。 

  28ページの中ほどになりますけれども、款３民生費、項１社会福祉費、目

７介護保険推進費1,604万5,000円の増額補正、介護保険特別会計への繰り出

し等でございます。 

  29ページをお願いいたします。 

  中ほどになりますが、款３民生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務費

1,155万4,000円の減額補正、児童手当減額等でございます。 

  31ページをお願いいたします。 

  31ページの中ほどからですけれども、項３災害救助費、目３熊本地震災害

救助費3,571万1,000円の減額補正でございます。被災者住宅応急修理工事の

減額等でございます。 

  32ページをお願いいたします。 

  目４震災対策費1,024万5,000円の減額補正、災害援護資金の災害援護資金

貸付金の減額等でございます。 

  中ほどになりますけれども、款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生

総務費1,719万6,000円の減額補正でございます。国民健康保険特別会計繰出

金の減額等でございます。 

  34ページをお願いいたします。 

  目７震災対策費３億826万2,000円の減額補正、災害廃棄物処理業務及び被

災建物等解体・撤去等に伴うものでございます。 

  36ページをお願いいたします。 

  36ページの中ほど下になりますけれども、款５農林水産業費、項１農業費、

目11震災対策費３億9,207万5,000円の増額補正でございます。震災復旧緊急

対策経営体育成支援事業補助金の増額等でございます。 

  38ページをお願いいたします。 

  上から２つ目ですが、款７土木費、項２道路橋梁費、目１道路維持費、村

道維持補修工事等1,522万円の減額補正でございます。 

  その下になりますが、目２道路新設改良費1,023万2,000円の減額補正でご

ざいます。 

  39ページをお願いいたします。 

  39ページの上段になりますけれども、目４がけ崩れ対策費７億7,753万

7,000円の減額補正でございます。災害関連地域防災がけ崩れ対策事業等の

減額でございます。 

  45ページをお願いいたします。 

  45ページの中段になりますけれども、款10災害復旧費、項１農林水産施設

災害復旧費、目１現年度農地等災害復旧費5,376万8,000円の減額補正でござ

います。農地等災害復旧工事等の減額でございます。 
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  その下になりますが、項２公共土木施設災害復旧費、目１現年度災害復旧

費5,200万円の減額補正、道路橋りょう災害復旧工事等の減額でございます。 

  46ページをお願いいたします。 

  上から２つ目ですけれども、項４その他公共施設・公用施設災害復旧費、

目１その他公共施設・公用施設災害復旧費6,557万3,000円の増額補正、風の

里キャンプ場災害復旧工事の増額でございます。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ３番議員、坂本君。 

○３番議員（坂本隆文君）３番、坂本です。 

  39ページ、がけ崩れ対策費、この辺の説明をお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）がけ崩れ対策の減額補正についてでございますか。

（「はい」の声）全員協議会のときにご説明したかと思いますけれども、崖

地の場合は高さが３ｍ以上ということで、いろいろ制約といいますか、２戸

以上なくてはならないし、また下にインフラ等の施設がないとだめだという

ことで、また次年度に回しますと、率がその前の全協のほうでもご説明した

かと思いますが、率のほうが、村長の答弁にもありましたけれども、平成28

年度がいい場合と平成29年度がいい場合というのがありまして、今回の場合、

他の事業に大規模盛り土造成の滑落防止の拡充事業部分に回すということで、

県とも打ち合わせをして今回減額をしてあるところです。 

○議長（宮田勝則君）３番、坂本君。 

○３番議員（坂本隆文君）説明ありがとうございます。 

  このがけ崩れの金額よりも内容的なものが自分たちが何回聞いてもちょっ

と難しいなと思っているんですけれども、こちらのほうの説明というのは、

ちゃんと一般の村民の方々にわかるようになっていますでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）一回これも申し上げたかもしれませんけれども、な

かなか現在コンサル等で調査をしておりますけれども、２戸以上ないとだめ

ということで、家を建てられないと該当しませんので、その辺で、また４月

ぐらいからだったかな、いろいろ説明とかそういうのをするようなことはお

伺いしておりますけれども、今現在相談のほうにもお見えになっております

ので、全ての方が３ｍ以上あれば該当するというわけではございませんので、

また説明会のほうを実施していくんじゃないか。すみません、そちらは復興

推進室のほうでちょっと今担当しておりますので、多分していくと思います。

以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 
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  ７番議員、山下一義君。 

○７番議員（山下一義君）18ページなんですけれども、指定寄付金で、ふるさ

と納税寄附金、これのところで差し支えなければ、その明細を、詳細をでき

ますでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）企画商工課長。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）ふるさと納税につきましては、指定寄附金と今

回新たに災害復興復旧寄附金ということでございまして、平成28年度におき

ましては、指定寄附金のほうのふるさと納税ではございませんで、災害復興

復旧寄附金というふうな形で全部とらせていただいております。 

  この額が現時点で6,218万1,000円入っております。内訳といたしましては、

委託を、委託というよりも、各市町村がふるさと納税の受け付け事務を行っ

ていて、６市町村行っておる部分が大体1,900万円ほどございます。熊本県

が窓口となっております部分が690万円ほどあります。直接西原村に寄附を

持ってこられたり、申し込みをされたところが3,627万円ほどございます。

内訳といたしましては、そのような状況でございますので、よろしいでござ

いましょうか。 

○議長（宮田勝則君）山下議員。 

○７番議員（山下一義君）その3,620万円の内訳は、明細はできないわけです

か。どこから幾らかとか企業さんのどこが幾らとか、個人、誰が幾らとかは

出てきませんか。差し支えがあればいいですけれども、言わなくても。 

○議長（宮田勝則君）今のは企業情報であったり、個人情報とかがありますの

で、慎重にお答えください。 

  企画商工課長。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）例年でございましたら、個人で入ってこられる

ことと、ことしは特に工業団地を抱えております大手の企業さんから多額の

寄附金をいただいております。特にせんだって規模拡大をされておる企業さ

んにつきましては、会社みずから、社長みずから、3,600万円のうちの3,000

万円近くがその企業からいただいているような状況でございます。以上でご

ざいます。詳細につきましては個人情報になりますので、控えさせていただ

きたいと思います。よろしくお願いいたします。（「はい、わかりました」

の声） 

○議長（宮田勝則君）９番議員、桂悦朗君。 

○９番議員（桂 悦朗君）９番議員、桂でございます。 

  36ページ、お願いしたいと思いますが、この震災対策費として３億9,207

万5,000円のプラスになっているんですが、その中で震災復旧対策、緊急で

すか、その中で震災復旧緊急対策経営体育成支援事業補助金ということで出

ておりますが、少しちょっと説明をしてもらっていいですか。そしてその後

また聞きたいと思います。よろしくお願いします。 
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○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）今回、村長の一般質問の答弁の中にもありましたか

と思いますが、一応約300名、平成28年度で。そして700項目につきまして、

今回は不足する分につきまして補正をお願いした分です。以上です。 

○議長（宮田勝則君）９番、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）それで、これ、多分農業倉庫とかそういうところだ

と思いますけれども、農業をされる、続けるところがつくっておられるとい

うふうに思いますが、ちょっと悩んでいる方もおられるし、わかっていない

方がおられるところもあると思うんです。自分ところはつくられるんだろう

か、つくられないんだろうかと。農地はあるけれども、今まで農地は貸して

おったとかそういう人たちもおるんですよね。そういうの、家を解体したり

されているところもあると思うんですが、そういうところは何か相談を受け

たとかそういうのはありませんか。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）今度３月何日までだったかな、締め切りますよとい

うことで、もうほとんど毎日いろいろご相談に来られています。実際施工さ

れていて見積もり等またこちらから要求したりとか写真がないですよとか、

いろいろそういう相談もありますけれども、できるんだろうかというような

ご相談もほとんど毎日カウンターのほうに相談に来ておられる。以上です。 

○議長（宮田勝則君）９番、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）実際今回かなりの被害を受けておられますので、皆

さん方、少しでもそういうもので建てられればという気持ちで多分来られて

いると思うんですよね。そういう面ではきちんとした説明をどこかでされた

のかなという、私も何かそういう心配しておったものですから、ちょっと質

問させてもらったんですが、地域によっては、そういう方がおられるところ

もあるということで、もうちょっと皆さん方に農業されるか、されないかと

いうのは、今後西原村にとっては大変問題になるというふうに思いますので、

きちんとしたところで皆さん方にお伝えを願えれば、手続とかそういうもの

もどうしたらいいかわからないという人もおられるようですので、そこらあ

たりを今後やってもらいたいなと。 

  いろんな手続がありますので、その中でわからない点というのはいっぱい

あると思うんですよね。これだけじゃないと思いますから、その点ではよろ

しくお願いしたいというふうに思います。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）その件につきましては、村長の答弁にもありました

ように、今までは６月から12月までずっと集落割り等をしまして、個人面談

でずっと説明はしてきたところですけれども、やっぱり若干漏れている方が

あるんではないかということで、さらに文書を出して、今窓口に相談に来ら
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れているところだとは思います。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ８番議員、林田君。 

○８番議員（林田直行君）８番、林田です。 

  産業課長に今の関連でちょっとお尋ねしますが、そういう申請をされまし

て、いざ建てようとして計画をされておりますが、事業年度が平成28年度か

平成29年度かというような感じで、どっちにどうなっているんだろうかとい

うような感じで、施工業者さんもお願いされる農家の人たちも、そういうと

ころがわからないというか、やっていいんだろうか、早く言えば決定通知書

というものですか、ちょっといろいろ私も勉強しましたが、お金を借りるの

にも、貸すところは、そういう通知書がないと余り貸したがらないというよ

うな感じがあるみたい、確約というというか、それがないといけないという

ような感じもありますので、その年度というか、決定通知書といいますか、

おたくは平成28年度の事業でやります、平成29年度の事業でやりますという

ような、予算関係はそういう感じで出ていますので、やっぱりそういうとこ

ろをはっきりしないと、施工業者もいざ材料発注しても、金がいつ来るかわ

からん、払えない、そういうトラブルが出てきはしないかなと。農家にして

も、そういうお金を借りるのにも四苦八苦するというような感じがあります

ので、そういうところは今現在どうなっているのかなと。きょう朝もちょっ

とお伺いされた人もおりますので、私もそこのところをはっきり、答え切れ

なかったというところもございますので、どうか説明をお願いしたいと思い

ます。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）すみません、私の解釈としては、先ほど言いました

ように約300名の方につきましては、既に着工されたりとか、平成28年度で

すよというようなことで、多分担当のほうで、経済係のほうで区切ってしま

せんと、繰り越しても払い下げがないというようなことになりますので、そ

のまだわからないという方、ある程度書類もいろいろ不足する部分について

は、今担当のほうで農林水産省とか県とかから、夜まで頑張って、ここ足り

ませんよとかいう部分もあってそろえて、平成28年度分については、今どん

どん進めているところでございますので、その辺はもう経済係のほうとして

は分けてあると思いますので、もしわからないということがあれば、経済係

のほうに問い合わせていただければ、はっきり分けていると思いますので、

その辺はよろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）８番議員、林田君。 

○８番議員（林田直行君）経済係のほうにお尋ねをすれば、はっきりするとい

うことはわかりますが、通知というのが、先ほど言いましたように、決定通

知ではありませんが、おたくはそれでいいですよというような感じの何かお
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示しというか、役所はよくそういったところがありますので、そういうのが

あれば、みんな安心するけれども、大体どうなっているのか、補助はあるけ

れどもというような感じが見受けられます。何しろ、今しておくとどうにか

なる、基礎だけでもしておくといいというような話が、施工業者も農家はわ

からないからと言われますから。そういうところがはっきりしていないのか

なというような感じを聞きましたので、みんなそういう申請はしているけれ

ども、いつからしていいのかどうかというのがちょっとわかっていないので、

その通知というのは今までやっていなかったということですね。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）申しわけありません。通知に関しては、ちょっと私

も関知しておりません。自分も申請しているんですけれども、自分はもう平

成29年度でということでやっているものですから、ちょっとその辺は、申し

わけありません、関知しておりません。 

○議長（宮田勝則君）暫時休憩します。 

（午前１１時０３分） 

 

（午前１１時１３分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  産業課長より答弁がありますので、産業課長の答弁より行います。 

○産業課長（海東義朗君）先ほどの質問で、決定通知は出したのかということ

で、現在経済係のほうでも、農林水産省、国のほうに交付決定申請をずっと

しておりますが、２回目までは交付決定が来たということで、そういう人に

つきましては、一部交付決定通知を出しているということでございます。 

  あと、３回、４回目ぐらいが３月中ぐらいに来るんではなかろうかという

ことで、大体申請者の８割の方につきましては、平成28年度で見ているとい

うことで、確実には、本当にどっちだろうかという方は、担当のほうに確認

していただくほかないというようなところで、よろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）林田議員はございますか。 

○８番議員（林田直行君）はい。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ２番議員、村上君。 

○２番議員（村上髙志君）46ページの風の里キャンプ場災害事業に対しての工

事の内訳をちょっと教えてもらえませんでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）企画商工課長。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）災害の内訳でございますけれども、これは、キ

ャンプ場につきましては、地方創生拠点整備交付金ということと、それと今

ありました災害の事業費でございまして、この２本立てでキャンプ場のほう

は復旧・復興をしているところでございます。 
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  今お尋ねになりました部分につきましては、災害によります復旧・復興で

ございまして、この内訳につきましては、現在キャンプ場施設の中に道路関

係と水道施設、そういったものについてが災害復旧工事のほうで、こちらの

ほうでしていくということであります。 

  金額的には、水道施設が、下のほうに出の口のところからキャンプ場まで

上まで上がっているんですけれども、それが崩壊によりまして壊れておりま

す。それの復旧費が大体3,500万円ほどかかっております。それと、もう一

つ、先ほど言いましたように道路関係、管路関係もありますけれども、道路

とキャンプ場内の施設が地割れして崩落しております。それの復旧が大体

1,500万円ほどかかっております。その他設計管理あたりをこちらの中で歳

出ということでございまして、そういった状況でこの予算を計上させていた

だいております。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）ほかにございませんか。 

  ４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）４番、中西です。 

  ６ページの消火栓関係に関連してよろしいですかね、議長。 

○議長（宮田勝則君）はい、許します。 

○４番議員（中西義信君）消火栓の取り崩しの予算が出ています。場所もわか

っております。東光石油のところにある消火栓の解体だと思っていますが、

実は、これは道路拡張に伴ってできる事業でありまして、喜ばしいことでは

あると思っていますが、手前のＣＩＭさんですかね、とも会話をしましたと

ころ、あそこに、実は自主的に防火水槽をつくっておられます。前回、火事

のときも、あのおかげでリサイクル店が、火災があったときにもえらく助か

ったことを記憶していますが、今回の道路拡張に伴って、引っ込むに当たっ

て、つくらなくてもいいという話をされていると言われまして、できるなら

ばつくる方向がよかったんではないかと思いまして、ここで出ておりました

ものですから、今ここに答弁とまでは思いませんけれども、確認はしてほし

いなと思って一言言いました。 

○議長（宮田勝則君）暫時休憩します。 

（午前１１時１８分） 

 

（午前１１時２０分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  答弁を総務課長に求めます。 

○総務課長（西山春作君）消防関連からすると、消火栓等水利があれば、それ

は個人さんがつくられた分ということですので、個人さんの判断というふう

になると思います。確認はしてみたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）４番、中西君。 
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○４番議員（中西義信君）すみません、再度言いますけれども、確認のお願い

といいますか、会話をした際、ＣＩＭさんの役員の方が、担当の方からつく

らなくてもいいと言われたから助かっていますと言われましたものですから、

そこら辺のことをもう一度、できればあったほうがいいのかなと思うだけで、

地域としても消火栓があるということは悪いことではない。どういう理由で

立てられたか、もともとも知りませんけれども、実際あったわけですから、

この道路拡張に伴って引っ込むに際し、つくらなくてもいいと言われました

から助かっていますというお話をいただいたから、きょうやっています。そ

こら辺の会話は、もう一度やってほしいなと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ９番議員、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）桂です。 

  先ほどの私が質問した問題なんですが、村長のほうにお伺いしたいんです

が、いいですか。 

  実際、見積もりを出されて、牛舎とかそういうものを建てようとされたと

きに、最初の見積もりを出されて、その後、今業者さんがどんどん値上げし

ているような状況になってきています。私たち、家を建てるにしても、今か

なりの金額になってきているんですよね。大きな建物を建てられれば、それ

に対して２割、３割と高くなってくれば、本人さんの負担になるということ

になっているので、最初は、９割負担ということだったんですが、県が負担

するということになっておったんですが、それが本人さんたちの負担がどん

どん大きくなってきているということをちょっと聞いて、そういうものは制

度的に何かできないかなと。 

  県のほうに何かそういうものを言ってもらってでも、要するにこれは県の

ほうもわかっておると思うんですよね、そういうふうにして今値上がりして

いるんじゃないかなということは。というのは、業者さんがいないので、ど

うしてもやっぱり高くなるということなんですよね。そこらあたり、村長の

答弁をいただきたいんです。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 

○村長（日置和彦君）確かに資材の高騰、人件費の高騰ということで、家を建

てる建築関係もかなり高くなってきておると。普通の住家におきましても、

坪70万円、80万円とかということでかなり高くなってきているということは、

全体的にそういう傾向にございます。それも人件費等が上がっておりますの

で、どうにかならないかということでございます。 

  当初、皆さん方も見積書を出されたということであって、平成28年度着工

するところもどうにかならんかということは、今何回も言っております。し

かし、平成28年度においてはちょっと厳しいんじゃなかろうかという答えが

返ってきております。平成29年度の事業にする分は、上がるかもしれないと
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いうことを伺っております。平成28年度分は、多分にも厳しいんじゃなかろ

うかなという話は伺っております。このことも、担当に聞けば、何回も言っ

て、そういう話が幾つもあるそうです。だから、どうにかならんかというこ

とで、県のほう、あるいは国のほうに話をしているけれども、今言いました

ように少し厳しいという話でございます。 

  平成29年度につきましては、見積もりを出し直したら、できるかもしれな

いということでございますので、今のところはそういうことです。 

○議長（宮田勝則君）９番議員、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）今言われましたが、平成28年度、これは今実際言っ

たら決まっているような状況であるということだろうと思うんです。平成29

年度にもう１回出し直せば、何とか考えられることもあるということですね。

確実になるということじゃないわけですね。 

  そのようなことであれば、しかし、今から先復興していくために、農家の

皆さん方も多大な負担を、やっぱり今後かけて、費用をかけてやっていこう

という考えを持って今からされるわけですから、そこらあたりを村としても、

県としてもやはり考えてほしい。要するに、熊本は、今農業が大半あるわけ

ですから、そこの農業が元気づかないとなかなか経済もよくならないんじゃ

ないかなというふうに思いますので、そういうところに力を少しでも入れて

もらえればいいのではないかなと。復興も早くなるんじゃないかなというふ

うに思いますので、どうぞよろしくお願いしておきます。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ８番議員、林田君。 

○８番議員（林田直行君）林田です。 

  17ページの県補助金のほうで、熊本県の熊本地震復興基金交付金が211万

4,000円ということになっておりますが、大体これは何のあれで県は来たの

ですか、ちょっと説明お願いします。17ページ、総務費県補助金。復興基金、

どういう用途というか。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）これは、熊本県の復興基金交付金でありまして、地

域水道施設復旧事業ということで、今事業が終わっている小野水道、桑鶴水

道組合、それから農家の自力復旧支援ということで、小規模災害復旧事業で

村から補助している分ということの合計でございます。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ５番議員、西口君。 

○５番議員（西口義充君）29ページ、これは歳出で、歳入では17ページの震災

対策費ですけれども、地域支え合い事業業務委託料、17ページでは事業補助

金ですけれども、これが減額になっているんですけれども、このいきさつを

ちょっと、内容的なことがわかりませんので、情報を知らせていただきたい



－87－ 

と思います。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  地域支え合いセンター、今仮設住宅の道路の入り口にありますけれども、

そちらのほうの委託を社協のほうにお願いしております。当初予算で組んで

おりました予算に対しまして、３月までの支え合いセンターの執行見込みに

対しまして、どれだけあと３月までかかるかということで、予算措置のほう

を支え合いセンターのほうと協議をさせていただきまして、ことしについて

は不用額が出るということで減額補正でございます。 

  歳入につきましても、全額補助金ですので、歳入に対して歳出を払うとい

う形ですので、100％の補助金に対しましての今回の予算ということになっ

ております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第10号、平成28年度西原村一般会計補正予算（第10号）について、原

案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第10号は原案どおり可決されました。 

  日程第４、議案第11号、平成28年度西原村国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）についてを議題とします。 

  内容の説明を住民課長に求めます。 

（住民課長 藤吉昌也君 登壇 説明） 

○住民課長（藤吉昌也君）議案第11号についてご説明いたします。 

  議案第11号、平成28年度西原村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）。 

  平成28年度西原村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,496万1,000円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ10億8,900万円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  主な内容につきましてご説明いたします。 
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  ７ページをお開きいただきたいと思います。 

  款３国庫支出金、項１国庫負担金、１療養給付費負担金2,298万3,000円の

減額補正でございます。これは、１月に療養給付費の補助金の負担金の交付

申請を行います。その申請で行った金額の確定による減額補正でございます。 

  ７ページの、その下になりますが、国庫支出金、項２国庫補助金、１財政

調整交付金1,017万4,000円の増額補正でございます。内訳としまして、普通

調整交付金が1,299万3,000円の減額補正、特別調整交付金が2,316万7,000円

の増額補正となっておりますが、これも２月に調整交付金の交付申請のほう

を行います。それに伴います、仮の算定ではございますが、その金額の確定

額による金額で補正のほうをさせていただいております。 

  ３災害臨時特例補助金1,596万1,000円の減額補正でございます。当初、保

険税と医療費の減免分につきましては、国のほうはここで全額見るというこ

とでございましたが、予算の都合、この1,596万1,000円につきましては、特

別調整交付金のほうで今回は入ってきております。実際減額されております

が、丸々入ってきているという状況でございます。 

  款の４療養給付費等交付金、項の１療養給付費等交付金、１療養給付費等

交付金2,787万3,000円の増額補正でございます。これは、退職者の医療給付

費に伴います社会保険診療基金のほうからの交付でございます。最終決定は

３月末になりますが、今回２月末の変更決定による額で増額補正のほうをさ

せていただいております。 

  続きまして、８ページをお願いいたします。 

  款６県支出金、項２県補助金、目１財政調整交付金1,500万円の増額補正

でございます。これにつきましても、先ほど国の財政交付金と一緒でござい

ますが、交付申請額による増額補正でございます。 

  続きまして、款７共同事業交付金、項１共同事業交付金、２保険財政共同

安定化事業交付金2,595万6,000円の減額補正でございます。これは、保険財

政安定化を図る目的で、保険の国保連のほうに納付金のほうを納めておりま

す。国保連のほうからの最終の歳入見込み額による減額補正でございます。 

  ８繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金1,176万3,000円の減

額補正でございます。節２財政安定化支援繰入金につきましては、法定内繰

り入れの確定による減額補正でございます。 

  ４その他の繰り入れにつきましては、今年度につきましては、３月の見込

みまで予算を計上いたしまして、不足が生じる見込みがないということで、

一般会計の繰り入れにつきましては、今年度は必要なしと判断し、1,000万

円を減額したところでございます。 

  歳入につきましては、以上でございます。 

  続きまして、歳出につきまして、ご説明申し上げます。 

  ９ページをお願いいたします。 
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  ９ページの下のほうになりますが、款２保険給付費、項１療養諸費、目１

一般被保険者療養給付費1,554万4,000円の増額補正でございます。これにつ

きましては、本年度支払い見込みを算出いたしまして、一部は熊本地震によ

る減免負担額の増に伴いまして、増額の補正をさせていただいております。 

  10ページをお願いいたします。 

  款２保険給付費、項２高額療養費、１一般被保険者高額療養費1,300万円

の減額補正。 

  ２退職被保険者高額療養費150万円の減額補正でございます。これにつき

ましては、３月までの支出見込み額を考慮いたしまして、減額補正をしてお

ります。今年度につきましては、減免申請等があり、高額療養費につきまし

ても、一部保険給付費のほうで支払いをしておりますので、減額が大きくな

っているという状況でございます。 

  続きまして、保険給付費、出産育児諸費、１出産一時金253万4,000円の減

額補正でございます。これにつきましては、一般会計のほうから出産した分

に対しまして４分の３の補助をいただいておりますので、これにつきまして

は出産する人間が少なかったということで減額補正をしております。１件、

今出産一時金につきましては、42万円のほうをお支払いしておりますが、今

回は国保のほうは出産が６名ということで、減額をさせていただいておりま

す。 

  続きまして、11ページでございます。 

  共同事業拠出金、１共同事業拠出金、１高額共同事業拠出金208万円の増

額補正。 

  ２保険財政共同安定化事業拠出金、マイナスの1,236万円の減額補正でご

ざいます。これにつきましては、国保連合会より請求額のほうに負担金とし

て納めます。連合会のほうから今年度最終見込み額が来ておりますので、そ

れに伴います補正でございます。 

  12ページをお願いいたします。 

  款11諸支出金、項１償還金及び還付加算金、３償還金1,699万円の増額補

正でございます。これにつきましては、昨年度、平成20年度療養給付金の実

績報告に伴います返還額でございます。 

  12予備費、１予備費、１予備費2,894万3,000円の減額補正でございます。

これにつきましては、予備費を全額財政のほうに充当させていただいており

ますことによる減額でございます。 

  以上でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

  すみません。訂正をお願いいたします。読み間違いがあったということで、

最後の12ページの償還金で、「平成20年度」ということでお読みしたという

ことですが、「平成27年度」療養給付費の負担金の返還でございます。よろ

しくお願いいたします。 
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○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  １番議員、堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）１番議員、堀田です。 

  まずは、10ページの高額療養費についてご質問いたします。 

  今回多額というか、減額がありますが、これは多分高額認定ということで

療養費というふうで支払ったということで減ったと思いますが、高額認定さ

れる方と、後で払われる方の割合というのはどのくらいか。 

  それと、あと１点、今高額療養費というのが非常に問題ですけれども、今

その高額療養費に係る疾患、どういった疾患がそういう高額療養費のウエー

トを占めているか。２点お伺いしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  高額療養費の償還と現物給付といいますか、その割合につきましては、す

みません、割合的には把握しておりませんが、いろんな手続上、償還で払う

ということになると、外来高額、要するに70歳以上の方が最低月額負担が

8,000円でございます。その方につきましては、現物給付で払っております

ので、償還という形になります。それと、あと高額療養費につきましても外

来の高額ですね。外来で医療費が上がった分につきましては、70歳以下の方

につきましても償還でお支払いしているという状況でございます。 

  それと、疾患につきましては、申しわけございませんが、割合については

まだ把握しておりません。 

○議長（宮田勝則君）１番議員、堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）以前で言いますと、やはり透析の方、または心臓疾

患、そういう循環器疾患が多かったのではないかと思いますが、把握されて

いないということであれば、また後ほどということでよろしいです。 

  それと、あと、11ページになりますけれども、はり・きゅう費が、これも

減額されておりますが、これは、以前に比べて利用率というのは伸びている

のか減っているのか、そのあたりをお伺いしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  近年でしたらば、利用率についてはほとんど変わりません状況でございま

す。本年につきましては、はり・きゅうにつきましては、やはり震災の影響

で減っております。これは、後期のほうも減額させていただいておりますが、

施術師、益城町とか大津町とか、一番多かったのはやっぱり益城町ですので、

益城町のはり・きゅうの施術院が被災しているということで、実際減ってい

る状況でございます。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 
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（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第11号、平成28年度西原村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について、原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第11号は原案どおり可決されました。 

  日程第５、議案第12号、平成28年度西原村介護保険特別会計補正予算（第

３号）についてを議題とします。 

  内容の説明を住民課長に求めます。 

（住民課長 藤吉昌也君 登壇 説明） 

○住民課長（藤吉昌也君）議案第12号についてご説明いたします。 

  議案第12号、平成28年度西原村介護保険特別会計補正予算（第３号）。 

  平成28年度西原村介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,071万9,000円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億7,962万3,000円とする。 

  ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  主な内容につきましてご説明いたします。 

  ６ページをお願いいたします。 

  ６ページの真ん中ほどになりますが、款の３国庫支出金、１国庫負担金、

目１介護給付費負担金296万2,000円の減額補正でございます。これにつきま

しては、補助金の変更申請に伴います減額補正でございます。 

  ３国庫支出金、２国庫補助金、１調整交付金776万4,000円の減額補正でご

ざいます。これにつきましても、変更申請に伴う減額補正でございます。 

  ６災害臨時特例補助金475万7,000円の減額補正でございます。これにつき

ましては、補助金、当初は保険料の減免等一部負担の減免につきまして、こ

この補助金で入ってくる予定でございましたが、補助金額の申請額の10％を

災害の特例補助金、10％につきましては特別調整交付金で見ると。１月、３

月分の保険料の減免につきましては、平成29年度で見るということになりま

して、今回475万7,000円の減額補正でございます。 

  ４支払基金交付金、１支払基金交付金、１介護給付費交付金838万7,000円
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の減額補正でございます。これにつきましても、変更申請によります。これ

は支払基金、社会保険のほうから出ますが、減額補正でございます。介護給

付費における交付割合は、給付費の28％ということで、今回変更交付により

減額されております。 

  続きまして、７ページをお願いします。 

  款５県支出金、項１県負担金、１介護給付費負担金1,177万1,000円の減額

補正でございます。これにつきましても、補助金の変更申請に伴います減額

補正でございます。 

  続きまして、款６繰入金、１一般会計繰入金、１介護給付費繰入金157万

7,000円でございます。これにつきましては、一般会計のほうから法定内繰

り入れ、一般会計のほうにも予算措置させていただいておりますが、最終支

払い額を見込んで、村のほうから12.5％で繰り入れのほうをお願いしている

金額でございます。 

  ２その他の一般会計繰入金1,475万9,000円でございます。今回、一般会計

の予算にも上げさせていただいておりますが、一般会計より法定外繰り入れ

1,500万円を増額補正させていただいております。理由といたしましては、

負担金につきまして１月までの給付費及び１月から３月までの給付費を想定

して、１月に負担金交付申請を行いますが、地震の影響で想定以上に給付費

の支出額が伸びたことと、利用料の負担減免等の支出も伸びたことにより、

歳入に不足が生じることになり、法定外繰り入れをさせていただきました。 

  一応給付費が伸びたということで、平成29年度に精算を行いますが、国庫

負担金で408万円、県支出金で1,298万円、支払基金より1,164万円の追加交

付が平成29年に見込まれます。歳入が確定次第、一時的に一般会計のほうか

ら法定外繰り入れをお願いしておりますので、一般会計に戻すという形をと

らせていただきたいと思います。 

  歳入については、以上でございます。 

  続きまして、歳出の主なものについてご説明申し上げます。 

  ８ページをお願いいたします。 

  ２保険給付費、１介護サービス等諸費、１介護サービス等諸費1,415万

8,000円の増額補正でございます。これにつきましては、今後支払い見込み

額を計算いたしまして、追加の補正をさせていただいております。 

  ９ページをお願いいたします。 

  保険給付費、１高額介護サービス等費、１高額介護サービス等費500万円

の減額補正でございます。熊本地震による利用料の免除によりまして、これ

につきましても高額介護サービスで支払うんじゃなくて、請求のほうは上の

介護サービス諸費のほうで支払っておりますので、500万円の減額補正とい

う形になります。 

  ２保険給付費、４特定入所者介護サービス等費、１特定入所者サービス等
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費290万円の増額補正でございます。これにつきましては、施設サービス利

用者の低所得者における負担限度額認定申請により、今後の支払い見込み額

により増額補正をさせていただいております。 

  10ページをお願いいたします。 

  これらの財源充当としまして、予備費を3,184万5,000円充当させていただ

いております。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）４番、中西です。 

  震災に関連して介護認定が大分ふえたのかなと思って、確認、お伺いいた

します。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  介護認定につきましても、昨年度３月よりも約30件から35件ぐらい、その

月でバランス違いますが、大体35件ぐらいの介護認定の増になっております。 

○議長（宮田勝則君）４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）わかりました。 

  心配していたのは、実は質問そのものもまとめて聞こうかと思っていたこ

とがありまして、それは、国保、介護、後期高齢全部含めて、震災に当たっ

てどれぐらい、金銭的な部分に関しては助成といいますか、国からの分があ

りますから、そんなには心配しておりませんでしたけれども、やっぱりエコ

ノミー症候群じゃありませんけれども、いろんな体験をされて、弱られた方

がふえてこられるんではないかということからこの質問を、それぞれ国保、

介護、後期高齢、全て医療にかかる方々がふえてこられているんではないか

という危惧がございまして、まとめて質問しようかと思っていたんですけれ

ども、それぞれ違いますから、今ここだけしたんですけれども、そういった

ことがわかれば、後期高齢のときにも言っていただければ助かります。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）関連でございますが、国保、後期につきましては、

医療費の減免という形でございます。実際、当初２月までの災害関連の方に

ついては、言い方は悪いんですが、無料で病院に行けるということで、後半

になりまして、正直言いまして、医療費のほうが上がっております。駆け込

みじゃございませんが、大分そういう話は実際聞いておりまして、医療費の

ほうも、後半戦と言うとちょっと言い方がおかしいんですけれども、１月、

２月ぐらいの医療費がちょっと上がってきている状況です。 

  ただ、医療費につきましても、今年の９月まで医療費免除という形に今も



－94－ 

う各国保保険者のほうには通知しておりますので、それで実際どうなってい

くかを今後推理していきたいなというふうに思っております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  １番議員、堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）先ほどの中西議員の質問にのりますけれども、今回、

震災によって介護保険、かなりの方が介護認定がふえたと、私の感覚では自

覚しておりますが、これを抑制する、健康保険、介護、全てにおきますけれ

ども、やはり医療費を抑えるというところでは、その前の予防というのが非

常に大事かと思います。その予防に携わるのは、やはり保健師ということに

なるかと思いますが、このあたりの保健師との震災後の連携、このあたりは

どうなっているのでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）震災後、数多くの保健師さん、いろんな部分で災害

支援のほうに来ていただいております。そのおかげで、いろんな手当てと言

うとおかしいんですけれども、いろんなことで支援ができたふうには思って

おります。 

  ただ、健康保険の受診率のほうも、例年と比べますと下がっておる状況で

ございますので、今後、地域支え合いセンターのほうとも、包括のほうとも

いろんな支援をしながら、うち、社協、包括、支え合いセンターということ

で、介護はもとより医療のほうにつきましても連携のほうをさせていただき

たいと考えております。 

  なかなか、すぐ数字にあらわれるものではございませんが、議員さん方が

言われるような継続的な支援というか、そういうのがやっぱり大事だという

ふうに思っておりますので、今回震災があったことにより、今まで以上に各

機関方面の支援のほうを協力体制でやらせていただきたいというふうに考え

ております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第12号、平成28年度西原村介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて、原案どおり決することに賛成する諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第12号は原案どおり可決されました。 
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  暫時休憩します。 

（午後 ０時０７分） 

 

（午後 １時００分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き、午後の会議を再開します。 

  日程第６、議案第13号、平成28年度西原村後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号）についてを議題とします。 

  内容の説明を住民課長に求めます。 

（住民課長 藤吉昌也君 登壇 説明） 

○住民課長（藤吉昌也君）議案第13号についてご説明いたします。 

  議案第13号、平成28年度西原村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）。 

  平成28年度西原村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,644万9,000円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億3,824万2,000円とする。 

  ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  主な内容についてご説明いたします。 

  ６ページをお願いいたします。 

  歳入、款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、１特別徴

収保険料1,371万7,000円の減額補正、２普通徴収保険料195万5,000円の減額

補正でございます。これは、主には熊本地震による保険料の減額申請に伴う

ものでございます。 

  款３繰入金、項１一般会計繰入金、３療養給付費繰入金77万7,000円の減

額補正でございます。これは、後期高齢者医療給付費負担金の額の決定によ

り、減額の補正でございます。歳入については以上でございます。 

  歳出についてご説明いたします。 

  ７ページをお願いいたします。 

  款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金、

１後期高齢者医療広域連合納付金1,624万2,000円の減額補正でございます。

これにつきましては、広域連合に納付します保険料負担の見込み額の減額及

び療養給付金の負担の確定による減額補正でございます。 

  款５予備費、項１予備費、１予備費20万7,000円の減額補正をさせていた

だいております。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 
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○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第13号、平成28年度西原村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）について原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第13号は原案どおり可決されました。 

  暫時休憩します。 

（午後 １時０６分） 

 

（午後 １時０６分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  日程第７、議案第14号、平成28年度西原村中央簡易水道事業特別会計補正

予算（第６号）についてを議題とします。 

  内容の説明を産業課長に求めます。 

（産業課長 海東義朗君 登壇 説明） 

○産業課長（海東義朗君）議案第14号につきましてご説明いたします。 

  議案第14号、平成28年度西原村中央簡易水道事業特別会計補正予算（第６

号）。 

  平成28年度西原村中央簡易水道事業特別会計補正予算（第６号）は、次に

定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４億1,436万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億8,187万円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  繰越明許費。 

  第２条、地方自治法第213条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使

用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  地方債の補正。 

  第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 
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  主な内容につきましてご説明いたします。 

  ４ページをお願いします。 

  第２表地方債補正。 

  起債の目的、地方公営企業災害復旧事業債（西原村中央簡易水道事業熊本

地震災害復旧工事）。 

  補正前。限度額２億1,850万円、起債の方法、証書借入または証券発行。

利率、年3.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地

方公共団体金融機構資金については、当該見直し後の利率）、償還の方法、

政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権

者と協定するものによる。ただし、村財政の都合により据置期間及び償還期

限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借りかえすることができる。 

  補正後。限度額１億6,360万円、起債の方法、補正前に同じでございます。

利率、これも補正前に同じでございます。償還の方法、これも補正前に同じ

でございます。 

  ５ページをお願いします。 

  第３表繰越明許費。款１水道事業費、項１営業費用、事業名、西原村中央

簡易水道事業熊本地震災害復旧工事、金額２億2,474万4,000円、合計も同じ

でございます。 

  ８ページをお願いします。 

  歳入予算でございます。 

  款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益、節１水道使用料800万

円の減額補正でございます。これにつきましては、５月分につきましては全

額免除をいたしております。これまでの収入実績に基づき減額するものです。 

  款４国庫補助金、項１国庫補助金、目１水道事業費国庫補助金、節１災害

復旧費補助金３億5,265万6,000円の減額補正。災害査定による国庫補助金額

確定による減額でございます。 

  款６村債、項１村債、目１災害復旧事業債、節１地方公営企業災害復旧事

業債5,490万円の減額補正でございます。災害復旧事業費変更に伴い、起債

借入額の変動による減額でございます。 

  ９ページをお願いします。 

  歳出予算です。 

  款１水道事業費、項１営業費用、目１業務費、節３職員手当100万円の増

額補正につきましては、職員２名の災害査定の準備、夜間工事等の時間外勤

務手当でございます。節11需用費、光熱水費100万円の減額補正につきまし

ては、電気代請求実績に基づく減額です。ポンプの停止期間があったためと

思われます。節15工事請負費の220万9,000円の減額補正につきましては、予

定しておりました村道工事等が中止となり、単独工事分の減額でございます。 

  目２災害復旧費、節14使用料及び賃借料300万円の減額補正につきまして
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は、熊本地震に係る応急復旧時の配管材料等賃借料として組んでおりました

が、実績に基づく減額補正でございます。節15工事請負費３億7,618万円の

減額補正。12月議会におきまして、６億2,600万円の補正予算をお願いいた

しましたが、宮山水源地より基準値を超えるアルミニウムが検出され、給水

後も飲用不適としておりました。ろ過器を設置し、基準値内になったところ

で飲用として給水を行ったところであります。その後も、宮山水源地におき

まして原水の追跡調査を続けておりましたところ、基準値内に数値が落ちつ

きましたので、災害査定に新たな水源地及び建屋を申請するか、宮山水源地

に急速ろ過器等の設置、いずれかを予定しておりましたが、災害査定には申

請を取りやめたための減額でございます。また、秋田原水源地におきまして

も、２号井が被災し、新たな水源のボーリングを申請予定でしたが、カメラ

調査等の結果、補修で対応するとなったための減額補正でございます。節16

原材料費200万円の減額補正、これも熊本地震に係る応急復旧時の材料費で

すが、実績により減額補正であります。 

  項２営業外費用、目３積立金、節25積立金1,337万6,000円の減額補正につ

きましては、当初、基金繰入金と同額を見込んでおりましたが、熊本地震災

害復旧時の起債及び国庫補助金対象外の負担を除き、取り崩した基金へ再度

積み立てるための減額補正であります。 

  項３予備費、目１予備費に500万円を残しております。 

  以上でございます。審議方よろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明は終わりましたが、村長より補足説明をした

いということでありますので、補足説明を求めます。 

（村長 日置和彦君 登壇 説明） 

○村長（日置和彦君）実は、12月定例会で議員の皆さんがゆうすいを出されて

おられます。水道関係ですけれども、移転されてももともと村営水道利用者

であれば加入金は必要ないが、それ以外は加入金が発生するということで、

これも間違いじゃございませんが、ちょっと誤解を招くなということは、も

ともと水道加入金はその土地についておった権利であって、その方が移転し

た場合は加入金が発生するということでございます。 

  私が当時、答弁したのは、もともと村営水道のところだったならば加入金

はそのままでよろしゅうございますけれども、小森水道、万徳水道あたりの

方々がそういった村営水道に加入されれば、もちろん加入金が要りますとい

うことで答弁したところでございます。別なところに移転した場合は、土地

について加入金が発生します。 

  もちろんそこの土地にメーターもつきますので、加入金が発生するという

ことでありますので、例えば布田の方が万徳に来られた、万徳の方が布田に

来られたときには新たな加入金が発生するということでございますので、ち

ょっと誤解を招くようなところがございましたので、ここだけは訂正させて
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いただくというか、ゆうすいを見る限りは、それ以外は加入金が発生すると

いうことで、どちらともとれるような感じがしましたので、訂正というか、

改めて発言をさせていただきました。桂議員の質問のときでした。 

  そういうことでありますので、発言したこと自体は、私は間違っておらな

かったなというふうに思っておりますけれども、何かしらちょっとわからん

ところがございましたので、また何かあれば質問していただければというふ

うに思います。 

○議長（宮田勝則君）これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  ９番議員、桂悦朗君。 

○９番議員（桂 悦朗君）９番議員、桂です。 

  今、村長の答弁からすると、地区を移動したときには何か加入金が要ると

言われたけれども、いわば万徳水道にかたっておって、布田に行って、今度

は村営水道にかたったときには要るんですよね。そういうことですよね。何

か今聞いたら、逆に言ったら、布田から万徳に来たときに、村営水道があっ

たときには、要するにその人はよかわけですよね、同じ。いかんと。村営水

道同士でもいかんの。そうだったんですか。それ、ちょっと確認します。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）村営水道の加入金は、その土地についているそうです、

そこに建ったところの土地に。だから、そこに加入金として発生する。メー

ターもその土地にありますので、村営水道の方が今度は違うところに行って、

また村営水道だったときは加入金が別に発生するということで、今、産業課

のほうが調べたところはそういった答えだったということでございます。だ

から、万徳水道、小森水道が村営水道のところに行ったら、もちろんこれは

要ります。村営水道から村営水道に直ったときは要るということです、水道

のほうの解釈は。あと１回、うちのほうもそれでいいのか、うちの水道はそ

うなっておるけれども、それが果たして加入金はまた再度取っていいのかを

調査いたしますけれども、一応そういう形になっておりますので。 

○議長（宮田勝則君）９番議員、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）小森水道の場合は多分それをやってないからか、逆

に小森水道から小森水道に移られたと。そこでなるときには多分発生してな

かったと思うんですよね。村営水道の場合は、移ったときには、要するにこ

れは権利金ですよね。その土地についておる権利金なんです、これは。

（「加入金」の声）加入金ですか。 

  うちの場合には加入金及び権利というか、そこの権利も発生しておると思

うんですよね。だから、小森の場合には移ってもそこには要らないというこ

とになっておったんですが、じゃ村の場合は違うということですか。それは、

きちんとしてもらわないと、今回、住宅を移られるということになれば、そ

の人たちに対しては今度発生するということですよね。そういうところはき
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ちんとした形で皆さん方に伝えてもらいたいなというふうに思います。以上

です。 

○議長（宮田勝則君）産業課長より詳細の説明をいたします。 

○産業課長（海東義朗君）実は、私も当初は村長の意見と一緒で、加入金があ

れば、同じ村営水道であれば大丈夫かなと思ったら、担当のほうから、そん

なことをすれば加入金を一度払った人が、村営水道のほかの土地で、またそ

こにも、そこにもとなる場合も出てくるわけですよね。小屋のほうは小屋の

ほうで、家のほうは家のほうでとなると、１回加入金を持っていけば何カ所

にも水道ができるということであるので、一応土地に加入金がついていると

いうふうに担当のほうから聞いております。（「メーター器につき加入金と

思えばいいですか」の声）そうです。 

○議長（宮田勝則君）ただいまの件につきましては、執行部のほうに、議長よ

り、最終的な答申は住民に知らせるよと議会に報告するようお願い申し上げ

ます。 

  ほかにございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決いたします。 

  議案第14号、平成28年度西原村中央簡易水道事業特別会計補正予算（第６

号）について原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第14号は原案どおり可決されました。 

  日程第８、議案第15号、平成28年度西原村工業用水道事業会計補正予算

（第２号）についてを議題とします。 

  内容の説明を産業課長に求めます。 

（産業課長 海東義朗君 登壇 説明） 

○産業課長（海東義朗君）議案第15号についてご説明いたします。 

  議案第15号、平成28年度西原村工業用水道事業会計補正予算（第２号）。

西原村。 

  あけていただきまして、１ページをお願いします。 

  平成28年度西原村工業用水道事業会計補正予算（第２号）。 

  第１条、平成28年度西原村工業用水道事業会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

  第２条、平成28年度西原村工業用水道事業会計予算（以下「予算」とい
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う。）第３条に定めた収益的収入及び支出の予算額を次のとおり補正する。 

  左から科目、既決予算額、補正予算額、計の順で説明いたします。 

  まず、収入でございます。 

  第１款水道事業収益、1,876万3,000円、マイナス284万円、1,592万3,000

円。 

  第１項営業収益、1,090万円、マイナス176万円、914万円。 

  第２項営業外収益、786万2,000円、マイナス108万円、678万2,000円。 

  第３項特別利益、1,000円、０円、1,000円。 

  支出。 

  第１款水道事業費用、1,876万3,000円、マイナス2,840万円、1,592万

3,000円。 

  第１項営業費用、1,383万2,000円、マイナス132万円、1,251万2,000円。 

  第４項予備費、448万円、マイナス152万円、296万円。 

  平成29年３月８日提出、西原村工業用水道事業管理者、熊本県阿蘇郡西原

村長。 

  主な内容についてご説明いたします。 

  ２ページをお願いします。 

  平成28年度工業用水道事業会計補正予算（第２号）説明書。 

  収益的収入及び支出。 

  まず、収入につきましては、款１水道事業収益、項２営業収益、目１給水

収益、節１料金収入、水道使用料が176万円の減額補正でございます。これ

は、工業団地内企業使用水量の減によるものです。 

  項２営業外収益、目４雑収益、節１雑収益、企業負担金につきましても、

使用水量減に伴います108万円の減額補正でございます。 

  ３ページをお願いします。 

  支出につきましては、款１水道事業費用、項１営業費用、目２配水及び給

水費、節１委託料18万9,000円の減額補正につきましては、震災によります

電気計装設備保守点検未実施による減額補正でございます。 

  目３総係費、節１から４給与関係で95万円の減額補正につきましては、人

事異動に伴う減額補正でございます。節10委託料でシルバー人材によります

施設草刈りの減によります10万8,000円の減額補正。 

  項４予備費、目１予備費より15万2,000円の減額補正を行っております。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明の訂正がございますので、産業課長より説明

を求めます。 

○産業課長（海東義朗君）申しわけありません。 

  まず１ページでございます。 

  支出の部で、第１款水道事業費の補正予定額のところでマイナス284万円
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を2,840万円と読んだということで、284万円の訂正をお願いします。 

  それから、３ページお願いします。 

  一番下の項４予備費、目１予備費、これを15万2,000円と申し上げました

が、マイナス152万円でございます。以上、訂正方お願いします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第15号、平成28年度西原村工業用水道事業会計補正予算（第２号）に

ついて原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第15号は原案どおり可決されました。 

  日程第９、議案第16号、平成29年度西原村一般会計予算についてを議題と

します。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）それでは、議案第16号についてご説明いたします。 

  議案第16号、平成29年度西原村一般会計予算。 

  平成29年度西原村の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ110億1,787万2,000円と

定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１

表 歳入歳出予算」による。 

  債務負担行為。 

  第２条、地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすること

ができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

  地方債。 

  第３条、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方

債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地

方債」による。 

  一時借入金。 

  第４条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借り入



－103－ 

れの最高額は、５億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第５条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除

く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  ７ページをお願いいたします。 

  第２表、債務負担行為でございます。 

  事項、期間、限度額の順で読み上げます。 

  西原中学校自動体外式除細動器（ＡＥＤ）レンタル料。平成29年度から平

成33年度まで。44万5,000円。 

  にしはら保育園警備委託料。平成29年度から平成33年度まで。156万円。 

  にしはら保育園自動体外式除細動器（ＡＥＤ）レンタル料。平成29年度か

ら平成33年度まで。44万5,000円。 

  ８ページをお願いいたします。 

  第３表、地方債でございます。 

  起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順に読み上げます。 

  起債の目的、１、臨時財政対策債。２、公共事業等債（道路新設改良事

業）。３、公共事業等債（災害関連地域防災がけ崩れ対策事業）。４、公共

土木施設災害復旧事業債（道路橋りょう災害復旧事業・過補災）。５、公共

土木施設災害復旧事業債（道路橋りょう災害復旧事業・過単災）。６、農林

水産業施設災害復旧事業債（農地等災害復旧事業・過補災）。７、農林水産

業施設災害復旧事業債（農地等災害復旧事業・過単災）。８、その他公共施

設・公用施設災害復旧事業債（その他公共施設等災害復旧事業）。９、宅地

耐震化推進事業債（宅地耐震化推進事業）。10、災害対策債（災害廃棄物処

理等事業）。11、公営住宅建設事業債（災害公営住宅整備事業）。 

  限度額、１億1,200万円、2,260万円、4,670万円、１億5,660万円、2,000

万円、620万円、970万円、940万円、９億9,000万円、５億3,480万円、３億

2,000万円。 

  起債の方法、証書借入または証券発行。 

  利率、年3.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び

地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、

当該見直し後の利率）。 

  償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場

合にはその債権者と協定するものによる。ただし、村財政の都合により据置

期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借りかえするこ
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とができる。 

  続きまして、歳入歳出の主なものについてご説明をいたします。 

  まず初めに、歳入から説明いたします。 

  11ページをお願いいたします。 

  一番上からですが、款１村税、項１村民税、目１個人１億4,234万8,000円。

目２法人4,113万1,000円。村民税合計で前年度対比9,753万5,000円の減とな

っております。 

  その下になりますが、項２固定資産税、目１固定資産税３億8,171万3,000

円。前年度対比3,558万3,000円の減額でございます。 

  13ページをお願いいたします。 

  中ほどになりますけれども、款６地方消費税交付金、項１地方消費税交付

金、目１地方消費税交付金１億1,000万円でございます。前年と同額でござ

います。 

  14ページをお願いいたします。 

  上から２つ目ですけれども、款10地方交付税、項１地方交付税、目１地方

交付税19億3,900万円。前年度対比８億3,100万円の増額でございます。普通

交付税３億6,400万円及び特別交付税４億6,700万円の増でございます。 

  16ページをお願いいたします。 

  上からですけれども、款14国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫

負担金２億1,510万7,000円でございます。障害者福祉費国庫負担金、児童手

当国庫負担金等でございます。 

  下のほうの欄になりますけれども、目３災害復旧費国庫負担金３億1,333

万4,000円。公共土木施設災害復旧費負担金でございます。 

  17ページをお願いいたします。 

  上から２つ目の欄ですが、款14国庫支出金、項２国庫補助金、目２衛生費

国庫補助金５億4,869万円。災害廃棄物処理事業費補助金等でございます。 

  その下、中ほどですけれども、目４土木費国庫補助金27億5,560万1,000円。

宅地耐震化推進事業11億円等の土木費の補助金、災害公営住宅整備事業補助

金の住宅費補助金等でございます。 

  18ページをお願いいたします。 

  下の段になりますけれども、款15県支出金、項１県負担金、目１民生費県

負担金１億8,847万8,000円。災害救助費県負担金等でございます。 

  20ページをお願いいたします。 

  項２県補助金、目３農林水産業費県補助金５億5,836万円。震災復旧緊急

対策経営体育成支援事業補助金４億8,300万円等でございます。 

  21ページをお願いいたします。 

  一番上からですが、目４災害復旧費県補助金４億9,012万6,000円。農地等

災害復旧費県補助金でございます。 
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  目７土木費県補助金１億5,594万1,000円。災害関連地域防災がけ崩れ対策

事業補助金でございます。 

  24ページをお願いいたします。 

  中ほどになりますけれども、款18繰入金、項１繰入金、目１基金繰入金４

億3,000万円。前年度対比３億4,000万円の増となっております。財政調整基

金の２億3,000万円、災害復興基金の２億円でございます。 

  一番下になりますが、繰越金ですが、款19繰越金、項１繰越金、目１繰越

金8,000万円でございます。 

  27ページをお願いいたします。 

  款21村債、項１村債、目１臨時財政対策債１億1,200万円。目２公共事業

等債6,930万円。目６災害復旧事業債11億9,190万円。公共土木施設災害復旧

事業債及び宅地耐震化推進事業債等となっております。 

  目７歳入欠かん等債５億3,480万円。災害廃棄物処理等事業分となってお

ります。 

  目８公営住宅建設事業債３億2,000万円。災害公営住宅整備事業分となっ

ております。 

  次に、歳出でございます。 

  28ページをお願いいたします。 

  款１議会費、項１議会費、目１議会費7,318万4,000円でございます。 

  29ページをお願いいたします。 

  中ほどからですけれども、款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費

２億2,969万1,000円で、前年度対比1,634万3,000円の減でございます。 

  38ページをお願いいたします。 

  38ページの下のほうの段になりますけれども、項１総務管理費の目15震災

対策費２億8,821万1,000円。地方自治法による災害派遣職員給与等負担金な

どを計上しております。 

  39ページをお願いいたします。 

  39ページの一番下の欄になりますけれども、目17住宅復興費20億8,000万

円。災害公営住宅整備事業を計上しております。 

  46ページをお願いいたします。 

  款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費１億2,098万4,000円。

前年比427万4,000円の減でございます。 

  49ページをお願いいたします。 

  目４障害者福祉費１億9,666万1,000円。前年対比1,539万3,000円の増とな

っております。 

  51ページをお願いいたします。 

  中ほどですけれども、目７介護保険推進費9,855万3,000円。前年度対比

380万2,000円の増でございます。 
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  その下になりますけれども、目８後期高齢者医療費１億1,194万6,000円。

前年度対比690万5,000円の増でございます。 

  52ページをお願いいたします。 

  中ほどですけれども、項２児童福祉費、目１児童福祉総務費１億2,550万

7,000円。前年度対比2,047万8,000円の減でございます。 

  その下になりますけれども、目２児童措置費２億3,019万2,000円でござい

ます。前年度対比513万4,000円の増でございます。 

  58ページをお願いいたします。 

  上から、款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費１億1,879万

2,000円。前年度対比1,701万2,000円の減額でございます。 

  60ページをお願いいたします。 

  中段ですけれども、目３環境衛生費１億7,571万4,000円、対前年度比

2,577万9,000円の増でございます。 

  62ページをお願いいたします。 

  62ページの一番下になりますけれども、目７震災対策費11億1,662万4,000

円。災害廃棄物関連の経費でございます。 

  続きまして、69ページをお願いいたします。 

  69ページの中ほどになりますけれども、款５農林水産業費、項１農業費、

目11震災対策費６億2,100万円。震災復旧緊急対策経営体育成支援事業補助

金でございます。 

  次に、76ページをお願いいたします。 

  76ページの下のほうになりますが、款７土木費、項２道路橋梁費、目４が

け崩れ対策費24億792万2,000円。災害関連地域防災がけ崩れ対策事業及び宅

地耐震化推進事業経費でございます。 

  その下になりますが、目５集落復興事業費１億円。小規模住宅地区改良事

業及び都市防災推進事業に関するものでございます。 

  次に、77ページをお願いいたします。 

  中ほどですけれども、款８消防費、項１消防費、目１非常備消防費１億

5,266万5,000円。前年度対比115万7,000円の増となっております。熊本市へ

の消防事務委託料が前年度対比64万5,000円の増となっております。 

  続きまして、99ページをお願いいたします。 

  中ほどですけれども、款10災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、目

１農地等災害復旧費５億3,099万5,000円。農地等災害復旧工事、復旧事業に

関するものでございます。 

  100ページをお願いします。 

  中ほどですけれども、項２公共土木施設災害復旧費、目１道路橋りょう災

害復旧費５億200万2,000円。道路橋りょう災害復旧事業に関するものでござ

います。 
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  101ページをお願いいたします。 

  中ほどになりますけれども、款11公債費、項１公債費、目１元金５億

5,988万3,000円。前年度対比３億2,259万円の増となっております。 

  歳出は以上でございます。 

  103ページ以降は給与費明細書でございます。特別職、一般職の給与等を

計上しております。 

  110ページにつきましては、地方債の前々年度末における現在高並びに前

年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書を掲載しており

ます。 

  111ページからは債務負担行為等の調書となっております。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

すが、議案第16号は歳入と歳出に分けて質疑をお受けしたいと思います。 

  初めに、27ページまでの歳入について質疑をお受けします。質疑ございま

せんか。 

  後ほど歳出並びに総括の質疑はお受けしますけれども、歳入に関しての質

疑ございませんか。 

  暫時休憩します。 

（午後 ２時０７分） 

 

（午後 ２時１４分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  議案第16号についての歳入に際しての質疑をお受けしております。質疑ご

ざいませんか。 

  ４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）４番、中西です。 

  この議案に入る前に、村条例の一部改正が先ほどありまして、その収入で

どこらあたりに条例が改正されたら動きがあるのかなということがわからん

かなと思って。収入が減るということでしょうか、条例改正を行って（「税

条例のこと」の声）はい。行ったということは、新年度予算の税収が若干減

る部分が出てくるのかなと。どこら辺に見えるのかなと。 

○議長（宮田勝則君）税務課長。 

○税務課長（佐藤光弘君）今回の税条例に関して、この予算のほうには影響し

ておりません。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに歳入についての質疑はございませんか。 

  ８番議員、林田君。 

○８番議員（林田直行君）すみませんが、24ページの基金繰入金のことについ

てお尋ねします。 
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  今年度は３億4,000万円ばかりの増額ということで、決算のほうでは基金

の残高がわかると聞いておりますが、現在、大体どのくらいの基金というか

積み立てをやっておられるのかが、ここではちょっとわかりませんので、で

きればご報告願うならと。どっちがいいかな。今でなくても後からでも、す

ぐは無理だと思いますので、後でも議員にお知らせ願うならと思っておりま

すが。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）わかりました。後でよろしいですか。 

○議長（宮田勝則君）今、わかりますか。提示できますか。 

  会計管理者。 

○会計管理者（中村義光君）基金の残高でございますが、２月末現在で一般会

計の基金の合計は18億1,211万9,000円となっております。そのうちの財政調

整基金ですが、10億7,461万2,000円です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ３番議員、坂本君。 

○３番議員（坂本隆文君）坂本です。 

  17ページで、４番の土木費で、宅地耐震化推進事業補助金というものがご

ざいますけれども、西原村で断層とかそういったのがわかっているとかあり

ますでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）今の予算関係じゃありませんけれども、断層の位置です

か。 

○３番議員（坂本隆文君）すみません。予算関係が11億円上がっております。

これは、盛り土とかそういうのをされるという感じだったんですけれども、

そのところで断層とかが入っている宅地とかがありはしないかと。そういう

場合もこういうので対処するのかどうかをお聞きしたいんですけれども。 

○議長（宮田勝則君）暫時休憩します。 

（午後 ２時１９分） 

 

（午後 ２時２０分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  日置村長。 

○村長（日置和彦君）断層は、大きな断層として布田川断層がございます。布

田川断層上にも今まで家が建っておったということでございまして、今回の

地震、震度７という地震でありますけれども、大学の先生あたりが調査なさ

れて、震度７程度の地震の発生する確率は1,000年に１度ぐらいのパターン

ではなかろうかなと言われております。 

  それには、結局、布田川断層帯は大峯山が９万年前噴火して、西原から空

港の台地までつくったというようなことで、布田の向こうの山の上は畑です
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よね。あれからなだらかにあったということで、あそこは段差があって今60

ｍ下がったと。今回２ｍ下がっておりますので、60ｍを２ｍで割ると30回、

あのような地震が９万年かけて30回あったということで、30回を９万年で割

りますと3,000年ということになりますので、計算上はそういった形であっ

て、だから先生方も1,000年単位の地震ではなかろうかなということで、今

現在はそこの断層の近くで家を建てることはできないということはあってお

りません。 

  そのほかに、今回新たに出ノ口断層、それから北向山断層が大切畑ダムの

近くまでやってきておるということも言われております。今回の地震でその

断層の爪跡が地表まで出てきておるということで、新たな断層があるという

ことでありますけれども、一番はやはり布田川断層帯ではなかろうかなとい

うふうに思っております。今のところ、先ほどお尋ねの件は、そこに家を建

てることはできないということにはなっておりません。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに歳入について質疑ございませんか。 

  ５番議員、西口君。 

○５番議員（西口義充君）24ページ、いつもこの議会の中でふるさと納税寄附

金の話が出ておりますけれども、今回も予算を10万円ほど見てあります。納

税災害復興復旧寄附金は1,000万円ほどありますけれども、10万円というの

はどこから出るんですか。もうふるさと納税を諦めるのか、もうやめるのか、

そういう金額じゃないのかというような感じがしてなりません。ほかの地域

におきましては、やはり頑張っている地域もあります。 

  きょうの新聞にもふるさと納税が載っておりました。その中で、納税に対

してのいろんな問題点もたくさんありますけれども、やはりするのか、しな

いのか。これは、このままでいくと本当にこの予算は何なのかという不安が

ありますけれども、企画は今後、どのようなことを考えておられるのか、ち

ょっと課長、お願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）企画商工課長。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）先ほど平成28年度の補正の予算の中で申し上げ

ましたふるさと納税につきましては、災害復興復旧寄附金に全部置きかえた

ということでございまして、平成29年度においても、そちらのほうの災害復

興復旧の寄附金に計上させていただく予定でございます。この10万円につき

ましては、あくまでも一応納税の当初の予算といいますか、それをそのまま

計上させていただいておって、前年度並みの予算をただここに掲載しており

ますけれども、これが一般的に災害の復興復旧の寄附金ではないということ

を言われた場合は、そちらのほうに歳入ということを計上させていただいて

おる分でございますので、ご理解をしていただきたいと思います。 

  また、1,000万円につきましては、一応例年もございますけれども、あく

までも西原村に対します災害に対しましてのふるさと寄附金ということで、
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指定寄附金ということで、一応こちらのほうに計上させているような状態で

ございますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）５番議員、西口君。 

○５番議員（西口義充君）西原村は農村の村でありますね。やはりいろんな全

国的な、西原村は特にカライモが有名でございますけれども、何かやる方法

があるのじゃないかなと常に思っております。行政のほうで人が足りないの

はわかっております。そこを何とか村のために、地域の農業の育成のために

も何らかのことを考えて、もっともっと西原村を知っていただくのも大事じ

ゃないかなと思うんです。 

  災害におきましても、西原村は余り報道されませんけれども、やはりここ

はいろんな村長の考えがあってのことであったんじゃないかと思いますけれ

ども、やはり農産物におきましても、西原村は銘柄がありますので、情報発

信は必要と思います。今後とも頑張っていただきたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）企画商工課長。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）ありがとうございます。 

  西原村におきましては、ご存じのように甘藷、里芋、そういった根物の野

菜が産物でございまして、また畜産につきましても、やっぱりあか牛という

ことでございます。あか牛につきましては、牛肉についての取り扱いについ

ても、１社だけ村内にあります畜産の企業といいますか、そちらのほうから

申し入れがあっておりまして、平成29年度におきましては、畜産であります

あか牛の取り扱いの今検討中でございます。これについては、直接、村が取

り扱うんじゃなくて、萌の里あたりを経由してその販売をするならというふ

うに検討させていただいております。 

  あと、西原村の産物といいますとほかにも多々あろうかと思いますけれど

も、ただ窓口になっております販売店を一応、萌の里とミルク牧場、山田牧

場、その他、たんぽぽですかね。そういったところでお願いした窓口業務を

させていただいております。 

  そのほか、いろんな産物を取り扱っていただくということで、幾分か相談

をいたしておりますけれども、産物に対しましてのクレームあたりが来まし

たときの対応もそちらのほうでしていただくような状態で、一応対応という

ことでお店のほうにもお願いはしておりますので、これから先も一応そうい

った方向でお願いをしていきたいということですけれども、なかなか拡大に

は至っていないと。販売産物の拡大には至っていないのが現状でございます。

ただ、平成29年度からは牛肉の取扱店を萌の里を窓口にして扱っていくなら

というふうに検討はしているところでございますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（宮田勝則君）ほかに歳入についての質疑ございませんか。 

  それでは、次に歳出について28ページから最終ページまでの質疑をお受け
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します。質疑ございませんか。 

  ６番議員、上野正博君。 

○６番議員（上野正博君）６番議員、上野です。 

  34ページですけれども、本年度から当初予算で自衛隊家族会活動補助金と

して３万円計上していただきました。家族会の関係者の一人として大変あり

がたく思っております。自衛隊家族会は全国の自治体にございまして、本村

も40名ぐらいの会員がおります。自衛隊は、今、大変厳しい状況にありまし

て、ＰＫＯ活動、ＰＫＯは５月に撤収しますけれども、安全保障関連法案の

成立と、これから自衛隊隊員の確保が大変厳しく、気になるところでござい

ます。熊本地震においても、本村は災害派遣として自衛隊が頑張っていただ

きました。私どもは、自衛隊の家族会は、自衛隊の後方支援として、これか

らも一生懸命自衛隊をサポートしていきたいと思っています。 

  ちなみに、本村からことしは４名の優秀な自衛隊員が入隊予定でございま

す。また、一昨年は航空自衛隊というふうな優秀な自衛隊員も誕生しており

ます。自衛隊に大変ご理解ある自治体の首長として、よければ村長、一言お

願いします。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 

○村長（日置和彦君）自衛隊の皆さん方には、国内外といろんな多方面にわた

って、特に私どもには災害救助関係で地震後も大変お世話になったところで

ございます。今回の３万円という少ない額かと思われますけれども、予算を

つけさせていただいたところでございます。この活動補助金、家族会であり

ますけれども、よその町村もされておるということもございまして、いずれ

早い段階でしなくちゃならないと。本来なら、もう少し早くするのが当然で

あったかもしれませんけれども、今回３万円の予算をつけさせていただきま

した。 

  今、議員が申されましたように、本村からもかなり優秀な隊員が西原村出

身として出ていただいております。今後も家族会が中心となって、そしてま

た自衛隊に入隊される方々の募集も兼ねた形でやっていただければありがた

いというふうに思います。今回、３万円ということではありますけれども、

今後の家族会の皆さん方が、上野議員さんが家族会の長は何というのかな、

長をなされておるということでありますので、どうか今後ともよろしくお願

いいたします。（「ありがとうございます」の声） 

○議長（宮田勝則君）７番議員、山下一義君。 

○７番議員（山下一義君）７番議員、山下です。 

  67ページですけれども、青年就農給付金2,400万円上がっております。こ

れは、１人当たり150万円の国からの補助がありますけれども、夫婦の場合、

230万円ありますけれども、これの予算だと思います。 

  農業委員会として申し上げますと、大変今、西原村にも青年新規就農者、



－112－ 

これがふえております。特に、今現在では河原のほうに２名、新規就農が掲

載されております。大変これはいいことだと思います。なぜならば、やはり

西原村の河原の特に棚田、そういうところを今後維持していく上には青年就

農給付金、あるいは新規就農者が非常に必要だと思います。特に河原のほう

を見ますと、高齢化あるいは狭い農地、あるいは農地的に耕作不可能な場所

もだんだんこれからふえると思います。 

  そういう意味で、こういう中山間の補助はありますけれども、そういうと

ころに村としても何らかの補佐をしてあげませんと、これから特に河原のほ

うはこういうふうな過疎化に対しまして農地が荒れ、耕作放棄地、そういう

ふうな面で非常に不備な面だと私は思います。ですから、この狭い農地でも

っと収入が上げられるような何かそういうような手だてを今後、村としても

補佐しながら、そういうふうな経営体事業につきまして補佐はできないか、

今後、そういうようなところも行政のほうで何かお考えかどうかをお聞きし

たいと思います。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）確かにおっしゃいますとおり、青年就農給付金につ

きましては17経営体、20名の方の新規就農の補助でございます。新たな作物

あるいは補助ということで、その上、66ページにもございますけれども、苗

の補助とかいろいろこういうところは行っているところでございますが、ほ

かにいろいろ補助ということになりますと、こういう大変な時期でもござい

ますし、今後、農業委員会のほうも平成29年度には改正されまして、活動推

進委員という方も出てきますので、そういう活動の中で、できれば一緒に進

めていただければと今のところでは考えているところです。以上です。 

○議長（宮田勝則君）７番議員。 

○７番議員（山下一義君）１週間ほど前の新聞に、農業の中間管理機構、これ

を見まして、ＰＴという組織が今立ち上がっております。これはどういうこ

とかといいますと、やはり農地が狭い。特に河原の上あげ地区のような段々

畑ですね。そういうところにも、今後、作物の収入を上げられるような、収

入を上げて今の現状を保つような、そういうふうな組織改革が今なされてお

ります。国としましても、県としましても、そういうふうな施策を今とられ

ております。ですから、一度行政としましても、そういうふうな内容を県の

ほうにも相談して、何かいい方法がないか検討してもらいたいと私は思いま

す。以上です。 

○議長（宮田勝則君）求められていますけれども、執行部、何か今ので検討で

きますか。何らかの回答しますか。回答を求めますか。村長。 

○村長（日置和彦君）山下議員、農業関係に詳しくて、農業をなされておると

いうことで、農業のことが気になってのご質問ということでございます。農

業就農給付金、これはこれで新しい農業者の方々に元気を与えるんじゃなか
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ろうかなというふうに思います。ほかに何かないかということでありますけ

れども、今の村の現状を考えますときに、単費での補助等は大変厳しゅうご

ざいます。何かの補助金等があれば、そういったところを模索しながら、こ

ういうところがありますよということで補助対象になるようなことがあれば、

担当課のほうで調べておつなぎをするならばと思いますので、当面はなかな

か単費での補助等は大変厳しゅうございますので、そこら辺はご理解いただ

きたいというふうに思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ７番議員、山下君。 

○７番議員（山下一義君）７番議員です。山下です。 

  総合体育館のほうの予算の計上が上がっておりませんけれども、私も前日、

災害防災に関した避難所に関しましても一般質問をさせていただいたわけで

ありますけれども、今後、仮設住宅等の、何年か先には撤去されると思いま

す。そこの予定地として、防災を兼ねた総合体育館を兼ねたあそこの予定地

であります。そういうところを、村として今後どのようにあそこの予定地を

考えておられるのか。今までどおりの防災を兼ねた総合体育館をつくる予定

があるのか。あるいは予算計上、今後いろいろありますけれども、どういう

ふうな考えでおられるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）日置村長。 

○村長（日置和彦君）これは予算じゃなくて政策的な問題ということで私のほ

うから答弁させていただきます。 

  ４万8,000㎡、一昨年、買わせていただきました、総合体育館建設用地と

いうことで。そして本来ならば昨年、造成工事に入るということで国から社

交金を２億円交付していただくということで決定をしておりました。ところ

が、昨年４月の地震によってその計画は延期ということにせざるを得ないと

いうことで、ごらんのとおり仮設住宅の用地となっております。 

  しかしながら、いずれは総合体育館も建設しなくちゃならないというふう

に思っております。もう土地もあることだし、そういうことも踏まえてやっ

ていきたいと思いますけれども、まずは我々は今何をすべきか。要するに、

あそこに入っておられる方々が、家を建てるのに困難な方もおられますので、

そういった方々の災害公営住宅を建設すること、そして、それぞれの、もと

もとの集落に帰って家を再建される方もおられると思いますので、そういっ

たところのいろんな事業が先ほどから出ております。地がけ事業からいろん

な事業が出ておりますので、そういった事業で宅地の再生、これは我々行政

がやっていかなくちゃならないと。家を建てるのはそれぞれが建てられます

ので、そのことがまず最初ではなかろうかなというふうに思っております。 

  総合体育館建設も、体育館として利用する中で、避難所としても利用する

ということで、室内には軽い運動ができるような施設もつくると。そして、
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常時飲料水のタンクをつくる。発電施設をつくって蓄電をする。あるいは防

災倉庫をつくる。そして、ヘリポートをつくるということで、本来ならば早

いときにできておるというならば今回の地震に役立ったと思いますけれども、

それをいつごろつくるかというのは今後検討してまいりたいというふうに思

っております。今すぐは到底無理な話でございますので、そういった住民の

方々が生活の拠点づくりをなされたときにするならばと。やはりこれは、地

震はそう多くは来ないかと思いますけれども、風水害等いろんな問題があり

ますので、そういったことも考えながらやっていきたいと。 

  それに、もう一つは、熊本空港が防災の拠点空港ということでございます

ので、そこと連携した防災の拠点づくり、それをつくるならばというふうに

も思っております。そしてまた、南海トラフ大地震があったときに、熊本空

港が防災拠点空港であるならば物資の中継所としても利活用できるような、

そういったことも兼ねた総合体育館もつくるならばというふうに思っており

ます。いずれにしましても、やはり今後、何年か後にはそういった計画も、

また再度お話をさせていただくならばというふうに思っております。 

  先月の初めだったかな、国土交通省のほうに参りました。これは何かのつ

いでだったです。ついでに行って、私はその担当の方々のところに行ってき

ました。実は、社交金のほうはその前の一昨年前からいただいておりますの

で、このまま中断すれば、その交付金返納ということも考えられますので、

これは一応中断して諦めてはおりませんと、いずれ、また再度お願いに伺い

ますということだけは申し上げてきました。担当の方も、もちろんわかって

おりますということでございましたので、そのうちには何年か後には、総合

体育館建設の話を皆さん方にまたお示しをしていきたいと。そして、私が言

う完全復興は総合体育館ができたときというぐらいのはまりでいきたいなと

いうふうに思っておりますので、またその節は、どうかご理解をいただきた

いというふうに思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに。 

  １番議員、堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）１番議員、堀田です。 

  有害鳥獣、70ページに関連して質問したいと思います。 

  今回の震災で人間はかなりダメージを受けました。しかしながら、有害鳥

獣、鹿、イノシシですね。今回の震災で耕作を放棄せざるを得なかったとこ

ろということで、我々の河原の近所も家のそばまでイノシシの足跡が縦横無

尽に我が物顔で走っております。 

  今回、有害鳥獣対策補助金ということで、捕獲隊に30万円、鹿捕獲補助金

36万円、イノシシ198万円等、鳥獣被害対策実施隊活動補助金１万2,000円と、

鳥獣被害対策補助金に５万円ということで計上してありますが、幾つも項目

が分かれておりますが、その内容といいますか、多分、捕獲隊というのは猟
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友会あたりに対する補助金が30万円だろうと思いますが、鹿とイノシシに分

けて、捕獲補助金と書いてありますが、そこの内容というのをちょっと教え

ていただけませんでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）有害鳥獣対策に対しましては、１番目の捕獲隊と書

いてあります30万円につきましては、おっしゃるとおり猟友会への補助でご

ざいます。その次の有害鳥獣（シカ）捕獲補助金につきましては、一応補助

金額がそれぞれ違いまして、鹿につきましては１頭１万2,000円掛ける約30

頭分見込んでおります。これは、平成28年度当初に見込んでいた頭数でござ

います。それから、その下のイノシシでございますが、捕獲補助金につきま

しては１頭当たり１万1,000円掛ける180頭を、これも平成28年度に予定して

いた頭数です。これもどんどん頭数がふえてきておりまして、昨年は職員の

ほうもそうですけれども、猟友会の方たちも被災されまして、猟銃の保管場

所だったりとか、大変猟友会の方たちも困っておられました。猟銃を警察に

預けられた方もいらっしゃるというふうな話も聞いております。 

  それで、やはりおっしゃるとおり苦情はどんどん出ているというお話も聞

きながら、何とかできる、罠でもかけられる方はいらっしゃいませんかとお

願いをして、やっと罠のほうをかけていただきまして、三十数頭だったかと

思いますが、捕獲ができたかと思います。ことしにつきましては、年々頭数

もふえてきておりますし、おっしゃるとおり大分集落までおりてきておりま

すので、平成28年度予定していた頭数。これは年々増加させていただいてお

ります。その頭数を予定しております。 

  それから、その下の鳥獣被害対策実施隊活動補助金というのは、それぞれ

が共済のほうに入っておられます。それに対しまして２分の１の補助を行っ

ているものでございます。それから、有害鳥獣対策の補助金につきましては、

こちらは事務費ですね。５万円は事務費でございます。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）１番、堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）今のお話で、捕獲の実績はかなり上がっておる。で

も、ふえているということで、今後、かなりの捕獲があるかと思います。 

  今、全国でせっかくとったということで、ジビエということで、そういう

有害動物の料理店とかそういうのが自治体で運営されているところがござい

ます。実際、この間、ミルク牧場に行きましたら、ジビエのウインナーとい

うのがあって、単独でされているのかどういうふうでされているのかわから

なかったんですが、今後、やはりそういうのを、害になるものを村の利益と

いうふうに、ジビエ関係の補助金とかいろいろあるんではなかろうかと思い

ますけれども、今すぐどうこうせえということじゃないですけれども、希望

としましては、そういうふうにせっかくとったイノシシ、鹿を料理というこ

とで、結構ニーズもあって、テレビで見た自治体は結構人気があって繁栄し
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ておりましたので、そのあたりも今後推進していっていただければと思いま

して、終わりたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ２番議員、村上君。 

○２番議員（村上髙志君）２番議員、村上です。 

  111ページのにしはらオーガニック施設修繕費についてお尋ねいたします。 

  どのような工事内容ですか。お願いします。オーガニック、堆肥センター

です。（「ページが違う」の声） 

○議長（宮田勝則君）村上議員、ページ数は何ページになりますか。 

○２番議員（村上髙志君）101ページじゃないかな。 

○議長（宮田勝則君）101ページ。 

  産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）オーガニックセンターの工事費のみですか。それと

も修繕費もですか。（「修繕費です」の声）修繕費ですね。修繕費のほうに

つきましては、オーガニックセンターにつきましては、ブレスですね。オー

ガニックセンター本体の壁だったり屋根だったりのブレスがたるんだり切れ

たりしている部分の交換、あるいは増し締め等でございます。それから、計

量器の修繕につきましては、まず肥料等を運んでこられたときの計量器が地

震によって壊れておりますので、その修繕費でございます。 

○議長（宮田勝則君）２番、村上君。 

○２番議員（村上髙志君）ブレスに関しましては、壁等、天井等の修繕に対し

て差がありますので、工事の金額的なものもいろいろ変わってくるかと思い

ます。天井等になってきますと危険性もありますし、壁以上の危険性があり

ますけれども、今後そういう危険性を十分気をつけて工事を行ってください。

以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ６番議員、上野君。 

○６番議員（上野正博君）６番議員、上野です。 

  42ページの委託料です。固定資産地図システムデータ修正業務委託料とあ

ります。これは、毎年委託してつくり直しているのかというのが１点と、固

定資産税についてちょっとお尋ねします。住民の方からよく聞くことが、家

屋を解体したら固定資産税が上がるというようなことを聞きます。更地にす

れば固定資産が上がるということをよく言われます。私も完全に理解してい

るわけではないんですけれども、特例措置の申告をすれば２年間は200㎡ま

では６分の１の控除があって、そのままで済むというようなことだと思いま

す。200㎡以上の場合はどうなるのかと。 

  それから、宅地に家を建てた場合のメリットと更地にした場合のデメリッ

トの説明をお願いしたいと思います。 
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○議長（宮田勝則君）税務課長。 

○税務課長（佐藤光弘君）まず１点目ですけれども、固定資産の地図システム

データ修正業務というのは、これは随時、地図データが修正されますので、

その分の修正分ということで随時、毎年やっております。 

  それから、被災された家屋自体を申請すればそのままで宅地として見ると

いうのが去年の９月ごろに来まして、それを広報誌のほうに載せているとこ

ろなんですが、被災住宅用地の特例措置についてということで、３番目の質

問を先に説明しますけれども、まず宅地にされた場合、家を建てましたらば

200㎡以下につきましては小規模住宅用地としまして評価額の６分の１が課

税標準額になります。固定資産は、あくまでも課税標準額に税金をかけてい

きますので、そういう特例があります。それから、それより大きい200㎡か

ら300㎡までが３分の１、残りについては全額が課税標準額というふうな形

になります。要するに住宅を建てればそれだけ特例があって、固定資産税は

安くなるという方式になっております。それで、その措置を、今回の被災に

おいて家が建ってなくても、その特例は申請されれば２年間は受けられると

いうふうに国のほうから指示がありましたので、当村のほうもそのような形

で事務を進めているところでございます。 

  それと、４番目の質問の、そこに家を建てなければというふうな形のお話、

６倍になるというお話がありましたけれども、先ほど言いました住宅の特例

措置自体は、確かに申請を毎年していただいている方で２年過ぎた後にまだ

住宅が建っていなかった場合には、それは宅地の雑種地としての評価になり

ますので、その分については税金は高くなるということになります。ただ、

これはまだ国から正式に来ておりませんけれども、２年が３年に延びること

も考えられますので、そのときにはそのときでまたすぐに広報誌等、防災無

線等でご連絡したいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）６番、上野君。 

○６番議員（上野正博君）もう何人かは既に更地にして、ドングリを植えたり、

木を植えたりしておられる人がおられるんです。じゃ、２年後は雑種地とな

るということですか。 

○議長（宮田勝則君）税務課長。 

○税務課長（佐藤光弘君）現況課税になりますので、ドングリとか木を植えら

れれば、それは山林です。山林評価になります。畑にされれば畑評価になり

ます。 

○議長（宮田勝則君）ほかに。 

  ９番議員、桂悦朗君。 

○９番議員（桂 悦朗君）９番議員、桂です。 

  ページ数は32ページ、ここの委託料で、村内防犯灯管理委託ということで

ありますけれども、最近、夜、歩いている方がおられますけれども、歩道と
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かそういうところに亀裂が入ったりして、ちょっと段差があったりなんかし

て、防犯灯が消えているところもありはしないかなと。そしたら、そこでつ

まずいてけがしたりとかされることもあると思うんですね。それで、防犯灯

をきちんと確認されているのか、されていないのか。それが一つ。 

  それと、私たちが見てすぐどこどこの防犯灯が切れていますよということ

でわかるように、一つ一つの管理されるように番号をきちんと打ってもらっ

ておけば、例えばＡの１番なら１番、Ａの２番と、ずっとそれで管理されて

おけば何番が切れていますよということで、それと木がさわっているとか、

そういうことでわかると思うんですね。そういう管理の仕方を現在されてい

るのか、されていないのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）今は、村内の業者の方に取りかえとか点検もしてい

ただいているという状況で、また、あるいは職員が地元とか通勤とかの間で

気づいた分についても教えていただくと。それから、地区の方から連絡があ

った場合はそれで見て修繕、取りかえとか、蛍光灯が切れているという場合

は取りかえ等もお願いしているという状況です。番号管理までしているかと

いうのは、なかなかちょっとわかりませんけれども、そこの場所の角から何

番目とか、そういう形で教えていただいて、それを順次交換なり点検してい

るというような状態であると思っております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）９番、桂悦朗君。 

○９番議員（桂 悦朗君）昼、交換に行かれるわけですよね。そしたら、間違

っていたら、要するに違ったところをかえておるような状況にもなりますし、

番号をきちんと振ってもらっておけば、どこどこの番号ですよと、何番です

よということで言うほうもわかるんですよね。だから、管理番号をきちんと

やっぱりそれはつくらなくちゃならないんじゃないかなと思うんですけれど

も、管理番号をつくりますか、つくりませんか。聞きたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）今までずっと立てていった分が、番号はある程度つ

けている、こちらの連番じゃなくて整理的につけている部分もあると思いま

すので、全体的にとなると結構な数になりますので、それはこちらでまた検

討させていただきたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）９番、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）今、検討すると言われたことは、するということで

すか、しないということですかと言ったたわけですから、検討だったらしな

いということもあり得るわけですね。そうでしょう。何でこんなことを言う

かといったら、やはり住民の方がもしけがされたときに、そこが切れておっ

たとか、そういうふうになったときに、じゃどこが責任とるかということで

すよね。そういうこともあって考えて、なるべく住民の人がわかりやすいよ
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うにやってもらえないかということですから、やるということで、どうです

か。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）道路の欠陥があってけがした場合は村が責任とります。

防犯灯が暗いからけがしたときは、これは村の責任とるところはないと思い

ますけれども、今おっしゃった番号をつけるということは、管理しやすいこ

とはもう十分わかっております。今の検討するのも前向きにできるように検

討をするということで、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）72ページなんですが、観光費で12番の揺ヶ池水質調

査ということで６万円ほどついておりますが、お池さんのほうは、昨年、一

昨年、水がこしたりとか濁ったりしていたときもございます。そのとき、水

質検査はどうだったのかなと、そこを聞きたい。 

  なぜ、こんなことを言うかというと、多くの方が来てくんで帰っておられ

ます。最近、私が何度か行ったんですが、今は水ありません。水がない状況

に今なっているけれども、他県のほうから水を汲みに来られるそうなんです。

そういう方は、来られて、あそこの神社にお参りして帰られるんですが、で

もわざわざそういうところに来られているから、やはり何らかの形で皆さん

方にもお示ししておかんと、来て、なくなっておるということで、わざわざ

来られるというのも、今までは観光としても来られておったと思いますので、

そういう面も何かの形で、ホームページとかそういうものにも載せられると

か考えられないですか。 

○議長（宮田勝則君）企画商工課長。 

○企画商工課長（髙本孝嗣君）ありがとうございます。 

  ご心配していただいて、お池さんの水につきましては、村長のほうの答弁

にもありましたように、やはり我々が小さいころから見ておりました湧水で

ございます。昨年、地震後からは水が一部濁ったり渇水したりということで、

水道課のほうで水の検査は行っていただいて、負担金をこちらのほうで出す

ということでございますけれども、平成28年度におきましては、途中からは

水の検査はやっていないと。ただ、いつ渇水から湧水になるかということを

我々は期待しながらここにも予算を上げておりますし、また新年度の中でい

つも毎年行っております４月７日につきましては、お池さんの大祭をやって

いるわけでございます。これも例年どおり行うということでございます。一

応、我々といたしましては、できるだけ復帰することを願いながら、今後も

備えたいというふうに思っております。 

  水の検査につきましては、ご心配をされておりますけれども、我々も飲料

水の適合という言葉は使っておりません。お池さんの水については検査は行

っておりますということだけしか、今まで掲示板のほうもそのようにさせて
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いただいております。適合といいますと、大雨のときなんかは、やっぱりど

うしても周りから流水して検査が不都合なときもございました、今まで過去

にはですね。そういったことがありますので、看板につきましては、あくま

でも検査は行っておりますということで、霊水でございますので、後は本人

さんの判断に基づいてということでご理解をしていただくならというふうに

思っております。 

  また、今、渇水しているからホームページのほうに登載ということでござ

いますが、これは本当にありがたい言葉でございまして、我々も早速そちら

のほうの検討で、今しばらくは渇水しておりますという方向でホームページ

のほうにも掲載させていただけるならというふうに思っております。以上で

ございます。 

○議長（宮田勝則君）９番、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）今、渇水しているからということで、来られた方に

は水上さんのほうで、何か自分のところで、水が余り出てないんですが、少

し出ているからということで、汲んで帰ってもらっていますということを言

われたんですよね。水上さんからすると、あそこについておられるわけじゃ

ないけれども、いつもそういうふうにして、来られた方がお参りされたりと

か、そういうところで来られるものですから、目についたときには行ってか

らお話をされているということですので、そういう面も考えて、今後、あそ

こも西原村で祭っておるわけですから、きちんとした形でしてもらいたいと。 

  それと、建屋の横に小さい建屋というんですかね、それがあるんですね。

あれが、何か今度の地震で壊れかけていると。横ですよ。それをこの前、人

吉市か何か来られた方がそれを建てかえたいということで言われたらしいん

ですよ。それで、水上さんのほうから、そういうふうに言われたから一応西

原村の役場のほうに言ってくださいということで、言っておきましたので、

その人は何かボランティアで建てかえたいということを言っておられたとい

うことですから、また来られるかもしれませんので、そのときにはよろしく

お願いしたいと思います。以上でございます。 

○議長（宮田勝則君）ほかに。 

  ８番議員、林田君。 

○８番議員（林田直行君）８番、林田です。数件、お伺いしたします。 

  まず初め、39ページ、目16震災復興費となっております。693万2,000円の

新しい項目かと思います。これに、集落支援員の報酬ともなっておりますの

で、どういうことを、何かされるのかなということと、委託料で熊本震災追

悼式委託料、これがもう１年になりますので、いつごろで、どういったふう

に計画されているのかなということを１点。 

  それと、もう一つは、続けてよございますか、議長。１件１件がいいです

か。 
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○議長（宮田勝則君）いいですよ。 

○８番議員（林田直行君）いいですか。 

  次が55ページ、56ページとなりますが、民生費、児童福祉費の地域子育て

支援拠点事業というもの、子育てひろばといいますか、これは被災して解体

しましたかね、あの施設は。そういうことで、今、保育園に間借りといいま

すか、入ってやっているのですね。そういう施設関係はどうやっているのか。

それが見えないということで、そういった場合、保育園の今後、小さい子ど

もがおりますので、待機児童あたりの状況はどうなっているのかということ

です。 

  それと、もう一つ、次が57ページ、これの真ん中の熊本地震災害救助費の

被災者住宅応急修理工事費となっておりますが、これは大体57万円か幾らか、

詳しいお話をしていただくならということと、63ページの工事請負費ですね。

これが、災害廃棄物の仮置き場、グラウンドのことだと思いますが、それで、

鉄板撤去工事費及び舗装取り壊し工事費、災害廃棄物の仮置き場の復旧工事

となっておりますので、グラウンドの置き場を何月ごろやめて復旧をされる

んじゃないかと推測しておりますので、その点を詳しく説明願いたいと思い

ます。 

  それから…… 

○議長（宮田勝則君）林田君。余りに多過ぎますので。 

○８番議員（林田直行君）ならば、今までのところで、大体わかりますか。よ

ろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）まず、第１点目、集落支援員報酬関係、熊本地震追悼式

ということで、総務課長。 

○総務課長（西山春作君）集落支援員につきましては、昨年度といいますか、

平成28年度の途中から今、復興支援推進室のほうに来ていただいている、山

の暮らし再生機構から派遣というか、協定を結びまして、今こちらのほうで

していただいております。集落支援員については、特別交付税の交付税措置

の対象にもなるということですので、それで報酬として組んでいるところで

ございます。 

  それから、その下の委託料の追悼式につきましては、予定としては４月15

日にちょうど１年を迎えるあたりということで、追悼式をさせていただくな

らということで予算を計上させていただいております。こちら、そのくらい

だったでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）今、39ページの２点につきまして総務課長が答弁いたし

ました。 

  林田議員。 

○８番議員（林田直行君）支援をいただいている方は大体何名ぐらいかという

ことと、追悼式はどういうような形というか、計画はどうなっている。ただ、
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何といいますか、戦没者のような感じでするのか、どういうのかという感じ

ですが、それをちょっとお伺いいたします。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）集落支援員につきましては１人です。 

  それから、追悼式については、内容的にはまだ詳しくまでは詰めておりま

せんが、形としては前回の慰霊祭のような形で厳かに行うというようなこと

を考えております。 

○議長（宮田勝則君）よございますか。 

  それでは、ページ55、子育てひろば関連の質疑が入っております。 

  住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  ひろばにつきましては、委員会のほうでもいろんなご指摘をいただきまし

て、12月の議会で上野議員様のほうからもご質問がありました。今、解体に

入っております。ひろばにつきましては、当初、保育園にあったということ

で、今また保育園に戻ったという形ではございますが、やはり一つの空間の

中で子育て支援を行っているといろんな相談もできないということで、委員

会のほうからご指摘がありました。 

  今後、今、住民課のほうでいろんな考えをやっているのは、民間のこうの

とり保育園さんのほうが子育てひろばをやってもいいという前向きなお言葉

をいただいております。村内のこうのとり保育園の近くの施設というか、理

事長の施設なんですけれども、そこの施設をひろばにというふうに今後検討

していきたいなというふうな方向で今考えております。 

  もう一つは、独自で施設をつくるという方向もございますが、いろんな部

分で財政面その他部分で考えた場合に、やはり同じ子育て支援ならば委託を

してやったほうがコスト的にも安くつくんじゃないかなというふうに思って

おります。ただ、今、子育てひろばには３人の先生方にお願いしているわけ

ですので、こうのとり保育園のほうも人間がいないということで、そのあた

りでその方が来ていただければ一番いいということで、いろんな協議をしな

がら、ひろばについては今後考えていきたいというふうに思っております。

できるだけ早い時期に、ちゃんとした形で、見える方向で考えたいと思いま

すので、今後とも議員の皆様とご相談しながら進めさせていただきたいと思

っております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）待機児童についても言えますか。 

○住民課長（藤吉昌也君）待機児童につきましてですけれども、一応、公立保

育園、私立保育園の受け付けは住民課のほうでやらせていただいております

ので、４月１日、一応入所につきましては、待機児童は０でございます。人

間のほうが確定、人間は数的には出せませんけれども、180ぐらいだったと

思います。以上です。 
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○議長（宮田勝則君）それでは、保育園長。 

○保育園長（園田久美代君）子育てひろばにおきましては、現在、保育園に開

設しておりますけれども、現在、子どもたちがちょうど182名おります。と

いうことで、本来は子育てひろばの場所は０歳児が利用しておりました。０

歳児が後半になってくると入所が多いということで。でも今回、被災を受け

たということで、場所的に本当に必要な場所じゃないかなと、私もその思い

はありましたので、個人的なあれになるんですけれども、うちの孫が生まれ

たときに、ちょうど被災の後に生まれたんですけれども、その２カ月後に子

育てひろばに行ったらなかったと。 

  どこも行くところないんですよねという言葉を聞いたときに、ここの山河

の館の２階にあるよって言ったら、何か行きにくいといって、狭いしとか何

かそんなん言っていたんですけれども、その言葉を聞いたときに、本当にお

母さん方が家庭で見られているお子さん、保育園に来ている子はお預かりし

ます、じゃ、家庭で見ている方はと、それはちょっとできない部分でしたの

で、その部分におきまして、子育てひろばの方とも相談して、村長にもすぐ

申し上げたら、できるかということをすぐ言われたんで、即答でどうにかや

りたいですということで開設をしたんですけれども、今は毎日十四、五人ぐ

らいの親子の方が見えています。 

  本当にすごく利用されている分が多いということで、本当に大切な場所だ

なということを私も確信しておりますけれども、現在、保育園のほうが来年

度も定員割れといいますか、180に対して160名の入所。徐々にふえていきま

す。０歳の申し込みがかなりあっております。徐々にふえていきますけれど

も、来年度においては定員割れの見込みをして、子育てひろばとしての活動

はできるかなという思いではおりますけれども、今後としては、やっぱりき

ちんとして形で、村でするのか、民間という話も出ておりますけれども、そ

ういう形できちっと子育てひろばセンターということを、私のほうからお願

いしたい部分はあります。 

  それと、待機児童というか、先ほど言われましたけれども、来年度は先ほ

ども言いましたように定員割れでの入所になりますけれども、逆に言えば、

子育てひろばのほうが利用できるというところで、来年度は160ぐらいから

のスタートにはなりますけれども、徐々に180近くになると思います。以上

です。 

○議長（宮田勝則君）今の答弁でよございますか。 

  続きまして、ページ57、熊本地震災害救助費、被災者住宅応急修理工事費

について質疑が入っております。 

  住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  今回、補正でも50件ほど落とさせていただいておりますが、住宅の応急修
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理ということで、半壊以上の方について57万6,000円費用が出るというやり

方でございますが、この受け付けが４月13日までということになっておりま

す。その他のいろんな受け付けにつきましては３月の広報に載せております

が、ただ、完了につきましては明確にまだうたってありませんで、平成29年

度中ということで、今、受け付けしても平成29年度中に終わればいいという

ことでございます。実際、いろんな部分で業者さんがいないとか材料がない

とかというふうで完了期間のほうは延ばしてあるところでございます。 

  平成28年度で、今のところは約500件ぐらいの受け付け申請があっており

ます。完了が340ぐらいだったと思います。まだ３月いっぱいまでには終わ

らないというのが現状でして、一応、今100件の予算措置をさせていただい

ておりますが、３月31日までに終わらない平成28年度分の応急修理について

は、今後６月の補正で対応させていただきたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）林田議員、今のでよございますか。（「はい、わかりま

した」の声） 

  次に、63ページ、廃棄物処理に関する村民グラウンドの件であります。住

民課長、答弁を求めます。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  廃棄物処理の工事請負費ですが、4,277万9,000円ということで予算計上さ

せていただいております。一応、グラウンドにつきましては、秋をめどに完

全撤去のほうを目指していきたいと考えております。それ以降、グラウンド

整備をしまして、来年度、平成30年ですね、からはグラウンドが使えるよう

に整備をしていきたいというふうに考えております。 

  ただ、この事業費につきましても、査定の段階の工事関係の事業費でござ

いまして、今実際、仮置き場の復旧工事につきましても、土木単価の見直し

につきまして単価自体が上がっております。一応、それも明確ですので、全

体的に再度、また国のほうと協議をいたしまして、新しい工事請負費、単価、

工事関係の費用につきましては、ご提示をさせていただきたいと思いますの

で、その節はよろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）８番、林田君。 

○８番議員（林田直行君）今の説明で十分です。引き続き、１点ぐらいいいで

すか。 

  76ページですが、集落復興事業で１億円ですか、上がっておりますが、こ

れは今被災されている地区のいつも説明のやっている案件ではないかと思い

ますが、大体予定されている地域といいますと、余り言われんならよござい

ますが、大体計画があるから予算が上がっておるのだと思いますが、どうい

う進行状況かちょっとお伝え願えればと思います。 

○議長（宮田勝則君）暫時休憩します。 
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（午後 ３時２８分） 

 

（午後 ３時２９分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  村長。 

○村長（日置和彦君）１億円だったですね。これは、要するに布田川断層帯、

ひどかった６集落の小規模住宅地区改良事業、これが9,000万円上がってお

りますけれども、この６集落の分であって、その下の都市防は大切畑地区の

分であります。 

  ただ、今ここで予算を上げておりますけれども、この事業でこのままいく

のか、これは国が半分、町村が40％ぐらいあります。到底、財政が圧迫しは

しないかということもありますので、ここで上げておりますけれども、この

事業を別な事業でやることも、もしもその事業があればそちらのほうに変わ

ることもあり得るということでございまして、今いろんな地形調査とかボー

リングとかいろんなことをやっておりますので、そこの中でまた判断しなく

ちゃならないというふうに思っております。今現在は、先ほど言いましたよ

うに、地震のひどかった６集落、それに都市防は大切畑地区に、そういった

ところにするならばということで考えておるところでございますので、先ほ

ど言いましたように、まだ変わる要素がいっぱいございますので、その辺は

ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）ほかに歳出について。 

  １番議員、堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）１番、堀田です。 

  ページ数の７ページ、債務負担行為に記載してありますが全体的にいきま

す。この中に、自動体外式除細動器、俗に言うＡＥＤのレンタル料が示して

あります。今回、歳出のほうに民生費、教育費、全部レンタルという形で設

置してあります。ＡＥＤが各学校、保育園、その他の施設、役場にも当然あ

りますが、今回の震災においてＡＥＤが使われたのか、使われなかったのか。

実際、私のおりました河原小学校は玄関先にＡＥＤの箱はありましたが、中

に入ってなかった。たまたま電池の交換時期ということでしたけれども、た

またま職員室にはありましたので、避難所のほうにそっちで持っていきまし

た。ということで、やはりあっても電池が切れたりとかそういうことだった

ら全く宝の持ち腐れということと、だから１点が、震災時に使用した経緯が

あったかなかったか、１点です。 

  あと、設置場所。設置はしてあるけれども、先ほどはなかったという。あ

っても、今度は使える職員がいるかいないか。実際、うちの役場では平成18

年ごろ、普通救命講習ということでＡＥＤの使い方を習得した職員がかなり

おります。その後、もう10年以上たったということで、新しい職員もおりま
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すし、保育園にしてもしかりですね。新しい職員が入ってきたということで、

いざ使おうとしたときに使えなかったら何もならないということで、実際、

そういう訓練を今現在、やっておられるのか。また、今後やる見通しがある

のかお聞きしたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）保育園長。 

○保育園長（園田久美代君）ＡＥＤにおいては今回の震災では使用しておりま

せん。しかし、今回、防災訓練の一つとして、子どもたちの引き渡し訓練を

しました。その事前に復興庁から見えたときに、ＡＥＤの、正直、使い方を

知っている先生というのが前からいらっしゃった先生ぐらいなんですけれど

も、たまたま見たときパッドの期限が切れていたんですよ。そういうことで、

これじゃいけないということで、そしたらケースごと、あるいはもう交換時

期がやがて来ますよということだったんで、じゃことしからきちっとした形

でレンタルをしようということで、こういうふうに債務負担行為のほうで上

げさせていただきました。 

  来年度は、保育研修の中にＡＥＤの計画を入れておりますので、今後また

職員にはしっかり伝達していきたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）１番、堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）ということで、保育園は今後そういうことになると

いうことでしたが、両小学校、中学校もあるかと思いますが、そのあたりも

学校への指導をよろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ３番議員、坂本君。 

○３番議員（坂本隆文君）３番、坂本です。 

  88ページになります。学力検査委託料というものが数万円出ておりますけ

れども、震災後、学力のほう、また精神的なものが変わっているのか、変わ

ってないのか、大変心配しておりますけれども、こちらのほうの調査という

ものはされましたでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）教育長。 

○教育長（曽我敏秀君）学力については、定期的な学力テストがあっておりま

すので、これにつきましては、学校において、もともとが県平均よりも下が

ったところも若干あったわけでありまして、その後、震災以降、上がったか

というと、そこもそうじゃない。ただ、中学校の場合は震災以降も若干上が

ったということです。 

  それと、心のチェックリストがありまして、これは定期的にやっておりま

すので、今後も定期的に養護教諭のほうでやらせていただいているところで

す。心のチェックの項目は二十数項目あるんですが、やはりそのときの気分

でかなり違うのかなというデータも出ております。河原のほうは割と人数も

少ないですので、事細やかにチェックを一人一人呼んでやっているところで
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もありますし、養護の先生も今１人来ていただいて２人おられますので。山

西のほうは、チェックリストをもとに担任の先生を中心にやっているように

聞いております。そういったことで、定期的なチェックをやっている。 

  ただ、東北とか中越とか阪神・淡路、その辺での３年後、５年後、いろい

ろなデータが来ておりますけれども、かなり心配はしていましたが、今のと

ころ、そういった事例からして、うちの場合、心配する必要はないとは言え

ませんが、震災前に不登校だった子は不登校という感じでありますので、震

災を受けてどうのこうのということは、今のところ大きな動きはないという

ことであります。 

  ただ、背景には、やはり大人社会がしっかりしているということがあると

いうふうに思います。大人社会が不安定になると、やっぱりその辺は不安定

になるのかな、特に家庭とかですね。ですから、今、大人社会が持ちこたえ

て、精神的に心の面でも持ちこたえているのかなというふうには思っていま

す。以上です。 

○議長（宮田勝則君）歳出に対しまして、ほかに質疑ございませんか。 

  ４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）過去にです。数字というより、企画のほうになるの

かな。馬頭山のところのはらっぱさんが使用されているところが、平成29年

で何か契約をやめて解体するとかしないとか話があったような状況はあれか

らどうなったかなと。ことし、平成29年になるからと思って。産業課で何か

そういう話があったと思うんですけれども。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）契約は、去年の段階で大体ことしの３月までという

予定でしたけれども、途中で、向こうが道路が行き来ができないということ

で、向こうのほうから解約の申し出がございまして、そのまま契約は解約を

したという状態になっております。 

○議長（宮田勝則君）４番、中西君。 

○４番議員（中西義信君）当時の記憶では、その後、解体をするとかしないと

か何か話があったような記憶があったからちょっと質問しましたけれども、

今後、そのまま残すということですか。 

○議長（宮田勝則君）総務課長。 

○総務課長（西山春作君）今もトイレあたりもちょっと使えないような状態も

ありますので、あそこはもう解体する予定というとで、まだ予算的には上げ

ておりませんけれども、その方向でと考えております。 

○議長（宮田勝則君）ほかにございませんか。 

  それでは、歳入歳出を一括して質疑をお受けします。質疑ございませんか。 

  ４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）またがってあれなんですけれども、繰越明許が64億
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円、中央簡易水道が２億2,000万円あります。合計で66億円。通常予算が平

成29年度110億円ですけれども、通年を考えますと約40億円前後で、それか

らデジタルを引けば三十六、七億円になりますかね。すると、約75億円ぐら

いが災害関連になるのかなと思います。それを合算しますと約140億円ぐら

いがのしかかってくるわけなんですけれども、対応というのはいかがなもの

なんでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）村長。 

○村長（日置和彦君）今回の地震、当初から被害総額約400億円ということは

言っておりましたけれども、それぞれの事業関係で工事費を含めて、経営体

事業、全てのことがかなりのしかかっております。土木関係は、当初、提案

理由のときに申し上げたとおり、15億円のうちの10億円ぐらいは発注済みと。

農業土木のほうが震災を合わせて、７億5,000万円のうち約２億円が発注済

みということで、それがかなりの繰り越しということでございます。 

  建設業者等も、今は村内業者だけでは到底できませんので、菊池郡市、熊

本市東部あるいは阿蘇郡では高森町あたりから業者に来ていただいてやって

おります。阿蘇郡の業者は、解体工事も含めて当初から来ていただいている

業者もおられます。しかしながら、やはり１社で何本も受注されております。

おかげで、不落はきのうかおとといごろ入札もしておりますけれども、それ

もまた不落、なかったということで、今までの発注では全てが落札をしてお

るということで、そこら辺は順調に進んでおりますけれども、やはりいろん

な事業等含めて繰り越しせざるを得ないと。 

  極端に言うと、今ごろ発注したなら事故繰りまでありはしないかというこ

とも、今ごろそんなことをまだ言うわけにはいきませんけれども、そういっ

たことも起きはしないかということでおります。阿蘇の九州北部豪雨のとき

は、阿蘇市あたりはかなりの事故繰りがあったということも聞いておりまけ

れども、事故繰りだけはうちは避けていきたいなというふうに思っておりま

す。 

  当初予算が110億円と、その中でまた繰り越しということでありますけれ

ども、事業関係は今からふんどしのひもを締めて、しっかりとやっていきた

いというふうに思っております。今のところ、それ以上、完全にできますと

いうことを言いたいところでありますけれども、平成29年度予算も繰り越し、

平成30年度に繰り越しすることもあると思いますので、そこら辺はご理解い

ただきたいというふうに思います。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 
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○議長（宮田勝則君）税務課長より訂正がありますので。 

  税務課長。 

○税務課長（佐藤光弘君）当初、中西議員より、きょうの条例改正で予算には

影響ないかということでご質問がありましたけれども、グリーン化特例が１

年間延長しておりますので、軽自動車税については影響しております。以上

です。 

○議長（宮田勝則君）これより本案を起立により採決します。 

  議案第16号、平成29年度西原村一般会計予算について、原案どおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第16号は原案どおり可決されました。 

  以上で本日の議事日程は全部終了しました。 

  本日はこれをもって散会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、次の会議は15日午前10時より議事日程

第４号のとおり行います。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

 

 

午後 ３時４６分   散 会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 号 （ ３月１５日） 
 

 



－131－ 

平成２９年第１回西原村議会定例会会議録 

 

 

平成２９年３月１５日、平成２９年第１回西原村議会定例会が西原村役場に

招集された。 

 

 

 平成２９年３月１５日（水曜日） 議事日程第４号 

 

日程第 １  議案第１７号 平成２９年度西原村国民健康保険特別会計予算 

              について 

 

日程第 ２  議案第１８号 平成２９年度西原村介護保険特別会計予算につ 

              いて 

 

日程第 ３  議案第１９号 平成２９年度西原村後期高齢者医療特別会計予 

              算について 

 

日程第 ４  議案第２０号 平成２９年度西原村中央簡易水道事業特別会計 

              予算について 

 

日程第 ５  議案第２１号 平成２９年度西原村工業用水道事業会計予算に 

              ついて 

 

日程第 ６  議案第２２号 工事請負変更契約の締結について（災補道第２ 

              ４６３号 田中高遊線道路災害復旧工事） 

 

日程第 ７  議案第２３号 工事請負変更契約の締結について（災補道第２ 

              ４６１号 田中高遊線道路災害復旧工事） 

 

日程第 ８  同意第 １号 西原村監査委員の選任につき同意を求めること 

              について 

 

日程第 ９  組合議会報告 

 

日程第１０  委員会の閉会中の継続審査 

 

日程第１１  委員会の閉会中の継続調査 
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１、応招議員    （１０名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、不応招議員    （なし） 
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３、出席議員    （１０名） 

 

 

１ 番    堀 田 直 孝 君 

２ 番    村 上 髙 志 君 

３ 番    坂 本 隆 文 君 

４ 番    中 西 義 信 君 

５ 番    西 口 義 充 君 

６ 番    上 野 正 博 君 

７ 番    山 下 一 義 君 

８ 番    林 田 直 行 君 

９ 番    桂   悦 朗 君 

１０ 番    宮 田 勝 則 君 

 

 

 

 

４、欠席議員    （なし） 

 

 

 

５、職務のため出席した職員は次のとおりである。 

 

 

議会事務局長    吉 田 光 範 君 

議会事務局書記   坂 園 まゆみ 君 
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６、地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名

は次のとおりである。 

 

 

村  長    日 置 和 彦 君 

副 村 長    内 田 安 弘 君 

教 育 長    曽 我 敏 秀 君 

総務課長    西 山 春 作 君 

企画商工課長  髙 本 孝 嗣 君 

教育課長    塚 元 利 文 君 

会計管理者   中 村 義 光 君 

税務課長    佐 藤 光 弘 君 

産業課長    海 東 義 朗 君 

住民課長    藤 吉 昌 也 君 

保育園長    園 田 久美代 君 
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午前１０時００分   開議 

 

 

○議長（宮田勝則君）おはようございます。 

  本日は全員出席であります。 

  定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付の議事日程第４号のとおり行います。 

  日程第１、議案第17号、平成29年度西原村国民健康保険特別会計予算につ

いてを議題とします。 

  内容の説明を住民課長に求めます。 

（住民課長 藤吉昌也君 登壇 説明） 

○住民課長（藤吉昌也君）おはようございます。議案第17号についてご説明い

たします。 

  議案第17号、平成29年度西原村国民健康保険特別会計予算、熊本県阿蘇郡

西原村。 

  １枚あけていただきますでしょうか。 

  平成29年度西原村国民健康保険特別会計予算。 

  平成29年度西原村国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ10億1,838万8,000円と

定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１

表 歳入歳出予算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借り入

れの最高額は、１億2,000万円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳入歳出の各項

の経費を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）保険給付費の各項に計上された予算に過不足が生じた場合における

款内での、これらの経費の各項間の流用。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  歳入につきまして、主なものについてご説明申し上げます。 

  ７ページをお願いいたします。 

  款１国民健康保険税、項１国民健康保険税、目１一般被保険者国民健康保

険税、本年度予算額１億5,344万1,000円、同じく目２退職被保険者国民健康

保険税560万9,000円でございます。これらの現年度分につきましては、平成
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29年１月下旬の調定を基準に収納率及び震災による所得等の減を考慮いたし

まして算出しております。 

  ８ページをお願いいたします。 

  款３国庫支出金、項１国庫負担金、目１療養給付費負担金１億6,330万

3,000円でございます。これは平成29年度の給付見込みとしまして、計上の

分の国庫負担金としまして、約32％が国庫負担金として入ってまいります。

その分の予算として計上させていただいております。 

  同じく国庫支出金の項２国庫補助金、目１財政調整交付金7,719万9,000円、

内訳としまして普通調整交付金に5,615万4,000円、特別調整交付金が2,104

万5,000円ということで、これにつきましては見込み額及び過去３年の実績

に基づきまして予算の計上をさせていただいております。 

  ９ページをお願いいたします。 

  款４療養給付費等交付金、項１療養給付費等交付金、目１療養給付費等交

付金2,113万4,000円でございます。この交付金につきましては、前期高齢者

65歳から74歳までの加入率が全国よりも高い保険者に対しまして、医療費の

不均衡の調整を図るために、支払基金のほうから交付されます。 

  すみません、今の訂正を申し上げます。先ほどの交付金につきましては、

これは支払基金のほうから毎年給付見込み額に対してまして交付されるもの

です。訂正をお願いいたします。 

  款５前期高齢者交付金、項１前期高齢者交付金、目１前期高齢者交付金２

億7,080万4,000円でございます。これが先ほど申しました前期高齢者の65歳

から74歳までの方で全国平均よりも高い保険者に対しまして、医療費の不均

衡を調整するための交付金であります。これにつきましても、社会保険診療

基金のほうから交付されます。 

  款６県支出金、項１県負担金、目１高額医療費共同事業負担金761万9,000

円でございます。これにつきましては、３カ年の実績を考慮いたしまして予

算の措置をさせていただいております。 

  続きまして、款６県支出金、項２県補助金、目１財政調整交付金4,053万

7,000円でございます。これにつきまして県の調整交付金は、毎年項目が変

わってきておりますが、その中で３年間の実績に応じまして予算措置をさせ

ていただいております。 

  款７共同事業交付金、項１共同事業交付金、目１高額医療費共同事業交付

金1,645万7,000円、目２の保険財政共同安定化事業交付金１億8,600万円の

予算を計上しております。これにつきましては、保険者の財政安定を図るこ

とを目的に国保連合会のほうが主体となり実施する事業でございます。それ

ぞれの事業の交付基準の医療費に対しまして交付されます。 

  款８繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金5,745万4,000円で

ございます。これにつきましては、保険基盤安定繰入金など法定内の繰り入
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れを一般会計からお願いしております。 

  歳入の主なものついては以上でございます。 

  次に、歳出のほうをお願いいたします。 

  11ページをお願いいたします。 

  11ページの総務費に関しましては、事務的経費でございます。 

  次、12ページをお願いいたします。 

  下のほうになりますが、款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険

者療養給付費５億円、目２退職被保険者療養給付費2,500万円でございます。

これにつきましては、３年間の実績をもとに、今回、計上させていただいて

おります。 

  13ページをお願いいたします。真ん中になります。 

  款２保険給付費、項２高額療養費、目１一般被保険者高額療養費6,000万

円、目２退職被保険者高額療養費300万円でございます。高額療養費につき

ましても、過去３年間の実績を考慮して予算計上をさせていただいておりま

す。 

  続きまして、14ページをお願いいたします。 

  ちょうど真ん中ぐらいになりますが、款３後期高齢者支援金等、項１後期

高齢者支援金等、目１後期高齢者支援金9,919万2,000円でございます。これ

につきましては、後期高齢者連合会に対しまして交付金を交付する費用に充

てるもので、これにつきましては、社会保険料診療基金が保険者から徴収す

るものでございます。 

  15ページをお願いいたします。 

  款６介護納付金、項１介護納付金、目１介護納付金4,293万3,000円でござ

います。これにつきましては、国の算定基礎のもとに試算して計上した金額

でございます。 

  款７共同事業拠出金、項１共同事業拠出金、目１高額医療費共同事業拠出

金3,048万円、目２で保険財政共同安定化事業拠出金２億2,381万6,000円で

ございます。これにつきましては、高額共同事業保険財政安定化事業の財源

としまして、国保連合会へ納付する金額でございます。これは連合会のほう

から見込み額で来ております。 

  款８保健事業費、項１特定健康診査等事業費、目１特定健康診査等事業費

472万8,000円でございます。この中の主なやつとしましては、13委託料の

430万円、特定健康診査等事業に対する委託料を主なものとして計上させて

いただいております。 

  17ページの予備費でございますが、今回は計上する財源がございませんの

で、1,000円のみの計上をしております。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

  申しわけございません、１カ所訂正をお願いしたいと思います。９ページ、
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款５前期高齢者交付金の目１で前期高齢者交付金の予算額が２億7,780万

4,000円でございます。訂正をよろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ６番議員、上野正博君。 

○６番議員（上野正博君）６番議員、上野です。 

  17ページの過誤納還付金ですね、これ昨年よりもかなり多く計上してあり

ますが、どういう意図からですか。 

○議長（宮田勝則君）税務課長。 

○税務課長（佐藤光弘君）罹災証明関連の申請関連等々がまだ変化しておりま

して、平成28年度の還付金が発生した場合は、歳出のほうから還付していく

という形になりますので、それを見込んだところで少し多目に入れさせてい

ただいております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）よございますか。 

  ほかに質疑ございませんか。 

  ７番議員、山下一義君。 

○７番議員（山下一義君）７番、山下です。 

  ページ数は13ページになります。目３ですけれども、一般被保険者療養費、

これに装具及び柔道の施術費に300万円、それに下にありますから310万円あ

りますけれども、これの内訳をちょっと教えてほしいんですけれども。目３

の19の負担金、補助及び交付金のところです。装具及び柔道のほうが入っと

るでしょう。13ページです。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  一応、例年と大体同じ金額ぐらいで予算措置をさせていただいております。

装具というのが通常保険適用じゃないコルセットとかなんとかでございます。

10割負担していただいて、３割の費用負担の方については７割をお戻しする

ということで、これは窓口の償還のほうでお戻しをするというのが装具関係

でございます。 

  柔道整復師というのは整骨院とかなんとかも保険適用にございますので、

その費用につきましてでございます。 

○議長（宮田勝則君）７番、山下君。 

○７番議員（山下一義君）これは、そしたら剣道とか柔道もありますけれども、

柔道だけに適用される予算なんですか。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明を少し補足してください。 

○住民課長（藤吉昌也君）柔道整復師という言葉でございまして、一応、整骨

院でいろんな施術をされますね、その方の正式な免許をお持ちの方という考

え方で、マッサージとかなんとかは保険適用がききません。それについては
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お支払いができないということでございます。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかにございませんか。 

  ８番議員、林田直行君。 

○８番議員（林田直行君）11ページをお願いします。 

  13番の委託料で、都道府県化に伴う自庁システム改修委託料と、その下の

連携対応委託料ということで、都道府県化というのを初めてお聞きしますの

で、今後、健康保険が村独自じゃなしで、県に移行されるということはある

程度は聞いておりますが、どのようなことかちょっと説明をお願いいたしま

す。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）ご説明いたします。 

  平成30年４月に向けて都道府県で国保が一本化になるということでござい

ますが、内容的には今の内容とそう変わりません。事務的な部分というのは、

もうほとんど今の事務については町村でやると。保険税につきましても、標

準で均衡を保つために定めなさいということになっていますが、その徴収あ

たりにつきましても町村でやれということで、いろんな町村、熊本県の市町

村で均衡がとれる分の今協議をやっております。 

  内容につきましては、４月の町村の理事会のほうと総会のほうで、ある程

度の道筋が決まるということで聞いております。なかなか都道府県と言うて、

ここは後期高齢みたいに一本化になるということじゃございませんもんです

から、なかなか難しい部分があるということでございます。 

○議長（宮田勝則君）林田君。 

○８番議員（林田直行君）そうした場合、システムの改修、連携どうのと書い

てありますが、もうそれは統一すると理解していいかなと思ったもので、も

うあとは村で、業務は単独じゃないというわけですか。特別会計単独じゃな

しで、全体の会計でやるというような平成30年から理解でいいのかな。事務

手続は地元がやってというような感じですか。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）そのあたりがどうなるかということですが、基本的

には今の業務と変わらないということでお聞きしております。 

  内容につきましても、システムというのがいろんな熊本県内の保険者デー

タがわかるということで、これ移動関係も。それと最終的に、今レセプト関

係につきましては、うちのほうが管理やっていますけれども、その管理につ

きましては一本化になると。その情報を見ることができるという部分で、情

報については共有じゃございませんが、一括管理してその町村が見るという

やり方をとるということでお聞きしております。 

○議長（宮田勝則君）林田君。 

○８番議員（林田直行君）まだ、もやもやでございますが、なら一応対応は地



－140－ 

元だと。すると、金もですか。この会計のほうも地元というような感じに理

解していいですか。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）今のところ、私たちはそういう判断をしております。

ただ、財政的に町村によって違いますものですから、そのあたりの均衡をど

うするかという部分で今後検討するということで聞いております。 

  先ほど、保険税につきましても、うちは３方式でやっていますが、４方式

でやられている部分もあるということで、そのあたりを今後どういうシステ

ムにやっていくかということで、今現在、詰めているところでございます。 

○議長（宮田勝則君）林田君。 

○８番議員（林田直行君）まだ検討中ということで、注視しながら見ていきた

いと思います。 

  そういうのも、いつも法定外を一般会計からうち入れようか入れないかで

大きく、今際々の財政でございますので、今後一緒になったらどうなるのか

なというところがありましたので、お尋ねいたしました。どうも、終わりま

す。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）すみません。今、法定外という繰り入れという件が

ありましたけれども、基本的にはその町村で責任を持ちなさいということで

すので、給付費が上がれば保険税も自然と上がるという形になってきますの

で、余り今と変わらない状況にあると。 

○議長（宮田勝則君）ほかにございませんか。 

  ４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）４番、中西です。 

  仮設団地の件です。大半の方が国保加入と、そういうのは把握というのは

されているんですか。 

○議長（宮田勝則君）関連は関連ですけれども、どこに誰がおるかという、こ

れ調べるのに時間かかると思いますので。 

  住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）すみません。人間と言ったら失礼ですが、誰が入居

されていてどういう方がいらっしゃる、いろんな介護とか、いろんな支援が

必要という方については把握していますが、それがどの保険かというのは正

直言って把握はしておりません。 

○議長（宮田勝則君）中西君。 

○４番議員（中西義信君）どうも失礼しました。 

  きのうの一般会計も含めて、ずっと気になっているのが、やっぱり予防と

いいますか、今後、去年の７月過ぎから徐々に入居されたと思いますけれど

も、やはりこれから梅雨や夏を迎えて、そういった何といいますか、病気じ
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ゃありませんけれども、ストレスも含めてどういった形で対応して、想像の

世界でしゃべるのも申しわけありませんけれども、やっぱり不安がとてもあ

って、どこで聞いていいのかというのもあったりしたものですから、公営住

宅をつくらなければいけないという一般質問で答弁もあっております。やっ

ぱりそういうのを考えると、その間、弱られる方が出てくるのではないかと

いうことをとても危惧してちょっと質問しました。すみませんでした。 

○議長（宮田勝則君）ほかにございませんか。 

  ５番議員、西口義充君。 

○５番議員（西口義充君）14ページの出産育児一時金、前年並みに504万円ほ

ど見てありますけれども、昨年が253万4,000円の減で、非常に出生率が低く

なっているというような報告がありました。お祝い金というか、生まれたと

きに42万円のお金がありますけれども、村独自でもっと出生率を上げるとい

うか、そういうことで、その子どもが生まれたときのお祝い金といいますか、

そういうのを上げるというようなことは考えていくことはできないのか、そ

ういうのはほかの県はどうなっているのか、内容的にわかれば教えていただ

きたいと思いますけれども。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）今回、上げているのは国民健康保険者だけの方とい

うことで、予算的には12名分でございます。ただ、国保の加入の方、お子さ

んにつきましては社会保険のほうが圧倒的に多うございます。今、年間60か

ら70ぐらい子どもの方が出生されている状況だと思いますので、この祝い金

につきましては、今のところ、これはちょっと私の判断ではどうすることも

できませんので、一応、国保の出生に対しての育児金ということで考えてい

ただきたいと思います。 

○議長（宮田勝則君）国保の会計とは別ですけれども、関連はしておりますの

で、政策のほうですので、この辺は一般質問等でやっていただければ、ある

意味検討されて答弁できるかと思いますけれども、現在、村長、何かありま

すか。ない。一応そういうことですので、一般質問等でやっていただければ

と思います。 

  ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第17号、平成29年度西原村国民健康保険特別会計予算について、原案

どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第17号は原案どおり可決されました。 

  日程第２、議案第18号、平成29年度西原村介護保険特別会計予算について

を議題とします。 

  内容の説明を住民課長に求めます。 

（住民課長 藤吉昌也君 登壇 説明） 

○住民課長（藤吉昌也君）議案第18号についてご説明いたします。 

  議案第18号、平成29年度西原村介護保険特別会計予算、熊本県阿蘇郡西原

村。 

  あけていただきまして、１ページでございます。 

  平成29年度西原村介護保険特別会計予算。 

  平成29年度西原村介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出の予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億6,539万1,000円と

定める。 

  ２項、歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借り入

れの最高額は、1,000万円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり定める。 

  （１）各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でこ

れらの経費の各項の間の流用。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  主な内容についてご説明申し上げます。 

  ６ページをあけていただきたいと思います。 

  款１保険料、項１介護保険料、目１第１号被保険者保険料１億1,665万

7,000円でございます。これにつきましては、１月時点の被保険者及び熊本

地震に伴います収入減を考慮して算出しております。 

  款３国庫支出金、項１国庫負担金、目１介護給付費負担金１億1,055万

8,000円でございます。これは平成29年度の給付見込み額を支出予算の介護

サービス諸費、高額サービス諸費、特定入居者サービス費等を合計した額に、

施設介護15％、居宅サービス等20％の国庫負担率を乗じて計上しております。 

  同じく、国庫支出金で項２国庫補助金、目１調整交付金5,680万円でござ

います。これにつきましては、平成29年度の給付見込み額を国が定めた調整
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率及び昨年の予算で減額させていただきました１月から３月までの保険料の

免除分及び利用料の減免分を含めまして、予算のほうに計上させていただい

ております。 

  款４支払基金交付金、項１支払基金交付金、目１介護給付費交付金１億

7,495万6,000円でございます。これにつきましては、２号被保険者である40

歳から60歳までの保険者の保険料で、平成29年度の給付見込み額をもとに算

出しております。支払基金のほうから介護給付費標準給付費として28％にて、

一応算出をしております。 

  ７ページをお願いいたします。 

  款５県支出金、項１県負担金、目１介護給付費負担金9,251万6,000円でご

ざいます。これにつきましても国庫支出金と一緒で、県の負担金率、施設分

17.5％、居宅サービス等12.5％の負担に乗じまして予算を計上させていただ

いております。 

  続きまして、款６繰入金、項１一般会計繰入金、目１介護給付費繰入金

7,810万5,000円でございます。これにつきましては、介護サービス費等に市

町村負担の法定分であります12.5％を乗じて一般会計のほうから繰り入れを

していただいております。 

  目２その他一般会計繰入金1,500万8,000円でございます。これは、事務的

経費にかかる一般会計からの繰り入れ分でございます。 

  主な歳入については、以上でございます。 

  次に、歳出についてご説明申し上げます。 

  ９ページをお願いいたします。 

  款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費750万2,000円でございます。

主に、これにつきましては、委託料の中にあります地域包括支援センター運

営業務委託料190万円と今回第７期の介護計画の見直しをしなくてはいけま

せん。その計画の委託料とまして、399万6,000円の委託料を計上させていた

だいております。 

  10ページをお願いいたします。 

  10ページの款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、目１介護サービス

等諸費５億7,756万円を計上させていただいております。これにつきまして

は、平成29年度の支払い見込みといたしまして、介護サービス給付費５億

6,400万円、予防サービス給付費として1,356万円を計上させていただいてお

ります。 

  続きまして、11ページをお願いいたします。 

  款２保険給付費、項３高額介護サービス等費、目１高額介護サービス等費

1,440万円でございます。これにつきましては、利用者の自己負担１割を超

えた分につきまして、その超えた部分が給付対処されるものでございます。

これにつきましても、平成29年度の給付見込み額にて計上をしております。 
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  款２保険給付費、項４特定入居者介護サービス等費、目１特定入居者サー

ビス等費3,120万円でございます。これにつきましては、低所得者が施設等

へ入所されたときの食事、居住費の一部を負担するものでございます。これ

につきましても、平成29年度の給付見込み額について計上させていただいて

おります。 

  款３地域支援事業費、項１介護予防・生活支援サービス事業費、目１介護

予防・生活支援サービス事業費、目２介護予防ケアマネジメント事業費とい

うことで516万円と120万円、これにつきましては、平成29年度から実施され

る事業でございます。平成29年度から介護予防・日常生活支援総合事業とい

いまして、これにつきましては全市町村、平成29年度４月までに実施しなけ

ればなりません。 

  その中で主な内容といたしましては、今まで給付費で払っておりましたが、

要支援１、２の方につきまして、今回、地域資源事業のほうでいろんなサー

ビスを提供いたしまして、お支払いをするということでございます。 

  昨日も申しましたが、介護の西原村認定者が約350名いらっしゃいます。

その中で要支援１、２に認定されている方が約50名でございます。このサー

ビスについては、その要支援１、２の方が対象になるということでございま

す。 

  この中で委託料176万1,000円を計上させていただいておりますが、これに

つきましては、内容といたしましては、介護予防の集中機能訓練という形で

ございます。集中訓練といいますので事業内容としましては、運動機能訓練

とかそのあたりを中心に今、熊本リハビリテーションのほうに委託という形

で考えております。場所につきましては、今選定中でございますので、この

事業については、平成29年６月から開始予定というふうな形で今思っており

ます。 

  それと、負担金の中で訪問型サービス事業費60万円、これにつきましては、

今現在、介護要支援１、２の方はそのままその事業を使えるということです

ので、そのままの事業者がお使いになったサービス事業につきましては、そ

こで払うと。 

  通所型サービス事業というのが、今回、また新たに279万9,000円組ませて

いただいておりますが、内容としましては、介護予防運動、生活機能向上の

ための訓練、レクリエーションとか入浴等のサービスを提供すると。今、の

ぎく荘のほうでやっていただいております二次予防事業をそのまま移行して、

この通所サービス事業、名前「Ａ」という形になりますが、「Ａ」という形

で一応４月から事業実施をやっていこうというふうに考えております。 

  あくまでも今、要支援１、２の認定をお持ちの方については今までのサー

ビスを使っていただいて、今までの給付費で払っていくと。新たに認定時期

が来ましたときに、また要支援１、２の認定を受けたときには地域支援事業
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のほうで事業を展開していくというやり方でございますので、今年度は認定

時期によって、その事業の該当者の数が変わってくるというふうでございま

す。 

  続きまして、12ページをお願いいたします。 

  12ページ、款３地域支援事業、項２一般介護予防事業費、目１介護予防事

業費230万円、これにつきましては、委託料の中でミニデイサービス事業委

託料と地域介護予防活動支援事業委託料ということで、２つ上げさせていた

だいております。介護の要支援を受けないために、国保については高齢者全

員が対象と、今やってミニデイと地域介護予防活動支援事業につきましては、

これはサロンということでお考えをいただきたいと思います。介護に上がら

ないように、いろんな展開をしていくことでお考えをいただきたいと思いま

す。 

  続きまして、13ページのほうをお願いいたします。 

  款３地域支援事業費、項４地域包括支援センター管理費、目１一般管理費

1,023万5,000円でございます。主な内容につきましては、委託料で包括支援

センター運営管理委託料として940万円計上させていただいております。 

  歳出については、以上でございます。 

  15ページに債務負担行為ということで、包括支援センターのサービス等の

リース料を計上させていただいております。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたが、税務課長より退席の申し

出があっております。退席を許したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）お疲れさまです。 

  これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  １番議員、堀田直孝君。 

○１番議員（堀田直孝君）１番議員、堀田です。 

  介護保険会計、今ずっと説明がありましたが、昨年度よりやはりサービス

料の高騰、仕方がないと思います。やはり震災でかなりの方が、認定が今ふ

えているというところであります。その中で、今回、地域支援事業というこ

とで、国のほうも見直しで平成30年までだったかな、ずっと段階的に変える

ということで、同じ住民課のされる仕事の中でも、民生費の中の児童福祉に

おいては、やはり働けというほうの方面で、女性が働きやすい環境というこ

とで、児童福祉に力を入れる。 

  片やこの介護保険においては、この間の先週の新聞に載っておりましたよ

うに、県内の病床数を減らす、できるだけ医療費を負担しないようにという

ことで、じゃどうするか、じゃ介護保険のほうで、サービスで家庭介護、見

守り、最期はみとりという、昔のような家庭の中で最期を終えていくような、



－146－ 

見かけはいいような話をしますが、かえってそういうことはできないという

ことで、非常に矛盾を感じ、またここで歳入においては、交付金及び補助金

あたりでする、これをしたらしますよと。今現在行っているサービスのほと

んど、社会福祉協議会に委託している仕事は、この介護保険から来たものが

ほとんどであります。 

  その中で、この予算執行、担当部署、非常に難しいと思います。その中で、

やはり保険料というのも非常に大事な部分になります。今ちょうど税務課長

が退席されましたが、今の状況におきましては、その収納、非常に難しゅう

ございます。その中で、やはり迎える未納者の時効、滞納者の時効、これは

何もしないと時効を迎えるということになりますが、収納を努力しなさいと

いうのは、努力しなければならないというのは担当者、重々わかっていると

思いますが、時効中断を怠ると職務を怠ることになりますので、介護保険に

おきましては、その時効の中断ということで、どういうことをやって時効の

中断というのをして、時効を中断しているかということをちょっとお聞きし

たいと思います。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）すみません。今のところ、私がそういうところを把

握しておりませんので、調べまして、またご説明させていただきたいと思い

ます。 

○議長（宮田勝則君）よございますか。 

  堀田君。 

○１番議員（堀田直孝君）藤吉課長、結構、国保税徴収されとったので、おわ

かりかと思っておったんですけれども、一応、時効の中断というのは、民法

上を適用しまして、本人の納付のするか、しないかという意識をとるだけで

もいいです。それと強制執行、３つのやり方があるとは思いますが、今の状

況では本人が納付するかしないかというところで、文書の承認というところ

の時効の中断をしていただければいいのかなと思います。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ８番議員、林田直行君。 

○８番議員（林田直行君）今年度の予算を見てみますと、収入といいますか、

繰越金がないというような感じで、とうとう介護保険のほうも財政が圧迫し

てきたかなという予算で私どもは受けとめておりますが、今後の何といいま

すか、介護者がふえると思いますが、この予算で見れば大変だと思いますが、

となれば法定外というか、そういう感覚も考えられないかなとも思いますの

で、その点においてどう考えておられますか、お尋ねします。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）お答えいたします。 

  法定外繰り入れにつきましては、昨年は前半戦の給付見込みが少なくて、
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やっぱり地震の影響と介護認定給付費のほうが上がったということで、補助

金につきましても、補助金申請が１月ということで、大体11月ぐらいまでの

給付費に対しての見込みでやってしまいますので、なかなか、そのあたりの

思った以上に給付費が伸びたという点で1,500万円の不足が生じたわけでご

ざいます。 

  ただ、本年につきましては、そのあたりは十分見越して、予算措置という

か補助金あたりの申請もやらせていただきたいというふうに考えております。 

  財源不足にはならないように、今後、補助金等も適切に申請をやらせてい

ただきたいと思います。 

  一応、委託料のほうで第７期の介護計画の見直し、これ３年に１回、介護

保険のほうは保険料を見直すこととなっております。本年につきまして、来

年度からの保険料を平成29年度で計画を立てるわけですので、その中でやっ

ぱり３年間の推移あたりを考慮しながら、どうしてもやはり現在の保険料で

はちょっと無理かなというふうに思っていますので、やっぱり保険料を上げ

たくはないんですが、上げることが必要かなというふうに考えております。

以上です。 

○議長（宮田勝則君）ほかにございませんか。 

  ４番議員、中西君。 

○４番議員（中西義信君）12ページです。 

  地域支援事業、今後何かふえるのではないかと思っております成年後見人

制度の関係です。 

  報酬と、もう一つは申し立て手数料等載っていますけれども、現状、これ

昨年以来だんだんふえる状況にあるのか、それとトラブル等はないのかを、

ちょっと伺いたいんですが。 

○議長（宮田勝則君）住民課長。 

○住民課長（藤吉昌也君）今のところ、介護保険で成年後見を利用したことは

ございません。ただ、いろんな、今言われますとおり、やはり認知症とかな

んとかでやっぱりわからなくなる、今後、やっぱり成年後見という形の利用

が出てくることがあるかもしれませんので、予算措置だけさせていただいて

おります。 

  特に、後見につきましては、あくまでも村長申し立てということで、家族

が成年後見人になられた分につきましてはカウントしておりませんので、あ

くまでも村長申し立てがあった場合ということでお考えをいただきたいと思

います。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 
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（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第18号、平成29年度西原村介護保険特別会計予算について、原案どお

り決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第18号は原案どおり可決されました。 

  暫時休憩します。 

（午前１１時０２分） 

 

（午前１１時１３分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  日程第３、議案第19号、平成29年度西原村後期高齢者医療特別会計予算に

ついてを議題とします。 

  内容の説明を住民課長に求めます。 

（住民課長 藤吉昌也君 登壇 説明） 

○住民課長（藤吉昌也君）議案第19号についてご説明申し上げます。 

  議案第19号、平成29年度西原村後期高齢者医療特別会計予算、熊本県阿蘇

郡西原村。 

  あけていただいて、１ページでございます。 

  平成29年度西原村後期高齢者医療特別会計予算。 

  平成29年度西原村後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億5,804万8,000円と

定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

  歳出予算の流用。 

  第２条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）各項に計上した予算額に過不足が生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  内容についてご説明申し上げます。 

  ６ページをあけていただきたいと思います。 

  款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、目１特別徴収保
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険料3,014万6,000円、目２普通徴収保険料1,494万8,000円でございます。後

期高齢者の保険料につきましては、熊本県後期高齢者医療広域連合の算出し

た額に特別徴収分の保険料額については67％、普通徴収分につきましては

33％の割合で計上させていただいております。 

  款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１事務費繰入金544万5,000円でござ

います。これは広域連合で算出した額を一般会計から繰り入れをお願いして

おります。 

  目２保険基盤安定繰入金2,403万4,000円でございます。これも広域連合の

ほうで算定しました金額で、低所得者に属する被保険者及び被用者保険の被

扶養者であって保険者について保険料の均衡を一定割合に減額し、負担を減

額する目的で一般会計から繰り入れをいただいております。 

  次に、目３療養給付費繰入金8,231万6,000円でございます。これは、後期

高齢者連合会で算出した額で、医療費の総額相当の12分の１を一般会計より

繰り入れを行っております。 

  続きまして、歳出のほうに入らせていただきます。 

  ８ページをお願いいたします。 

  款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金、

目１後期高齢者医療広域連合納付金１億5,606万6,000円でございます。主な

内訳は、保険料の負担金4,509万5,000円、後期高齢者医療保険基盤安定負担

金が2,403万4,000円、後期高齢者医療療養給付費負担金が8,231万7,000円と

なっております。これも後期高齢医療連合会に納付するものでございます。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第19号、平成29年度西原村後期高齢者医療特別会計予算について、原

案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第19号は原案どおり可決されました。 

  日程第４、議案第20号、平成29年度西原村中央簡易水道事業特別会計予算

についてを議題とします。 

  内容の説明を産業課長に求めます。 
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（産業課長 海東義朗君 登壇 説明） 

○産業課長（海東義朗君）議案第20号につきましてご説明いたします。 

  議案第20号、平成29年度西原村中央簡易水道事業特別会計予算、熊本県阿

蘇郡西原村。 

  あけていただきまして、１ページお願いします。 

  平成29年度西原村中央簡易水道事業特別会計予算。 

  平成29年度西原村中央簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ8,440万7,000円と定め

る。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１

表 歳入歳出予算」による。 

  地方債。 

  第２条、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方

債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地

方債」による。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除

く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用。 

  平成29年度３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  ４ページをお願いします。 

  第２表、地方債。 

  起債の目的、地方公営企業災害復旧事業債（西原村中央簡易水道事業熊本

地震本復旧工事）、限度額1,500万円、起債の方法、証書借入または証券発

行、利率、年3.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及

び地方公共団体金融機構資金については、当該見直し後の利率）、償還の方

法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその

債権者と協定するものによる。ただし、村財政の都合により据置期間及び償

還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借りかえすることができる。 

  主な内容につきまして、ご説明いたします。 

  ７ページの歳入予算をお願いします。 

  款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益の水道使用料に570万円、

前年比マイナス100万円を計上しております。平成28年度に徴収しました３

期分の平均にて算出しております。目２その他営業収益には、30件の新規加
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入分として加入金324万円を見込んでおります。 

  項２営業外収益、目１補助金、節１他会計補助金として、県道堂園小森線

道路拡張工事に伴います水道管布設時の消火栓設置補助金23万円を予定して

おります。 

  款２繰越金には、前年度より426万円減の874万円を計上しております。 

  あけていただきまして、８ページをお願いします。 

  款６村債、項１村債、目１災害復旧事業債、節１地方公営企業災害復旧事

業債1,500万円、これは秋田原配水池に新たに加圧施設を設けるための工事

費分でございます。 

  ９ページの歳出予算をお願いします。 

  款１水道事業費、項１営業費用、目１業務費につきまして、主なものは節

２給料から節４共済費までは担当職員の人件費でございます。節11需用費で

は消耗品費にメーター器機購入費75万6,000円、光熱水費に水源地、配水池

電気代740万円、修繕費に水道施設修繕費100万円等でございます。 

  次の10ページの節13委託料には水道施設保守点検委託料40万円、漏水調査

委託料150万円、シルバー人材への水道メーター検針委託料122万4,000円を

計上しております。節15工事請負費には、県道堂園小森線の道路拡張工事に

伴う水道管布設工事に500万円を予定しております。 

  目２災害復旧費、節11需用費、応急復旧修繕費として300万円、節13委託

料に熊本地震関係調査等委託料として200万円、節14使用料及び賃借料とし

て応急復旧配管等のリース代として300万円。11ページ、節15工事請負費に

秋田原配水池配水ポンプ施設工事費及び熊本地震本復旧工事費としまして

2,000万円、節16原材料費に応急復旧配管材料費として100万円、節19負担金、

補助及び交付金へ復旧応援負担金として100万円を計上いたしております。 

  項２営業外費用、目１企業債償還金として昨年と同じ1,924万9,000円を計

上しております。平成29年度末の地方債の現在高見込み額は、19ページに記

載しております。 

  続きまして、目２消費税相当額に250万円、項３予備費に506万円を計上し

ております。 

  以上でございます。ご審議方お願いします。 

  それから、昨日、村営水道の加入金について調査をということで議長のほ

うからありましたので、西原村中央簡易水道給水条例の中で、第34条の中に

加入金というところがございます。その中の第２項に「加入金は原則として、

土地１筆又は１ケ所につきメーター口径に対応する加入金を納めることとす

る。」、それから第３項に「既納の加入金は、還付しない。ただし、工事を

中止し、又は変更等で給水期間が短期である場合、その他村長が特に認めた

場合は、この限りでない。」ということがうたわれております。また、これ

につきましては、大津菊陽水道企業団ですかね、それから南阿蘇村、益城町
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さんも同じ条例ということでした。 

  以上、報告させていただきます。 

  すみません。７ページの款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益、

5,700万円のところを570万円と発言したそうで、修正のほうよろしくお願い

します。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

  ９番議員、桂悦朗君。 

○９番議員（桂 悦朗君）桂でございます。 

  この予算に対して、ちょっと質問じゃないんですが、今後、平成29年度幾

らで、今小森水道にしても大切畑とかそういうふうに、簡易水道さん、今度

合併を考えておられる、今回被災されて合併をしなくちゃならないというの

は今年度中に決めなくちゃならないですね。中央簡易水道さんに合併すると

いうことになれば、水量は大丈夫なのかなというのもありますし、将来的で

すから、今すぐというわけじゃないんですが、まずそこをちょっと水量は大

丈夫なのかなと、そういうところまで含んだときに。それをまず最初に聞き

たいと思います。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）以前は、たしか給水量が給水人口を超えた時期がご

ざいまして、それで認可申請を十数年ぶりにいたしまして、正確な数字は忘

れましたけれども、四千数百名ということで、新しい給水人口が１つ出てお

ります。 

  今後、合併に続きまして、基金を利用した、確かに小森、万徳等が加入さ

れれば、そのための人口1,000名以上がふえてくるかと思います。それぞれ

に今のところ水源は持っておられますので、何とかその辺を利用したところ

で大丈夫ではなかろうかと思っております。 

○議長（宮田勝則君）９番、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）今、水源の話がありましたので、じゃ現在の水源を

利用して合併ができるのかということも問題になるんじゃないかなと思うん

ですが、その点は大丈夫なんですか、村長。 

  以前、本来であればボーリングをしないといけないと、村営水道の場合は。

これが上水道になるわけですから、今湧き水から取り出しているそれでもい

いのかということになるわけです。それができないということになれば、ボ

ーリングをしてでもやっぱりやらなくちゃならないというふうになるんじゃ

ないかなというふうに思います。 

  それと村営水道の水圧と、今、小森水道の水圧というのは違っていると思

います。そうなれば今度、配管もかえなくちゃならなくなるわけです。今後、

小森水道さんも今月中に多分、合併するのかしないのか、そういうものも決
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定されなくちゃならないものですから、やはりきちんとしたことを組合さん

のほうにも言っとってもらわないと、そこらあたりが後でできませんでした

とかなったら困りますので、そこら辺ちょっとお聞きしたんですが。 

○議長（宮田勝則君）産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）合併につきましては、今、小森水道にしろ、万徳水

道にしろ、水源は持っておられます。ですから、現在も水道法に基づいて、

ちゃんと滅菌して、湧水、あるいは今万徳のほうはちょっとボーリングの水

を利用させていただいておられるということで聞いておりますが、配水池の

ほうでちゃんと滅菌はされていると。 

  水質検査につきましても、村のほうと一緒に各水道組合さんの水質検査は

行っております。ですから、その辺は適用されておりますし、合併に際して

は、こちらのほうも再度、認可申請、県のほうに小森水道、それから万徳水

道を加入しますよという認可申請、それから皆さんの議会にお諮りした上で

の加入となりますので、すぐにというわけにはなかなかまいりませんけれど

も、それに向かっての準備というのは必要になってくるかと思います。以上

です。 

○議長（宮田勝則君）９番、桂君。 

○９番議員（桂 悦朗君）今、大丈夫ということですから、そのまま今回、多

分、今月か来月には小森水道さんのほうも協議されて、それを判断しなくち

ゃならないということで会議がある模様ですから、そういうところで村のほ

うも将来的に合併ができるということであれば、組合さんのほうにも、そう

いうふうな話をできるかなというふうにも思っておりますので。 

  今後、大切畑地区も10軒ほどしか残らないから、あそこも別にあるわけで

すよね、組合さんが。そしたら10戸できるかなということで心配されている

ところもございますので、そういうところは指導してもらえれば助かると思

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 

  ３番議員、坂本君。 

○３番議員（坂本隆文君）３番議員、坂本です。 

  先日、村長が「ゆうすい」の件で発表されましたけれども、書いたのが私

でありまして、議事録を見て書かせていただきまして、自分がそういうふう

な勘違いをして、大変申しわけございませんでした。 

  今度の「ゆうすい」にその訂正文を書かせていただきたいと思いますけれ

ども、今の内容のことを文書でもって簡単に書きたいと思いますので、産業

課と協力して書いていきたいと思いますので、よろしいでしょうか。 

○議長（宮田勝則君）協力お願いしますということですので、産業課長。 

○産業課長（海東義朗君）そのようによろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）ほかに質疑ございませんか。 
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（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第20号、平成29年度西原村中央簡易水道事業特別会計予算について、

原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第20号は原案どおり可決されました。 

  日程第５、議案第21号、平成29年度西原村工業用水道事業会計予算につい

てを議題とします。 

  内容の説明を産業課長に求めます。 

（産業課長 海東義朗君 登壇 説明） 

○産業課長（海東義朗君）議案第21号につきましてご説明いたします。 

  議案第21号、平成29年度西原村工業用水道事業会計予算書、自平成29年４

月１日から至平成30年３月31日、西原村。 

  ２ページをお願いいたします。 

  平成29年度西原村工業用水道事業予算書。 

  総則。 

  第１条、平成29年度西原村工業用水道事業会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

  業務の予定量。 

  第２条、業務の予定量は、次のとおりと定める。 

  （１）給水事業所数８カ所。（２）年間総給水量18万7,975㎥。（３）１

日平均給水量515㎥、（４）主要な建設改良費０円。 

  収益的収入及び支出。 

  第３条、収益的収入及び支出は、次のとおりと定める。 

  収入。 

  第１款水道事業収益1,598万円。第１項営業収益913万6,000円。第２項営

業外収益684万3,000円。第３項特別利益1,000円。 

  支出。 

  第１款水道事業費用1,598万円。第１項営業費用1,133万3,000円。第２項

営業外費用45万円。第３項特別損失1,000円。第４項予備費419万6,000円。 

  資本的収入及び支出。 

  第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収入、資本的支出はございません。 
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  議会の議決を経なければ、流用することができない経費。 

  第５条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費

の金額に流用し、または、それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合

は、議会の議決を経なければならない。 

  （１）職員給与費391万5,000円。（２）交際費は０でございます。 

  利益剰余金処分。 

  第６条、繰越利益剰余金のうち300万円を次のとおり処分するものとする。 

  （１）減債積立金０。（２）利益積立金０。（３）建設改良積立金300万

円。 

  たな卸資産購入限度額。 

  第７条、たな卸資産の購入限度額は８万円とする。 

  平成29年度３月８日提出、西原村工業用水道事業管理者、熊本県阿蘇郡西

原村長。 

  主な内容についてご説明いたします。 

  15ページをお願いします。 

  平成29年度西原村工業用水道事業予算説明書。 

  収益的収入及び支出。 

  収入。 

  款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益、節１料金収入913万

5,000円の計上。 

  本年度の給水事業所も冒頭にありましたように８カ所でございます。１日

の給水量といたしましては、平成28年度より515ｔを予定しております。超

過料等については当初予算では加味しておりません。 

  また、平成26年度予算より会計制度の変更により企業会計となり、歳入項

目に項２営業外収益、目３長期前受金戻入、節１長期前受金戻入として172

万9,000円を計上。目４雑収益、節１雑収益として507万5,000円を企業負担

収入ほかとして計上しております。 

  16ページをお願いします。 

  支出の水道事業費用につきましては、目３総係費が前年比91万円の減額に

つきましては、職員の人事異動によります減額でございます。 

  17ページでございますが、目４減価償却費が前年比155万5,000円減の329

万9,000円。 

  款４予備費も前年比96万5,000円の減額の419万6,000円を計上いたしてお

ります。 

  主なものとしては、以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 
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（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第21号、平成29年度西原村工業用水道事業会計予算について、原案ど

おり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第21号は原案どおり可決されました。 

  日程第６、議案第22号、工事請負変更契約の締結についてを議題とします。 

  内容の説明を産業課長に求めます。 

（産業課長 海東義朗君 登壇 説明） 

○産業課長（海東義朗君）議案第22号についてご説明いたします。 

  議案第22号、工事請負変更契約の締結について。 

  次のとおり工事請負変更契約を締結したいので、地方自治法第96条第１項

第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定のより議会の議決を求める。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  記。 

  １、契約の目的、災補道第2463号、田中高遊線道路災害復旧工事。 

  ２、契約金額4,502万448円（税抜き額4,168万5,600円）。 

  ３、契約の相手方、所在地、熊本県菊池郡大津町大林310番地、会社名、

肥後木村組株式会社、代表者、代表取締役澤村奈古。 

  ４、契約前の工期、平成28年10月17日から平成29年３月24日まで。変更後

の工期、平成28年10月17日から平成29年６月30日まで。 

  今回、提案させていただきました議案につきましては、平成28年10月の第

４回臨時議会におきまして議決いただきました村道田中高遊線の道路災害復

旧工事につきまして、工期の変更が必要となりましたので、工事請負契約の

変更をお願いするものでございます。 

  添付しております箇所図をごらんください。 

  現場は田中高遊線のもとホテル入り口付近から延長127ｍ区間の道路まで

の、のり面の吹きつけモルタルが崩落し、のり面下にあります落石防護柵が

道路側に出されている災害でございます。 

  今後といたしましては、現在、崩落しているのり面の吹きつけモルタルを

取り壊し、現場、吹きつけのり枠工にて復旧し、下部には同じく落石防護柵

を設置する工事でございますが、現在の進捗率は30％ほどで、仮設防護柵の
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設置、のり面の吹きつけモルタルの撤去は既に済んでおりますが、ホテルの

所有者がかわりまして、ホテルを解体するとのことで、解体用大型クレーン

の進入路と、現在、のり面に大きな転石が多数発生し、上部のホテル側の用

地を借地しての施工となり、災害復旧でののり面工事のための仮設道路との

工事用用地の調整に時間をよりかけたことによります工期の変更を行うもの

でございます。 

  以上でございます。審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第22号、工事請負変更契約の締結について、原案どおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第22号は原案どおり可決されました。 

  日程第７、議案第23号、工事請負変更契約の締結について（災補道第2461

号 田中高遊線道路災害復旧工事）を議題とします。 

  内容の説明を産業課長に求めます。 

（産業課長 海東義朗君 登壇 説明） 

○産業課長（海東義朗君）議案第23号についてご説明いたします。 

  議案第23号、工事請負変更契約の締結について。 

  次のとおり工事請負変更契約を締結したいので、地方自治法第96条第１項

第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定により議会の議決を求める。 

  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  記。 

  １、契約の目的、災補道第2461号、田中高遊線道路災害復旧工事。 

  ２、契約金額5,880万6,000円（税抜き額5,445万円）。 

  ３、契約の相手方、所在地、熊本県阿蘇郡西原村大字河原1086番地、会社

名、有限会社堀田建設、代表者、代表取締役堀田賢司。 

  ４、契約前の工期、平成28年10月17日から平成29年３月24日まで。変更後

の工期、平成28年10月17日から平成29年11月30日まで。 

  この議案につきましても、平成28年10月の第４回臨時議会におきまして議
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決をいただきました議案第22号と同じく村道田中高遊線の道路災害復旧工事

でございます。 

  添付しております箇所図をごらんください。 

  現場は、堀田工務店作業場先から布田川方面に向かい、１つ目のヘアピン

カーブまでの復旧延長485.5ｍの災害復旧工事でございます。 

  内容としましては、コンクリートブロック積み２カ所、路盤、舗装のやり

直し、側溝の敷設がえ新設、ガードレール等の設置等でございます。 

  現在、復旧工事の進捗率といたしましては10％ほどで、議案第22号ののり

面工事用の仮設防護柵を道路に設置されており、工事は一部撤去工事、支障

木の伐採までしかできておりません。さきに議案第22号で申し上げましたよ

うに、復旧工事用用地の調整によるのり面復旧工事において、布田川方面に

ありますリース会社の通行もありまして、全面通行どめすることができず、

のり面復旧工事を先に完了し、仮設防護柵の撤去後でないと工事ができない

ものでございます。以上の理由により工期の変更をお願いするものでござい

ます。 

  以上でございます。審議方よろしくお願いします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  議案第23号、工事請負変更契約の締結について（災補道第2461号 田中高

遊線道路災害復旧工事）を原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、議案第23号は原案どおり可決されました。 

  日程第８、同意第１号、西原村監査委員の選任につき同意を求めることに

ついてを議題とします。 

  内容の説明を総務課長に求めます。 

（総務課長 西山春作君 登壇 説明） 

○総務課長（西山春作君）それでは、同意第１号についてご説明いたします。 

  同意第１号、西原村監査委員の選任につき同意を求めることについて。 

  次の者を西原村監査委員に選任したいので、地方自治法第196条第１項の

規定により議会の同意を求める。 
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  平成29年３月８日提出、熊本県阿蘇郡西原村長。 

  記。 

  住所、西原村大字小森17番地。 

  氏名、河上勝彦。 

  生年月日、昭和26年10月９日。 

  提案理由。 

  監査委員、河上勝彦氏が平成29年３月31日に任期満了となるため、再度選

任いたしたく提案するものでございます。 

  次のページに履歴書を添付させていただいております。よろしくお願いい

たします。 

  以上でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮田勝則君）内容の説明が終わりました。 

  これより同意第１号、西原村監査委員の選任につき同意を求めることにつ

いて質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）質疑がないようですから、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「討論なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）討論なしと認め、討論を終結します。 

  これより本案を起立により採決します。 

  同意第１号、西原村監査委員の選任につき同意を求めることについて、原

案どおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（宮田勝則君）全員起立であります。 

  よって、同意第１号は原案どおり同意することに決定いたしました。 

  日程第９、組合議会報告を行います。 

  組合議会議員から報告がございましたらお願いいたします。 

  ８番議員、林田君。 

（８番議員 林田直行君 登壇 報告） 

○８番議員（林田直行君）８番、林田です。 

  益城、嘉島、西原環境衛生組合より定例会がございましたので、ご報告を

申し上げます。 

  平成29年２月22日に組合議会の定例会がありまして、平成28年度の一般会

計補正予算（第３号）、それに平成29年度一般会計予算についてご報告申し

上げます。 

  まず初め、補正予算ではありますが、歳入歳出それぞれに１億549万6,000

円を追加し、３億3,116万6,000円とするということになっております。一応、

歳入が、財産収入が3,735万円で補正額マイナス158万8,000円、国庫支出金
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１億8,824万4,000円でプラス2,228万4,000円です。それから組合債が１億

8,820万円、マイナス１億1,320万円となっておりまして、歳入の合計が12億

2,567万円となっております。歳出の補正で衛生費が10億9,361万4,000円で

１億549万6,000円の増となっており、歳入歳出とも12億2,567万円となって

おります。 

  以上、補正予算でございまして、平成29年度の一般会計予算を申し上げま

す。 

  歳入、分担金及び負担金としまして４億3,706万3,000円、使用料及び手数

料としまして6,320万円、財産収入としまして3,319万9,000円、繰入金1,000

円、繰越金5,000万円、諸収入665万9,000円、国庫支出金3,228万2,000円、

歳入合計６億2,240万4,000円。歳出のほうですが、議会費240万4,000円、総

務費4,357万1,000円、衛生費５億6,592万5,000円、公債費750万4,000円、予

備費300万円、歳出合計が６億2,240万4,000円となっております。 

  なお、西原村の分担金といたしまして、均等割が4,370万6,000円、人口割

が4,271万円で、西原村の分担金合計が8,641万6,000円となって全体の

19.78％となっております。 

  一般会計の報告を終わります。 

  続きまして、同じく環境衛生組合に関することですが、熊本中央一般廃棄

物処理施設整備促進協議会のことを一部報告いたします。 

  協議会の事務所を一応、事務局を会長のところに置くとなっておりました

が、今度はそれを改正いたしまして、御船町大字御船847番地３、昔の法務

局支部ですか、に置くということでございます。 

  なお、前年度が用地選定の年度となっておりましたが、震災が起きまして

できませんでしたので、平成29年度におきまして用地選定をするということ

でなっておりますので、ご報告申し上げます。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ただいま報告が終わりましたが、何かお尋ね等ありませ

んか。 

（「ありません」の声） 

○議長（宮田勝則君）お尋ねがないようですので、自席に帰ってください。 

  ほかに報告ございませんか。 

  ４番議員、中西君。 

（４番議員 中西義信君 登壇 報告） 

○４番議員（中西義信君）４番、中西です。 

  所属しております阿蘇広域事務組合の経過についてご報告申し上げます。 

  阿蘇広域組合も、臨時会も一般通例の定例会もございましたけれども、西

原村の負担そのものはし尿関係と湯の里荘の関係でございますので、ほぼ通

年どおりでございまして、昨日の一般会計予算に載っている負担金程度で、

通年どおりの金額でございます。 
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  本日は、昨年の地震によりまして大変問題になっております湯の里荘の移

転改築事業の経過について報告いたします。 

  昨年の西原村の定例会後の12月19日に阿蘇広域の管理者の阿蘇市長及び日

置村長初め関係３町村長、そして関係３町村の議員で上京を行い、陳情を行

いまして前向きな回答をいただいた件でございますけれども、平成28年度の

災害復旧事業の採択を受け、移転改築事業が実施できることになりまして、

そのため早急な場所の選定が必要となりました。候補地といたしまして南阿

蘇村の５カ所が上がり、ことしに入りまして１月18日及び23日に高森、南阿

蘇、西原村の３町村長と広域議員で協議をいたしました。 

  結果、地元南阿蘇村さんのご意向をまず優先し、南阿蘇村両併の民有地を

購入して建設するという案を決定いたしました。場所は、国道325号線沿い

で、これまでと違って道より北にあるような場所でして、ちょうど南阿蘇村

と高森町の境界付近にある民有地を購入いたすこととなりました。 

  したがいまして、若干の民有地購入のための6,000万円がふえましたけれ

ども、総事業費として７億1,984万円でございます。国庫補助金が４億5,903

万1,000円ございます。災害復旧債で２億4,290万円を予定しておりまして、

充当率100％、交付税のほうが何とか85％を出していただけるような話を伺

っております。交付税算入のほうが若干まだ時間かかっておりますけれども、

大体そういうところで行う予定です。それと一般財源が５万3,000円となっ

ております。 

  今後、今現在、申請と登記を行っておられるところで、平成29年に工事を

着工し、できれば平成30年４月から湯の里荘を再開できればというところで

やっております。以上です。 

○議長（宮田勝則君）ただいま報告が終わりましたが、何かお尋ねはございま

せんか。 

（「ありません」の声） 

○議長（宮田勝則君）お尋ねがないようですので、自席に帰ってください。 

  ほかに報告ございませんか。 

（「なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）ないようでしたら、これで組合議会報告を終わります。 

  日程第10、委員会の閉会中の継続審査の件を議題とします。 

  産業教育常任委員会委員長、林田直行君から委員会において審査中の事件

について会議規則第75条の規定によって、お手元に配付しました申し出のと

おり閉会中の継続審査申し出があっております。 

  事件、理由については記載のとおりです。 

  お諮りします。委員長からの申し出どおり閉会中の継続審査とすることに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 
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○議長（宮田勝則君）異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の継続審査にすることに決定しました。 

  日程第11、委員会の閉会中の継続調査の件を議題とします。 

  議会運営委員会委員長、上野正博君、総務福祉常任委員会委員長、桂悦朗

君、産業教育常任委員会委員長、林田直行君、以上の方から会議規則第75条

の規定によって、お手元に配付しました申し出書のとおり閉会中の継続調査

申し出があっております。 

  事件、理由等については記載のとおりです。 

  お諮りします。各委員長の申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、よって、閉会中の継続調査とすること

に決定しました。 

  暫時休憩します。 

（午後 ０時１６分） 

 

（午後 ０時２２分） 

○議長（宮田勝則君）休憩前に引き続き会議を再開します。 

  以上で、本日の議事日程及び会期日程は全部終了しました。 

  これをもって閉会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

○議長（宮田勝則君）異議なしと認め、これをもって平成29年第１回西原村議

会定例会を閉会します。 

 

 

午後 ０時２２分   閉 会 



－163－ 
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